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富士見ファンタジア文庫










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　パルプピロシ

口絵・本文デザイン　越阪部ワタル









ＣＯＮＴＥＮＴＳ






プロローグ

01　調子に乗ってたあの頃の自分を過去に戻ってぶん殴ってやりたい

02　ややこしい外国語のルビ振っとけばカッコ良くなるとか思ってんじゃねーぞ

03　昨日今日会ったばかりで都合よくフラグが立つハズねーだろという疑心暗鬼

04　誰だって自分の個性を確立するために必死なんだよ……試行錯誤してんだよ！

05　傍若無人なアホがたまにしおらしくなるとつい許してあげたくなるのココロ

06　第二次性徴を迎えた頃のオトコノコならちょっとは解るかもしれない

07　友達なんていらないとか言ってる奴に限って本当は寂しがりだったりするよね




　あとがき









[image: ]








　プロローグ







　その少女は、ただただ美しく、凜りんとして立っていた。

　淡あわい金色の長ちよう髪はつが、気の強そうな眼まな差ざしが、すらりと伸のびた手足が、真っ白に透すき通るような素す肌はだが──非現実的なまでの美しさを、鮮あざやかに、艶つややかに、彩いろどっていた。

　お伽とぎの国からやってきたお姫ひめ様だろうか、と錯さつ覚かくしそうになるその少女の、真っ白で柔やわらかそうな両頬ほおが──対たい峙じする少年によって、カッ、と紅潮させられる。

「……こっ」

　少女の口から鈴すずの音ねのような声が漏もれる──と同時に、彼女は右手を挙げ、

「このっ、バカ隆たか良らぁぁぁぁぁ！」

　対峙する少年に向け、振り下ろした──その手を、なんと電気に変質させながら。

「あばばばばば！」

　突とつ然ぜんの電でん撃げきを浴びてしまったバカ隆良と呼ばれた少年は、もんどり打って倒たおれるしかない──が、よほどタフなのか、彼はすぐさま起き上がって少女に詰つめ寄った。

「なーにしやがんだ、この電動ミカン！　この世紀のストレンジャー様に向かって！」

「あっ、アンタが悪いんでしょっ！　私がカッコつけてるとか、意味の分からない難なん癖くせつけてくるんじゃないわよっ！　電動ミカンとか呼ぶのも、もう止やめなさいっ！」

「へっ、お断りだね。カッコつけてんのもホントだし……ぷっ、実際、電動ミカンだし」

「……！　こ、このっ……無神経大バカ隆良ぁーっ！」

「ぶふっ、電動ミカンのクセに……って、ちょっ、あばばばばば!?」

「はぁ、はぁっ……ふんっ、自業自得なんだから。いっつもいっつも、バカばっかり！」

　金色の髪かみの美少女が、今度ばかりはすぐに起きられないでいる少年を、ビシッ、と指差す。そして叩たたきつけるのは──決定的な一言。

「バカ隆良のクセに……何が世紀のストレンジャーよ！　アンタなんて、そんな大層なモノじゃないでしょーがっ！　この、微び妙みよう能力者っ！」

「…………んああんっ!?」

　その一言はよほど聞き捨てならないのか、隆良は変な雄お叫たけびを上げつつ立ち上がった。

「にゃろー……この世紀のストレンジャー様に向かって、い～い度胸だなぁ～……？」

「うっ……な、なによぅ。変なことばっか言う、アンタが悪いんじゃないっ！」

「あっ、カチンときた……きちゃいましたね、コレね……」

　目が据すわってしまっている隆良が右手で銃じゆうの形を作ると、対する少女も慄りつ然ぜんとする。

「ちょっ……まさか、アンタ、止めなさいっ！　そんなことしたら絶対許さなっ……！」

「はい、もう限界ー！　もぉぉぉ～謝っても許さねぇ！」

「アンタが悪いのに、なんで私が謝らないと……ちょ、ちょっとぉ!?」

　彼女の反論は受け付けぬまま、隆良の指先に『力』が収束していく。

「ほとばしれ……！　俺の『異能』ぉぉぉぉぉ！」

「いっ……いやぁぁぁぁぁっ！」

　自じ称しよう世紀のストレンジャーが雄叫びと共に、ついにその『異能』を、解き放った──








　01　調子に乗ってたあの頃の自分を過去に戻ってぶん殴ってやりたい







　今からおよそ半世紀ほど前、世界で初めて『異能者ストレンジヒユーマン』の存在が確かく認にんされた。その名に違たがわず『異能者』は、科学で解明できない『奇き妙みよう』な現象を巻き起こした。

　ある者は手の平から炎ほのおを発生させ、ある者は触ふれただけで水を凍こおらせ、またある者は手をかざしただけで怪け我が人を癒いやす。世界にその存在を証明された日を境にそんな『異能者』達が次々と生まれ始めたのだ。

　その奇き跡せきとさえ呼べる所業の数々を目まの当たりにして、ある者は彼ら『異能者』を『神』と讃たたえ、またある者は『悪あく魔ま』と呼んで蔑さげすんだ。他者を救うために『異能』を振ふるう者もいれば、己おのれの欲よく望ぼうを満たすためだけに使う者も多かったからだ。

　しかし時は移ろい、彼ら『異能者』は一いつ般ぱん的に、こう揶や揄ゆされるようになった。

　まるで別の世界からやって来た『よそ者ストレンジヤー』のようだ、と──




　──下しも野の根ね隆たか良らが『異能』に憧あこがれを抱いだくようになったのは、いつからだっただろうか。

「風が──俺を呼んでるぜ──」

　川を見下ろせる土手の頂点で、隆良は両手を広げて風を受けながら呟つぶやく。

　つい数日前に高校生となった隆良は、物心ついた頃から毎日この場所で──周りに人ひと気けが無いのをよくよく確認してから、こうやって風に語りかけていた。

　とはいえ、隆良はストレンジャーではないから、そうしたところで風をどうこう出来るという訳ではない。しかしほとんどのストレンジャーは、その『異能』を後天的に発現するものなのだ。生まれつき『異能』が使える人間など、ごく稀まれである。

　だからこそ隆良は、自分にもいつか『異能』が目覚めると信じていた。何の根こん拠きよも無いし、そもそも『異能者』の生まれること自体が稀なのだが、とにかく信じていたのだ。

　そして今日この日、隆良は微かすかな予感のような物を感じていた。そう……例えるならば風ふ呂ろ上がりに自身の身体からだから白い湯気が立ち上のぼるのを鏡で見て『あれ？　このモワッとするの……あれ、これ、なんかオーラみたいじゃね？』と思うような感覚である。

　ちなみに、この場所でこうして風に語りかけている時は、大体いつもそんな予感のような物を感じていたのだが、何かが起こった試ためしは無い。

「…………」

　実際、今日も何も起こらないようだ。

「ふっ……俺には、まだ早いってかい？」

　不意に独り言ごちた隆良が、見えない何かに向かって含ふくみ笑いを浮うかべる。

「いいさ──風の気が向くままに、ってね。ふっ……アディ」

　踵きびすを返して颯さつ爽そうと立ち去ろうとし、誰にともなく言い残そうとした隆良の瞳ひとみに──漆しつ黒こくの暴走車が突つっ込んでくるのが映った。

「オッスゥゥゥ!?」

　暴走車は慌あわてる隆良を意にも介かいさず、猛もうスピードで突っ込んでくる。あわや激げき突とつかと思われたが──暴走車は見事なドリフトを決め、隆良の眼前で停車した。

「お、おぉう……てっ、てめっ、殺す気かぁぁぁ！」

　マジックミラー越ごしでは見えない車内に向けて、隆良が威い勢せいよく文句を吐はき散らしていると、運転席の扉とびらが勢い良く開かれた。

「あっ、このヤロッ、今さら謝っても……」

　直じかに文句を言いかけた隆良の口は、途と中ちゆうで止まってしまう。

　運転席から姿を現したのは、モデルと見み紛まがうスタイルを持った長身の美女。カラスの濡ぬれ羽のように艶やかなストレートの長い黒くろ髪かみが、その色気をより一層引き立てていた。身に纏まとった白衣が翻ひるがえるたび、タイトのミニスカートから悩なやましい太ふと股ももが顔を覗のぞかせる。

　知的さを醸かもし出すような赤いフレームのメガネの下で、深海を思わせる碧へき眼がんが微かに揺ゆらめいて、隆良を真まっ直すぐ見つめていた。

　その立ち姿に思わず見み惚とれる隆良に対し、彼女が無造作に問いかける。

「下野根隆良くん……だな？」

　突然の名指しに動どう揺ようする隆良だが、なぜか同時に胸が高こう揚ようするのを感じていた。

「……ふっ、俺としたことが、取り乱しちまったな」

　突然訪おとずれた謎なぞの美女。なぜか知られている己の名前。夢に見たようなシチュエーションが、今まさに繰くり広げられている──謎の美女は、微び笑しようを浮かべながら頷うなずいた。

「やはり下野根隆良くんだったか……ふふっ、一目でわかったよ」

　もはやこれは、決定的ではないか。隆良は確信に近い物を感じていた。

「下野根隆良くん、キミも薄うす々うす勘かん付づいているかもしれないが──」

　隆良からすればこの謎の美女は、福音を告げに来た天使のようにさえ見える。

「中学卒業前の検査の結果、キミに『異能』の力が発現している可能性が出た」

　隆良は心の中で、こう叫さけんでいた。

　──ほいキタァァァァァァ！──

「ふっ……ああ、そろそろお迎むかえの来る頃ころだと思ってたさ」

　決して喜色を表面に出さないよう努めながら、隆良は冷静を装よそおって応じる。

「そうか、話が早くて助かるよ」

　謎の美女が胸ポケットから取り出した手帳を、隆良に見せつけた。

「私は政府公認ストレンジャー対策課研究室室長の、アリア・来くる武む・エリノア・ヴァルターだ。気軽にアリアと呼んでもらっても構わない」

　名前から推測する限り、日本人と西洋人のハーフなのだろうか。普ふ通つうなら繋つながりの無いような人物と関かかわっているという事実も、隆良の胸の高鳴りに拍はく車しやをかけた。

「…………」

　車の後部座席から新たに二人、体格の良い黒服の男が現れた。サングラスで顔を隠かくし、いかにも向こう側の人間、といった風ふ情ぜいだ。

「うぷっ……アリア室長、運転はもうちょっと優やさしく……」

　いかにも向こう側の人間が何やら情けないことを言っているが、隆良はそれを積極的にスルーした。二人には気の毒だが、アリアも無視する方針らしい。

「さて、下野根隆良くん。世間にも知られている通り、我々は『異能』の力を持つ者を管理せねばならない。キミからすれば不本意かもしれないが、私達も力ちから尽ずくという手段は取りたくないのだ。後ろの黒服二人は、銃も持っている。さて、それらを踏ふまえて貰もらった上で、改めてキミに『お願い』しよう」
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　僅わずかばかりの威い圧あつを込こめた目で、アリアは隆良を見み据すえる。

「私達の組織に、任意同行してくれないか？」

　──組織──

　その言葉が、今の隆良にはどれほど甘かん美びな響ひびきを与あたえているのか、アリアには知る由よしも無いだろう。しかしすぐに返事が無いことを、アリアは別の意味で捉とらえたようだ。

「なに、そう警けい戒かいする必要は無い。身体検査のようなモノさ。キミ自身も己の能力と向き合えるし、出来れば前向きに捉えて欲しい」

「ふっ……そうだな、それも悪くないか」

　いまだこの状じよう況きように酔よっている隆良が、空を見上げながら呟いた。

「風の気が向くままに──流されてみるのもな」

　決め台詞ぜりふを吐き、隆良は自己陶とう酔すいの骨頂に浸ひたっていた。対するアリアは特にそれを気にも留めず、慣れた様子で話を進める。

「そうか、ありがたいな。じゃあ、車に乗ってくれ」

「ああ。……安全運転で頼たのむぜ？」

　先さき程ほどの暴走とも呼べる運転ぶりを思い出し、隆良がそこだけは念を押した。

「ふふっ、任せておけ。運転は得意だからな。こう見えてもな、事故を起こしたことなんて一度も無いのだぞ？」

「いや、そういうことじゃなくて……」

「よし、全員乗り込んだな。それじゃ……行くぞっ！」

「ちょっ、アリアさん、話聞いてる？　ちょっ……ちょぉぉぉおっ!?」

　隆良の悲鳴と同時に──『ヤバめの運転オーバードライブ』が幕を開けた。




「お、おえぇ～～～っぷ……」

　ようやく『ちょっと死が見えたオーバードライブ』から解放された隆良が、口元を片手で押さえながら、ふらふらと地面に膝ひざをつく。後から降りてきた黒服二人も、どうやら同じような状態らしい。平然としているのは、運転していた張本人であるアリアだけだ。

「……皆みんな、車酔よいしやすいのだな。もっと三半規管を鍛きたえないとな」

　それだけでどうにかなるような運転ではなかったのだが、今の隆良には文句を言う気力さえ湧わかなかった。

「さて、それじゃ行こうか、下野根隆良くん……もう、隆良くんと呼ばせてもらっても構わないかな？　そろそろ赤の他人でもなくなっただろう」

「うっぷ……ふっ、好きにすればいいさ……うえっぷ」

　クールぶったスタイルだけは維い持じしようとする隆良だったが、いちいちえずいているものだからどうにも格好がつかない。

「よーし、それじゃ隆良くん、ついて来てくれ。ほらほら、早く」

「ふっ、慌てるんじゃ……うぉぇぇぇっぷ」

　アリアの後を追う隆良の足取りも、ふらふらと頼たよりなかった。




　目が眩くらむような白い部屋に案内された隆良が、アリアからカプセル薬を二つほど手て渡わたされ、クールぶった笑えみを浮かべてみせた。

「ふっ……酔い止めの薬かい？　お気き遣づかいどうも」

「いや、違ちがう。そのカプセルの中には『異能』の発現を手助けするための、集中力を高める薬が入っている」

「……ふ、ふっ、まあ、実際はそんなトコだろうと思ってたけどな」

　ふっ、という一言をどもったのは、隆良にとってもさすがに初の体験である。羞しゆう恥ち心しんを抑おさえきれず顔を赤くしている隆良に対し、それでもアリアは冷静だった。

「一度『異能』を発現してしまえば、薬に頼らずとも自由に『異能』を使いこなせるようになるはずだ。ああ、その薬も副作用の出にくい成分で作っているから、安心してくれ。漢方薬のようなモノさ」

「ふっ……そうかい。それじゃ、頂くとするぜ」

　アリアの説明を特に疑いもせず、隆良はカプセルを水と共に飲み下した。

「ふうっ……確かに、集中力が高まってきた気がするぜ」

「いや、いくら何でも、そんなに早く身体からだに浸しん透とうする訳ないだろう。気のせいだ」

「……気がするって言っただけだぜ……」

　恥はずかしさに再び俯うつむいた隆良を見て、アリアが軽く笑い声を上げた。

「ははっ、隆良くんは感受性が豊かなのかもしれないな」

　思い込みが激しいのを前向きに捉えられ、隆良が少し気を取り直す──と、その時。

「……さて、そろそろいいかな」

「え？」

　不意にアリアがそんなことを呟つぶやいたので、隆良が思わず慌ててしまう。

「えっ、ちょっ、早くね？　そんなに早く浸透する訳ないって、さっき……」

「まあ何だかんだ言って即そつ効こう性せいの薬だからな。効き始めるのも早いさ。どうだ？　いつもより感覚が研とぎ澄すまされている感じはしないか？」

「…………」

　そう言われて初めて、隆良は自身の内を駆かけ巡めぐる変化に気付いた。

「……ああ、いや、さっき集中力が高まってきた気がする、って言った時くらいから、本当は気付いてたんだけどな？」

「ふーん、隆良くんは薬の効きが早い体質なのかもな」

　皮肉でないとすれば、何とも前向きに捉えてくれる人である。そんなアリアに心の中で感謝しながら、隆良は続きを促うながした。

「それで、そろそろ始めるのかい？」

「ああ、そうだな。即効性の薬は、効果が切れるのもそれなりに早いからな」

　記録帳を開いたアリアが、ペンを持つ右手の指先でメガネを軽く持ち上げた。レンズの奥の碧へき眼がんが、青い炎ほのおのように揺ゆらめいている。

「さあ、隆良くん。キミの『異能』を私達に示してくれ。キミの直感に従って、出来ると思うやり方でやってみるといい」

　ついに、隆良の待ち望んだ瞬しゆん間かんがやって来た。

　思えばこの時を迎えるまで過ごしてきた日々は、隆良にとって辛つらい毎日だった。『異能』に目覚めないまま、普通の人間として一生を終えていくのではないかと、そう疑う自分自身を何度も振ふり払はらってきたのだ。

　そもそも『異能者』──今はストレンジャーと呼ばれる存在は、一いつ般ぱん的には好意的に受け入れられることは少ない。だからこそ、そんなモノに憧あこがれる隆良は、他者から白い目で見られたりもしてきたのだ。まあ、その特異な言動なども含ふくめて、色々な意味で。

　しかし今、隆良は現実にストレンジャーになろうとしている。川沿いの土手で一人、風を受け続けてきた日々は、無む駄だではなかったのだ──！

　こみ上げてくる物を抑えるように笑いながら、隆良が右手を前方にかざす。

「ふっ……見せてやるぜ、俺の『異能』をな！」

　かざした手の平に、高まった集中力の全すべてを注ぎ込む。その手の平に、身体中の全神経を経由し、今まで感じた事のないような熱が集まっているのが解わかった。

　本当に、何かが出てくる──『異能』が、発現する──！

　確信した隆良が、吼ほえるように叫さけんだ。

「風よ──吹ふき荒あれろッ！」

　ついに隆良の右手の平から、勢い良くそれが吹き出した──！

　──どぴゅっ──という、やや生理的な嫌けん悪お感かんを伴ともなう効果音と共に。

「……は？」

　吹き出したのは、風ではなかった。ゲル状の、やや白く濁にごった液体だった。

「えっ、ちょっ……何これ。アレ、エッ、ナニコレ？」

　予想とまるで違うモノが飛び出したことに、隆良がみっともなく慌あわてふためく。

　しかし記録をつけていたアリアは、これでもかというほど冷静だった。

「えーと……『風よ──吹き荒れろ！』という叫びと共に、ゲル状の白はく濁だくとした液体が噴ふき出しました、っと……」

「ちょっ、アリアさん、やめてくんね？　台詞とか記録に残さないでくんね？」

「ふーむ、しかしこの液体……言いたくはないが、なんかエグいな」

「あの、ペン先でそうやって汚きたなそうに突つつくのもやめてくれません？　傷つくんで」

「ところで隆良くん……風がどうのっていうのは、フェイント的な何かかな？」

「やめろっつってんだろぉぉぉ！　人の恥ち部ぶをそうやって冷静に追つい及きゆうしてくんのは！　俺が悪かったよ！　テンション上がり過ぎてたんだよォォォ！」

「なるほど、感情の昂たかぶりに身を任せた結果、ゲル状の白い液体が飛び出した、ということだな……よし、大事なデータだ。しっかりとメモしておこう」

「だからや～め～ろ～よぉ～！　わかったよ！　殺せよぉ！　それでアンタ満足するんだろ!?　そうやって俺を辱はずかしめて殺したいんだろぉがぁぁぁ！」

「まあまあ隆良くん。椅い子すにでも座って、少し落ち着くといいよ」

　羞しゆう恥ちの極きわみに達し激げき昂こうの治まらぬ隆良に対し、冷静なアリアが椅子に座るよう勧すすめる。

「はあ、はあ……ふぅ」

「よし、出すものも出して落ち着いたようだな。さて、と」

　一息ついた隆良に背を向けたアリアが、控ひかえていた黒服二名に指示を出す。

「誰だれか、この液体を採取して私の研究室に送っておいてくれ」

「えーっ……でもアリア室長、あんまコレ、触さわりたくないんですけど……」

「俺もッスよ……」

「おいおい、お前達、それなら私にやれというのか？　うら若き乙おと女めに対し、こんなモノを回収しろなんて……何事も経験なんて一言では済まされんぞ」

「それはそうですけど、どうやって回収すりゃいいんですか、コレ」

「そんなの、スポイトでも何でも使って、手には直接触ふれないようにだな……」

「やめろぉぉぉ！　そんな汚いモノを処理するみたいな扱あつかいはやめろぉぉぉ！　その何だか不思議な液体を出した張本人は傷ついてんだよ！　お前らの心無い言動を目まの当たりにして傷ついてんだよ！　少しは人の気持ちも考えろぉぉぉ！」

　一時は落ち着いていた隆良の気分も、こうして再びぶり返されたのであった。




　散々わめき散らして疲ひ弊へいしきった隆良が、椅子の背もたれ部分を抱だきしめるように座りながら、ぐったりとうな垂れていた。

「初めて『異能』を発動したから疲つかれているのだな。無理もない」

　どうも疲ひ労ろうの理由を履はき違えているアリアが、そのまま話を続ける。

「さっきの液体が何なのか、解かい析せきが終わるのにまだ時間が掛かかりそうだ。まあ、触れた物質を溶よう解かいさせるような危険なモノではなかったから、安心してくれ。というかそんな液体だったら、発射した時点でキミの手も無事では済まなかっただろうしな」

　アリアはそう言うが、隆良にしてみれば少しくらい危険なモノであるほうがよほど有あり難がたかった。何の異能性も無いのなら、そんな物はただのゲルだ。

「さて、隆良くん。疲れているところ悪いが、もう少し検査に付き合ってくれ」

「もういいッスわ……俺なんて所しよ詮せん、ただのゲル男ダンデイーですもん……何の役にも立たないヌメヌメしたゲル出すしか能のない男ですもん……」

「いや、それはまだ分からないぞ」

「へ？」

　アリアの意外な言葉に、隆良が勢い良く顔を上げた。

「隆良くんが先ほど発射したゲルは、一見すると確かに何の変へん哲てつも無いただのゲルだ。しかしその特性や応用力はいまだ未知数。もしかしたら秘められた性質もあるかもしれん。キミの能力はまだ、目覚めたばかりなのだからな」

「……おお……おお、おお！　アリアさん……おお！」

　アリアの前向きな意見を得て、隆良の瞳ひとみに希望の光が灯ともった。

「さて、キミの『異能』の特性を測るため、これから少し危険な実験に付き合って貰もらうことになる。まあ今後のためだと思って、気を引き締しめて臨のぞんでくれ」

「……危険な、実験？」

「ストレンジャー同士での、戦せん闘とう実験さ」

　──ストレンジャー同士での戦闘──

『異能』を振るう者同士での戦闘となれば、そこには多大な危険をも伴う。しかもつい先ほど『異能』に目覚めたばかりの人間なら、恐おそれを抱いだくのが当然だ。

　しかし、隆良は違った。だがそれは、勇ゆう敢かんであるという意味では決してない。

　隆良は少し──いや、かなりイタい子なのだ。戦闘に対する恐きよう怖ふより、非日常に身を置く高こう揚よう感かんの方が先走ってしまう。だからこそ、隆良は──

「ふっ……いいさ、乗りかかった船だ。最後まで付き合ってやるよ」

　今またこうして、何だか背中がむず痒がゆくなる感じに逆ぎやく戻もどりしてしまったのだ。




　正方形の広い部屋に通された隆良が、ぐるりと辺りを見回した。隆良の右手側に見えるマジックミラーの向こうで、恐らくアリアが待機しているのだろう。

　隆良が入ってきた正反対の方向に、金属質の扉とびらが見える。これから戦闘実験を行う相手というのは、その扉から姿を現すのだろう。

　待つこと数分、ついに向かい側の扉が開かれる。緊きん張ちようの走る中、その扉から姿を現したのは、恐らく隆良より年下と思われる年若い少女だった。

　頼たよりないほど肩かた幅はばが狭せまく、非常に凹おう凸とつの乏とぼしい小こ柄がらな体型のため、酷ひどく幼い印象を覚えてしまう。小学生と間ま違ちがえそうなほどだが、彼女が着ていたのは、少し前まで隆良の通っていた中学校の女子制服だった。つまり彼女は中学生で隆良の後こう輩はいにあたるという訳だ。

　それにしても不思議な少女である。長めの前まえ髪がみは薄うすく赤みを帯びて瑞みず々みずしい桃もも色いろに見えるし、その隙すき間まから覗のぞく大きな紅あかい瞳は上等なルビーのように光を反射して輝かがやいていた。

　そこだけを見れば美少女と呼んでも差し支えないのに、左目を含んだ顔の左半分を包帯が覆おおっている。怪け我がでもしているのだろうか。よくよく見れば、右手の先から肘ひじにかけても、同様に包帯が巻かれていた。

「……ふっ、失礼……お待たせしたかしら？」
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　不意に少女が隆良へと、やや小さめの声で語りかける。

「まずは自己紹しよう介かいから、よね。姓せいは焰ほむら熾おこし、名は夜よ侘わび。それが外界からアタシを呼こ称しようするために付けられた記号……。どうぞ、お見知りおきを」

「…………」

　包帯を巻いている右手を顔面に添そえ、指の隙間から右目だけを覗かせるという妙みようなポーズをとり、夜侘は独特な自己紹介を終えた。隆良はそんな彼女を見て、自分のことは棚たなに上げながらこう思った。

　変な女だな、コイツ──と。

　しかし同時に、彼女から自身と同じ臭においがするのも、隆良は明確に感じ取っていた。己おのれと同種の人間を目の前にし、隆良が取った行動は──

「ふっ……俺は下野根隆良。風……いや、生命を司つかさどりし大いなるアレ……水的なモノに導かれた、時代が生んだ世紀のストレンジャーさ……」

　彼女と、張り合うことであった。

　しかしそんな隆良は、口で語られる以上の明確な意思を、夜侘の視線から感じた。

　コイツ、変なヤツね──と。

「…………」

　互たがいに押おし黙だまってしまうと、室内に設置してあるスピーカーからアリアの声が響ひびいた。

『二人とも、自己紹介は終わったようだな。それじゃ、そろそろ戦闘実験を始めてもらおうか。互いに使用していいのは異能の力だけだぞ。肉にく弾だん戦は禁止だ。キミ達は素人しろうとなのだからな。あと、危険そうになったら止めるから』

　そこで言葉を区切ったアリアが、思い出したように一つ付け足す。

『あ、そうそう……二人とも、偶ぐう然ぜんにも今日、異能の力に目覚めた者同士だからな……ふふっ、なにか、運命めいた物を感じないか？』

「…………！」

　──運命──

　その言葉は非日常を彩いろどる、まさに最高のスパイスだった。

　巡めぐり会う運命、導かれる運命、戦う運命──ロマンティックな意味合いを抜ぬきにしたとしても、その一言で上じよう昇しようするテンションは計り知れない。

「ふっ……運命、か。それも悪くないな……」

　両手を腰こしに当てた隆良が呟つぶやくと、夜侘も呼応するように前髪をかき上げながら続いた。

「ふっ……導かれた、というワケね。それもまた、一興だよ」

「ああ……運命という荒あら波なみに流されてみるのも、な」

「では、始めましょ。運命により、燃え上がる──聖戦をっ……！」

「いざ、尋じん常じように──勝負！」

　互いに身構え、激戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされた──！

　──と、言いたいところだが。

「…………」

　向き合ったまま、二人は微び動どうだにしない。隆良にしてみれば、先ほど目覚めたばかりの能力で、なおかつ唐とう突とつに戦うことになってしまった現状だ。何をどうすればいいのか分からない。それはどうやら、夜侘も同じようだった。

「……ふっ、どうした、かかってこいよ？」

「ふっ、そっちこそ、どうぞ？」

「ふっ、レディーファーストってやつさ」

「ふっ、遠えん慮りよすることなんて、ないよ？」

　どうやらお互い、相手の出方を見て対応しようという方針らしい。全く進行しない戦いに痺しびれを切らせたのは、傍ぼう観かんしていたアリアだった。

『……ふっ、ふっ、言ってないで、早く戦ってくれないか？』

「…………」

　色々な意味で手痛い指し摘てきを受け、二人は顔を真っ赤にして俯うつむいた。

　しかしそんな見るに堪たえない均きん衡こうは、いとも容易たやすく崩くずれ去る。

「……っ、あ、アタシの能力はっ……！」

　真っ赤になった顔を勢い良く上げ、夜侘が何事か叫さけびだした。

「全すべてを焼き尽つくす、紅ぐ蓮れんの炎ほのお──アナタにアタシの炎が──止められるかしら!?」

「なっ、なにっ!?　炎……だと……」

　戦闘中に己の能力を明かすなど愚ぐの骨こつ頂ちよう──そう思われるかもしれないが……いや、それは概おおむね正しいが、それでも夜侘は己の能力を口頭で説明した。

　恐らく夜侘の内には、明確な動機など存在しないだろう。ただ、説明しないと何となく卑ひ怯きような気がする──その程度の動機だったはずだ。しかし似たような考えだった隆良にしてみれば、先手を取られたのに等しい。勢いづいた夜侘を、今の隆良に止める術すべは無い。

「見せてあげるっ、アタシの『異能』──『祝宴を彩る紅き焰キヤンドルフレイム』！」

　包帯の巻かれた右手を銃じゆうのように構えた夜侘の人差し指から、炎が吹ふき出す──！

　──ライター程度の、か弱く儚はかない炎が。

「……えっ、炎って、そんなもん？」

「そ、そんな訳、ないでしょっ……これからもっと、火力が上がるのっ……！」

「そ、そうだよな！　そんな程度のはずないもんな！」

「あ、当たり前、なんだからぁっ……！　むっ、むむむっ……」

　夜侘が思い切り力むと、確かに炎はその勢いを増した。

　……ライターから、チャッカマン程度には。

「むむむっ、ふうっ……んっ、くうっ……あっ、ふあっ」

　夜侘が気を抜いて目を閉じた瞬しゆん間かん、ぷすりという音を立て、炎が消える。

「はあ、はあ……ど、どう？　アタシの……『祝宴を彩る紅き焰』は」

「……まあ確かに『蝋燭程度の炎キヤンドルフレイム』って感じだったな」

「にゃっ……う、うるさいっ！　これでも、さっき初めて出した時よりは出力上がってるんだからっ……つ、強くなってるんだからっ！　って、あれ？　なんか、焦こげ臭くさい……」

　どこからともなく──いや、明らかに夜侘の右みぎ腕うでで起こっている異変。

　包帯に火が燃え移っていたことに二人が気付いたのは、ほぼ同時だった。

「え、あっ……えっ、熱っ、あっ、ほ、ほどけなっ……あっ、熱いぃ!?」

「一人で何やってんだぁぁぁ！　……はっ、そうだ」

　隆良が何か思いついたように、火の燃え移った包帯に右手の平を向ける。

「うおらっ、消えろっ！」

　噴ふん出しゆつしたゲルが、見事に夜侘の右手に命中し、燃え盛さかる包帯を鎮ちん火かした。

「……えっ、な、なに、これ……」

　呆ぼう然ぜんとする夜侘を差し置いて、室内にアリアの声が響いた。

『ふむ……燃え移った火に触ふれると熱いのか。じゃあ、身体からだから直接的に火が出ている訳ではないのかな。まあ、もし直じかに出ていたら、火を出した瞬間に火傷やけどするか』

　アリアの冷静な分ぶん析せきはさておき、隆良がしきり直そうと夜侘に向き合う。

「ふっ、ちょいと不本意な紹介になっちまったが、これが俺の『異能』さ。名前は、えーと、そうだな、あー……」

「……ふ、ふえっ」

「そうだ！　『荒あれ狂くるう波の』……ん？」

　言いかけた隆良が、夜侘の更さらなる異変にようやく気付いた。

「ひぐっ……うえーん、うえーん……なにこれ……なぁに、これぇ……」

「え、ちょ、おまっ、えっ、なっ、なんで泣いて……」

「き、きたなっ……うっ、きたないようぅぅ……ふえぇん」

「いやちょっと待てぇぇぇ！　汚きたなくない！　汚くなんてねーよ！　俺の『異能』がなんか変な感じになっちまうだろーが！　そういうこと言うのはやめろぉぉぉ！」

「ううっ……あ、そうだ」

　右手にかかった白いゲルを、夜侘が左手の指先から火を出して炙あぶり始める。

「うぅ……なかなか蒸発しない……」

「やめろぉぉぉ！　俺の分身……いや変な意味じゃなくて！　とにかく俺にとって待ちに待った『異能』の賜たま物ものにそんな扱あつかいするのはやめろぉぉぉ！　っていうかお前、左手からも火ぃ出せんのかよ！　その思わせぶりな包帯は何なんだ！」

「う、ふぇぇん……怖こわいよぅ……変態が怒ど鳴なってくるよう……」

「誰だれが変態だぁぁぁぁぁ！」

　しかもよく見ると、ほどけた包帯の下には別に何も無かった。火傷していなかったのを安心すべきか、なぜ何も無いのに包帯など巻いているのか言げん及きゆうすべきか、そんなどうでもいいことで迷っていた隆良が、あることに気付く。

「…………」

　隆良が何も無い所に左手の平を向け、ゲルを噴出しようと念じる。すると隆良の思おも惑わく通り、左手からもゲルが発射された。

　これで隆良は晴れて『全方位ゲル噴出男オールラウンドゲラー』と証明された訳だ。

「……あんまり、いや、全然嬉うれしくねぇ……」

「……あ、あの、ちょっといいですか？」

　がっくりと肩かたを落としていた隆良に、何やら一気に弱気になってしまった涙なみだ目めの夜侘が、おずおずと語りかける。

「あの……もう、これで終わりにしませんか……？　大体どんな能力か、お互い証明できたと思いますし……アタシ、早く手も洗いたいの……」

「だから汚くねーっつの！　……でもまぁ、そうだな。これ以上やるのも無意味か」

「で、ですよねっ？　じゃあ、もうこれで、終わりってことでっ……はあ、ホント疲つかれちゃったぁ～……早く手、洗わなきゃ」

　踵きびすを返した夜侘が、先ほど自分が出てきた扉とびらの方へと足を進める。

「…………」

　少しだけ夜侘の背中を見送った後、隆良も彼女に背を向けた──と、その瞬間。

「っく、かかったわねっ！　敵に背を向けるなんて、甘いのっ！　乙おと女めに対して、変なのぶっかけてくれた恨うらみぃ～っ！」

　隆良の無防備な背中に、テンションアゲアゲの夜侘の魔ま手しゆが勢い良く迫せまる。

　──が、更に次の瞬間。

「恨みぃ～……って、あっ……にゃんっ!?」

　何かで滑すべり、夜侘は盛せい大だいに尻しり餅もちをついた。

「うっ、う～っ……ひっ、やあん……何かお尻しりと背中、ぬめぬめって……」

「くっくっく……」

「……ひっ！」

　夜侘の下には、大量のゲルが水みず溜たまりのように敷しき詰つめられていた。それを出した張本人は、紛まぎれもなく隆良その人である。

　先ほど、自身の左手からもゲルが出るのを知って、隆良は一つの仮説を立てた。

　このゲルは、自分の身体ならどの部位からでも出せるのではないか──と。

　その仮説を立てた隆良は、夜侘が休戦を提案してきた辺りで、実際にどこからでもゲルを出せるのかどうか試ためしてみた。決して悟さとられぬよう、ズボンの下のふくらはぎから、まずは微び量りようのゲルを出すことに専心したのだ。

　そしてその仮説は、事実を伴ともない定説となった。心の中でほくそ笑んだ隆良は、夜侘が後ろを振ふり返った瞬間から、己の足元にゲルを発射し続けていたのだ。

　夜侘の提案した休戦の申し出がブラフなのも、隆良は見み抜ぬいていた。自身が背を向ければ夜侘は襲おそってくるだろうということも、その時は足元への注意力が薄うすれているであろうことも、全て計算通りだった。

「くっくっく……お前は俺の掌てのひらの上で踊おどっていたに過ぎねぇんだよぉ……」

「やっ……やだっ、来ないで、変態っ……いやぁっ！」

「ククッ……ヒャーッハッハァ！　これで、俺様の勝ちだぁ～～～ッ！」

　──ただ一つ、隆良にとって誤算があったとすれば──

「全身全ぜん霊れいを込こめて、テメーを更にゲルまみれに……って、おえあっ!?」

　一歩踏ふみ出した隆良が、自身の出したゲルで足を滑らせ、前のめりに転んだ。

「ずべあっ！　いっ、いつつ……」

　足からゲルを噴出し続けたのだから、隆良の足元がゲルで覆おおわれているのは当然だ。しかし勝利を目前にして曇くもっていた眼には、その当然は見えなかったらしい。

　そして、最大の被ひ害がい者しやは──

「いっ、いやっ！　変態、変態っ……！　ど、どこ触さわってるのっ……！」

「は？　……ああ、柔やわらか味みに欠けるから、触ってたのに気付かなかったっていうか」

「っ……さ、最低っ……！　体中べとべとだし、変態に触られるしっ……早く離はなれにゃさいよっ……！　変態っ！　痴ち漢かんっ！　ゲル妖よう怪かいっ！」

「誰がゲル妖怪だぁぁぁ！　つか、俺だって身動き取れね……おい、あんまジタバタすると、手が変なトコに……」

「ひ、ひにゃう!?　ど、どこに手、突つっ込んでっ……！　ばかっ！　えっちー！」

「おい、ちょっ、だから暴れんなって！　いてっ、痛いっつってんだろっ！　殴なぐるなっ、引っ搔かくなっ……げふっ、はっ、腹を蹴けるなーっ！」

　……最大の被害者は、誰なのか判わからなくなってきた。

『おーい、夜侘ちゃん。肉にく弾だん戦は禁止だぞー』

　観戦していたアリアだけは、のん気なモノである。




　夜侘の猛もう攻こうによって満まん身しん創そう痍いとなった隆良が、アリアの手当てを黙だまって受けていた。

「はい、これでおしまい、っと。隆良くん、今日はお疲れ様」

「……はぁ、どうも……」

「ん、どうかしたか？」

「いや……あの……」

　人差し指で頬ほおを搔きながら、隆良が明らかに精せい彩さいを欠いた笑みを浮うかべた。

「なんつーか……はは、俺の『異能』って、ちょっとその、変？　なトコあるかなーみたいな……あ、いや、別にそんなね？　普ふ通つうくらいっちゃ普通くらいかな、とも思ったり」

「ああ。まあ変っていうか、物もの凄すごく微び妙みような能力だな」

「…………」

　歯に衣きぬ着せぬ物言いに愕がく然ぜんとする隆良を差し置き、アリアはさらに続けた。

「まあ、微妙さ加減なら夜侘ちゃんも負けてなかったけどな。能力の危険性にそれほど差が無かったからこそ、互たがいに戦せん闘とう実験の相手になれた訳だし」

「は、はは……で、でもほら、秘められた性質みたいなのとか……俺の『異能』って、意外と応用が利きくと思うんスけど」

「ああ……さっきの戦闘実験で分かったのは、そうだな……思ったよりは大量に出せて、身体のどこからでも出せるということくらいだな」

「…………」

「あ、それと、よく滑る」

「あの、もういいッス」

「あと見た目がエグいから、女の子に対しては特に牽けん制せいとして使えそう……」

「もういい、つってんでしょおがぁ！　いいんだよもう！　よーく解わかったよ！　どうせ俺の能力なんて、相手の足滑らせるくらいしか取り柄えの無いチンケな能力ですよぉぉぉ！　しかも俺なんて自分で足滑らせてるような、ただの間ま抜ぬけなんスよぉぉぉ！」

「まあまあ、落ち着いて。はい、お茶」

「はあ、はあ……んぐっ、ごくっ」

　差し出されたお茶を飲み干してから、隆良は自分の喉のどが渇かわききっていたのに初めて気付いた。身体からだからゲルを発射した影えい響きようだろうか。

「……あの、アリアさん、もう一いつ杯ぱいもらってもいいッスか？」

「ああ、別に構わないが……そんなに喉が渇いてるのか？」

「はあ……多分、ゲル出したから……」

「……つまりキミのゲルは、少なくとも体内の水分を消費している、と？　ふーむ……」

　あご先に指を当てたアリアが何やら考え込むと、隆良が怪け訝げんな表情で首を捻ひねる。

「……アリアさん、なんスか？」

「いや、なんというか、なおさらエグいなぁ、と」

「言うなぁぁぁ！　それ以上、俺の『異能』を言葉で汚よごすなぁぁぁ！」

「ははは、スマンスマン。まあキミもゲルで身体がベトベトしてるだろうし、シャワーでも浴びてきたらどうだ。そこの扉を出て、すぐの所だよ」

「うう……ちくしょう、誤ご魔ま化かしやがって……」

　とはいえ確かに体中が気持ち悪いので、隆良はアリアの提案に素す直なおに従うのであった。




「チックショー……ゲルってなんだよ、ゲルってよぉ……」

　ぶつぶつと文句を垂れながら、隆良は更こう衣い室でゲル塗まみれの制服を脱ぬぎ捨てる。

「あーあ、帰ったらコレも洗せん濯たくしないとな……くそっ」

　苛いら立だち交じりに、隆良がシャワー室の扉を乱暴に開け放った──と同時に、

「にゃう？　……ふ、えっ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた全ぜん裸らの夜侘が、目を丸くして隆良を凝ぎよう視ししていた。

「……ん？　あれ、お前、さっきの……ああっ!?」

　隆良が無神経にも、夜侘の凹おう凸とつに乏とぼしい全身を上から下まで眺ながめ、更さらに言葉を続けた。

「おまっ、顔の包帯の下にも何も無いじゃねーか！　何のための包帯……」

「ほ、他ほかに言うことあるでしょっ……!?　このっ、変態覗のぞき魔ま無神経ゲル妖怪ーっ！」

「色々付け足し過ぎだろオイイィィ！　……っておばまぁぁぁ！」

　無防備な隆良の顔面に、夜侘の全力投球したプラスチック製の風ふ呂ろ桶おけが直ちよく撃げきした。




「いやースマンスマン。夜侘ちゃんがまだ入っていたとはな。やっぱり女の子はシャワーだけでも長いものだなぁ。あ、私が言うな、ってか。ははは」

　あまり悪びれていないアリアの謝罪を聞きながら、隆良はがくりと肩を落とし、本日で二度目となる手当てを受けていた。

「はい、終しゆう了りよう、っと。今度こそ本当に、お疲れ様だ」

「はぁ……あ、さっきのアイツは……」

「ああ、夜侘ちゃんなら、黒服に自宅まで送らせたよ。私からも、ちゃんと謝っておいたからな。それは安心してくれ。キミも後で送らせよう」

「はは、そッスか……はは、ははは」

「どうした、笑い声に元気が無いぞ？」

「いや、なんつーか俺……微妙だし、変態とか言われるし、実際ゲル妖怪だし……」

「ははっ、なんだ、そんなことを気にしているのか」

　アリアが軽く笑い飛ばしながら、隆良の肩かたに手を置いた。

「そう卑ひ屈くつになる必要も無いさ。確かにキミの『異能』は微妙だが、きっとこの先、何かの役に立つことが……あるような気がしないでもなくもない。だから大だい丈じよう夫ぶだ」

「いや、あるのか無いのか分かりにくいんだよ。つか、アンタの大丈夫って言葉も、何か微妙に信用できなくなってきてんだよ。何なのその前向きさ加減」

「はっはっは。そう褒ほめるなよ、隆良くん」

「いやだから、褒めてねーんだっつの」

　隆良の主張は軽く水に流し、アリアが話題を切り替かえる。

「そうそう、キミの『異能』のランクが決まったぞ。とりあえずの、だがな」

「……『異能』の、ランク？」

「ああ、有能性と汎はん用よう性の高さ、強制力の高さや危険性などを考こう慮りよして、それぞれのストレンジャーが持つ『異能』はランクで格付けされるのだ。最高がＡランクで……隆良くんの『異能』は、Ｅランクだ」

「……ちなみに、最低のランクは？」

「まあ、Ｅランクだな」

「やっぱりかチクショォォォ！　そんなこったろうと思ったよ！　この流れで高ランクになんてなるわけねーもんな！　分かってたよぉ！」

「そうそう、夜侘ちゃんもＥランクだぞ。お揃そろいだな」

「嬉うれしくねーんだよ、そんなお揃い！　あああチクショォォォ！」

　どんどん、と床ゆかを叩たたく隆良に、空気を読まないアリアが一枚の紙を差し出した。

「あとこれ、私がさっき記録したレポートのコピーな。参考までに一枚あげよう」

「…………」

　無言でレポートを受け取った隆良が、その内容に目を通す。

　──見た目、白はく濁だくとしていて粘ねん着ちやく質しつ。相当エグい。触ふれるのが躊躇ためらわれる。

　──えげつないくらい量が出る。よく滑る。どうやら水分を消費するらしい。

　──風よ吹ふき荒あれろ、と言っていたが、風は吹き荒れなかった。ゲルが噴ふき出した。

「……あの、アリアさん、過去に戻もどる『異能』の使い手とかって、いないんスかね？」

「ん？　いや……ちょっと聞いたことがないが、どうしてだ？」

「いや、ちょっと前まで調子こいてた自分をぶん殴ってやりたいと思ったもんで」

「ははは、面おも白しろい冗じよう談だんだな」

　アリアはそう言って笑うが、隆良は割と本気だった。

「まあ今日のところは、家に帰ってゆっくり休むと良い。次に用事がある時は、またこちらから出向くからな。ふふっ、再会を楽しみにしているよ」

「ははは……そッスか、それじゃ、どうも……」

「ああ、またな。しっかり休むのだぞ」

　大きく手を振ふってくるアリアに、隆良は返事する気力さえ無かった。




　黒服の運転する車の後部座席で、隆良は俯うつむきがちに座っていた。組織に連れてこられた時のアリアの運転と比べれば、乗り心ごこ地ちはずっと良い。それなのに隆良の気分は、アリアの運転を体験した時よりもずっと沈しずんでいた。

「…………」

　アリアから受け取った記録のコピーを、隆良は何度も見返していた。そうする度たびに、ある一つの記録が嫌いやでも目に留まってしまう。

　──風よ、吹き荒れろ──

「……どぅおあぁぁぁ！　誰だれかいっそ……いっそ一思いに俺を殺してくれぇぇぇ！」

　羞しゆう恥ちに身み悶もだえる隆良の叫さけびは、誰に届くこともなかった。

　……ちなみに運転していた黒服は、何も聞かなかったことにしたようだ。








　02　ややこしい外国語のルビ振っとけばカッコ良くなるとか思ってんじゃねーぞ







　隆たか良らが思っていた以上に、周囲の変化は劇的だった。

『異能』が発現した翌日、登校した隆良は、まず職員室へと呼び出された。用件は当然、ストレンジャーとなったこれからの身の振り方に関してだ。

　まず、校内では出来るだけ『異能』は使わないこと。絶対に、と言われなかった理由は二つ。ストレンジャーによっては『異能』というのは不安定で、本人にも制せい御ぎよしきれないケースがあるためらしい。そしてもう一つは、ストレンジャーに対する……いわばご機き嫌げん取りのようなモノだろうと、隆良は鮮せん明めいに実感していた。学生のストレンジャーが暴れて校舎が半はん壊かいしてしまったという学校も、世の中にはいくつかあるのだ。

　そしてどこから漏もれたのか、隆良がストレンジャーだという事実も、いつの間にか生徒間に広まっていた。隆良は元々、その変わった性格や言動のせいで周囲から浮ういてしまうことが多かったが、これによって更に敬遠されてしまう。

　隆良にしてみれば、それ自体は別に構わなかった。ストレンジャーとなって一人孤こ高こうを保つ──実際にストレンジャーとなる前は、そんな妄もう想そうに耽ふけることもしょっちゅうだったし、これで名実共に堂々とそのシチュエーションに浸ひたれるという訳だ。

　ただ一つ、とある大きな誤算さえ無かったら、という話だが。

「孤高のゲル使いって何だよ……俄が然ぜんカッコ悪いんだよ、チクショオ……」

　朝のホームルームが始まる直前、孤立している隆良が頭を抱かかえていた。

　隆良の『異能』の詳しよう細さいなどは、まだ誰にも知られていないだろう。アリア達以外には誰にも見せていないし、ストレンジャーの持つ『異能』の情報は基本的に門外不出とされているからだ。本人が『異能』を見せ付けようとしない限り、他者に露ろ見けんすることはない。

　隆良も本当は、自身に『異能』が発現したら、それとなく誰かに見せ付けて優ゆう越えつ感かんに浸ろうと計画していた。だがその計画も今では真逆となり、どうにか己おのれの『異能』を人に悟さとられないように、という方向へシフトチェンジしている。

　とはいえ、せっかくストレンジャーとなったのだから格好つけたいというのも事実で。

「せめて、せめて通り名みたいなのだけでもイイ感じに……ブツブツ」

「ヤダ……下しも野の根ねくん、何か一人でブツブツ言ってる……」

「前から変なトコあったし、しかも今じゃストレンジャーだもんね……ヒソヒソ」

　独り言ごちる隆良の姿は明らかに不ふ審しんで、更に孤立を深めていくのであった。

「やー、遅おそくなりました。ごめんね、私の可愛かわいい生徒達～。ほら、さっさと席に着くー」

　普ふ段だんのホームルーム開始時刻より相当遅おくれて、担任の女教師が教室に入ってくる。教師にしては学生のように若々しく、挙動もどことなく取っ付きやすそうだ。

「先生、遅ち刻こくじゃないッスかー。寝ね坊ぼうでもしたんスかぁ？」

「こら、静かにっ。そんなハズ無いでしょ？　うふふ、それなりの事情があったのよ」

　少女ぶってウインクした女教師が、そのまま教室内の全員にはしゃいだ声を上げた。

「実は本日付けで、このクラスに転校生がやってくることになりましたっ。イエーイ！」

「…………」

　シン、と静まり返る教室内。それもそのはずだ。入学式からほとんど間もないこの時期に転校生がやってくるなど、考えるまでもなく異常だと判わかる。

「……先生、それマジっすかー？」

　男子生徒が軽口を叩いたのを皮切りに、次々と別の生徒からも疑問の声が湧わきだす。

「この時期に転校生って、変だよね？　別のガッコで入学してすぐ転校、ってこと？」

「なんか怖こわいよねー……問題児とか？」

「その子、女の子ッスかー？　可愛い？」

「……っせぇんだよ、コラァ！」

　喧けん騒そうが強まりだした瞬しゆん間かん、豹ひよう変へんした女教師が教きよう壇だんを思い切り叩きながら叫んだ。静まり返る教室内に、ドスの利きいた声が響ひびく。

「こっちだって、急な転校手続きとか押し付けられて大変だったんだからよぉ……少しは空気読めっつーんだよ、ガキ共がっ……」

「……す、すいません、切きれ安やす先生……」

「……なーんちゃってっ。本気にしたかな？　うふふ、冗談ですよー。でも皆みんな、騒さわいだりしちゃダメですよ？　あと名字じゃなく気軽に、理り香かちゃん先生、って呼んでねっ」

　お茶目な冗談を装よそおって再びウインクするが、誰だれ一人ひとりとして反応できなかった。そんな生徒達に向けて、ドスの利いた声が再度響く。

「笑え。そして呼べ」

「……はは、はははっ！　り、理香ちゃん先生ってば、冗談キッツイなーっ！」

「ははっ、あははっ、あははははっ！」

「よし、黙だまれ」

「…………」

　統率の取れた軍隊のように、笑い声がピタリと止まる。指揮官……もとい教師である理香だけは満足そうで、いつものように朗ほがらかな表情へと戻っていた。

「そうそう、それでいいのっ。もう皆も高校生なんだから、これくらい言われないで出来るようにならなきゃダメよー？　うーん、そうね……下野根くんを見習いなさい」

「えっ……いや、下野根は……」

「うーん、ブツブツ……『最高神の粘着液ゲル・オブ・オーデイン』……ダメだ、意味わかんね」

「そうね、彼は見習わなくてもいい。こればかりは理香ちゃん先生が悪かったわ」

　素す直なおに謝罪した理香が、すぐに気を取り直して話を元に戻す。

「さあ、それじゃ待ちに待った転校生の紹しよう介かいよっ。はい皆、拍はく手しゆでお出で迎むかえ～」

　恐おそらく待ちに待っていたのは、外で待機しているはずの転校生だろうが、生徒達は何も言げん及きゆうできず素直に拍手し始めた。

「……失礼します」

　扉とびらを開いて教室に入ってきたのは、女子生徒だった。教室内の生徒達が彼女を目視した途と端たん、雨のように降り注いでいた拍手が順々に止まりだす。

　お伽とぎの国からお姫ひめ様でもやって来たのかと、誰もが思った。煌きらめく満月のような輝かがやきを放つ長い金きん髪ぱつは、毛先が少しだけはねているが、傷いたんでいるようにはまるで見えない。上質なシルクの生き地じを思い起こさせる滑なめらかな肌はだは、それこそ透すき通るほどに真っ白だ。

　少し不思議なのは、まだ暖かい春の季節だというのに、両手には肘ひじまで覆おおう黒の長手て袋ぶくろを身につけ、細長い足には膝ひざ上うえにまで達する黒のニーソックスを履はいていたことくらいである。しかしそれは、彼女の輝きを遮さえぎる物ではなく、むしろ上品な印象を強めていた。
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　一見すれば危あやういほど繊せん細さいに見える彼女だが、切れ長の目め尻じりと、その中心にある黒真しん珠じゆを思わせるような輝く瞳ひとみから、芯しんの強さが滲にじみ出ているようだった。

「……雷らい轟ごうと申します。まず初めに、皆みなさんに断っておきますが」

　唐とう突とつに自己紹介を始めた彼女に、静まり返っていた教室が騒そう然ぜんとしだす。そんな中で隆良だけは、相変わらず自分の世界に入り浸びたっていた。

「ん～……『追跡する粘着質ゲル・ザ・チエイサー』……いや、ダメだ。なんかもう、ただのストーカーみたいになってるじゃねーか……って、ん？　アイツ、どっかで……」

　そこで隆良は、ようやく教壇の横に立っていた彼女の存在に気が付いた。その既き視し感かんがどこから来るのか思い出そうとしていた時、彼女の凜りんとした声が教室内に響く。

「私はストレンジャーです。ですので、私には決して関かかわらないでください。話しかけないでください。近寄らないでください。怪け我がをさせても、補ほ償しようしかねるので」

　辛しん辣らつとも取れる拒きよ絶ぜつの言葉に、教室が再び耳に痛いくらいの静せい寂じやくに包まれる。

　しかし静寂も束つかの間、隆良は彼女の言動から、過去の記き憶おくを呼び起こされていた。

「あぁーっ！　てめっ、電動ミカンじゃねーかっ！　何でこんなとこにっ！」

　隆良に思い切り人差し指で差され、彼女はあからさまにしかめっ面つらを作ってみせる。

「五年くらい前に転校して、どっか別の街に行ったんじゃなかったのかよ！　なに今さら戻もどってきてんだよ、出戻りかっ！」

「…………」

「なんとか言えっつーんだよ、この電動ミカン！」

「…………」

「オイコラ！　無視しないでください！　俺結構、打たれ弱いんで！」

「…………」

「下野根、うるせぇぞ」

「はいっ、スンマセン理香ちゃん先生ッ！　……ん？」

　理香に凄すごまれて素直に頭を下げた隆良が、そのまま怪け訝げんな表情を浮かべる。しかし理香はすぐさま朗らかな雰ふん囲い気きを立て直した。

「それじゃ、転校初日から問題児丸出しの雷轟さんは、下野根くんの隣となりの席にでも座ってもらおうかしらっ。どうも古い知り合いみたいだしねー」

「ちょっ……イヤっすよ、理香ちゃん先生！　何でこんな人間スタンガンと……」

「ピーチク喚わめいてんじゃねえよチェリーがよぉ……！」

「イエッサー！　理香ちゃん先生のお気に召めすままッ！　……おや？」

「はーい、それじゃ雷轟さん、下野根くんの隣の席に行ってね～」

「……ふう」

　小さくため息を吐ついてから、電動ミカンだの人間スタンガンだのと呼ばれた少女が、隆良の方へと歩きだす。

「はあ～あ……なんでまたこんな、電動ミカンなんかと……」

　無表情の彼女が、悪態をつく隆良とすれ違ちがった瞬間──

「昼休み、旧校舎側の空き教室まで来なさい」

「……は？」

「…………」

　それ以上は何も言わず、席について頬ほお杖づえを突つき、彼女は黙り込んでしまう。

「……なんなんだよ。あー、チクショー」

　止まらないのは、ぶつぶつと続けられる隆良のひとり言だけだった。




　隆良が電動ミカンこと雷轟魅神みかんと初めて出会ったのは、七年前──小学生の時分である。隆良はその頃ころから既すでに『異能』に憧あこがれる若じやつ干かんイタい子で、対する魅神はその頃から既に『異能』に目覚めているストレンジャーだった。

　隆良が知る限り、魅神の『異能』は指先を電気に変える能力だったはずだ。世間一いつ般ぱんからは敬遠されがちな『異能者』だからか、魅神はクラスで孤立していた。彼女自身も誰だれかに近寄ろうとはせず、休み時間だろうと放課後だろうと、決まって一人ぼっちだった。

　だがしかし、とあるイタい子だけはそんな魅神を、ストレンジャーだからといって孤こ高こうを保って格好つけているいけ好かないヤツだ、と勝手に決め付けた。

「電動ミカンが格好つけてんじゃねーよ！　ぎゃははは！」

「う、うるさいっ！　電動ミカンとか言うなっ！」

「あばばばばばば！」

　来る日も、来る日も──

「おい、人間スタンガン！　あんま調子に乗ってんじゃねーぞ！」

「だ、誰が人間スタンガンよ！　この無神経っ！」

「あばばばばばば！」

　そのイタい子は、魅神にちょっかいを出し続けた。

「あ、雷轟だ」

「いちいちうるさいのよ、バカ隆良っ！」

「いや名前呼んだだけじゃばばばばばば！」

　普ふ通つうならそれだけやれば誰もが魅神を敬遠するのに、そのイタい子だけは、二年間も変わらず彼女に絡からみ続けた。そのイタい子は──下野根隆良は当時を振ふり返り、こう語る。

「いやね、ホント酷ひどいヤツですよ、雷轟魅神ってヤツは。少～しちょっかい出したらすぐ電でん撃げき。ちょっぴりイヤなコトがあったらすぐ電撃。右見て、左見て、手を挙げたら、ハイ電撃。もうホント、ストレンジャーの風上にも置けませんよね。ところであの、さっきからイタい子イタい子って連呼すんの、やめてもらえません？」

　それはさて置き、二人が十歳を迎むかえた頃、別れは突とつ然ぜんやって来た。

　政府のストレンジャー対策課が、魅神の『異能』が暴走するのを恐れて、彼女を半強制的にストレンジャー専門の教育施し設せつへと転入させる決定を下したのだ。

　半強制的に、とはいえ、魅神自身は反対などしなかったという。ただ別れ際ぎわ、隆良は魅神とこの様な会話を交かわした。

「……バカ隆良、私がいなくなったら、アンタさぞかし寂さびしくなるんでしょーね……」

「…………」

　そんなことを言いながら俯うつむく魅神に、隆良は真まっ直すぐな言葉をぶつけた。

「いや、それはねーよ。むしろお前から解放されて、せーせーするっつーの」

「……ッ！　たっ、隆良のっ……隆良のバカーッ！」

「最後の最後まであばばばばばば！」

「ひ、ひっく……バカ……隆良の、ばかぁ……」

　黒い光こう沢たくを放つ車に泣きながら乗り込んでいく魅神に向けて、電撃をお見み舞まいされたばかりの隆良が、続けてこう言い放った。

「ッ！　調子に乗ってんじゃねーぞ、この電動ミカン！　俺だってなぁ……俺だって！　将来、ストレンジャーになるんだよ！　お前のしょぼい電撃なんか目じゃないくらい……すんげー『異能』を、身につけるんだからよぉぉぉ！」

「……は、はぁ？　何言ってんのよ……」

「テメーだけが特別だと思ってんじゃねーぞっ！　俺だってお前、選ばれしアレなんだからな、絶対！　おいコラ、聞いてんのか、おーい！　雷轟ーっ！」

「ば、バッカじゃないの!?　アンタみたいなのが『異能』に目覚める訳ないでしょ！」

「目覚めるっつってんだろが、ムキーッ！　その内、風とか操あやつってやんよぉぉぉ！」

　根こん拠きよの欠片かけらも無い、そんな無む恥ちな言い分を受けて──しかし魅神は、即そく座ざに否定するでもなく、むしろ何かを求めるように、隆良を見つめた。

「……そ、それなら、アンタがもし、もしも本当にストレンジャーになったらっ……」

　何か言いかけた魅神が、不意に口をつぐむ。続きを待つのが億おつ劫くうになったように、隆良がその先を強引に促うながした。

「んだよ、さっさと言えよ、電動ミカン」

「……っ、少しは待ちなさいよ、バカ隆良っ！　だから、アンタがもしもストレンジャーになったら、その時は勝負してやるって言いたかったのよっ！」

「はあ？　お前こそ、なに言ってんだよ。人のこと言えねー……」

「う、うるさいわねっ！　アンタなんかより私の方がずっと優ゆう秀しゆうだってこと、証明してやるって言ってんのっ！」

「……はあぁぁぁ!?　なめんなよっ！　俺の方が絶対スゲェ能力に目覚めるわっ！」

「ふんっ、口先だけなら何とでも言えるわよ。本当にそうなら……さ、さっさとストレンジャーにでもなって、私に追いついてみなさいよっ！」

「言われなくてもなるっつの！　覚えとけよ、電動ミカン！　俺がストレンジャーになったら、真っ先にテメーを負かしてやんよっ！」

「……か、返り討うちにしてやるわよっ！　だから、だから……せ、せいぜい早く『異能』に目覚めることねっ、ふんだっ！」

　結局、最後まで二人は言い争い、そして──別れたのだった。




「ったく、何でアイツの言いなりにならなきゃいけねーんだよ」

　そうは言いながらも呼び出しに応じる隆良は、意外と律りち儀ぎな性格なのかもしれない。

「しっかしあの電動ミカン、何の用があって……」

　呼び出しに指定された空き教室の前まで来て、隆良の脳のう裏りに嫌いやな想像が浮うかんだ。

　もしや魅神は、過去の約束を果たすため、自分を決けつ闘とうに呼び出したのではないか──と。

　過去に魅神から喰くらった電撃を思い出し、隆良が少しだけ身み震ぶるいする。しかしすぐに思い直し、それを武む者しや震ぶるいとして切り捨てた。

　昔ならともかく、今は隆良もストレンジャーなのだ。土俵は同じ、恐おそれることなど何もない。しかも魅神の『異能』は、指先を電気に変える程度。

「……勝てるっ！」

　自身もゲルを出す程度の『異能』だというのは差し置き、隆良はほくそ笑んだ。勝利の確信を胸に秘め、空き教室の扉とびらを思い切り開く。

「おらぁーっ！　来てやったぞ、電動ミカンーっ！」

「…………」

「くっくっく……お待たせしちまったかな？」

　背中を向けて直立していた魅神は、隆良の声にまるで反応を示さなかった。

「おい、人を呼び出しといて何だその態度は！　この世紀のストレンジャー隆良様を相手に、失礼極きわまりないと思わんかね、んんーっ!?」

「……相変わらずね、バカ隆良」

　ようやく振り返った魅神は、完全にと言っていいほどの無表情だった。澄すましていると言っても過言ではないその佇たたずまいに、隆良の心が激しく憤いきどおる。

「おいおい、なに落ち着いてんだよ……チクショウこの、何かそういう『私、クールですから』みたいな感じ出してんじゃねーよ……格好つけてんじゃねーよぉぉぉ！」

「やっぱり相変わらずね。何言ってるのか、全然わかんないわ」

「だからそういう感じだよ！　髪かみも染めに染めやがって！　昔も茶ちや髪ぱつにしてた癖くせによぉ！　そんなに目立ちてーのか！　周りと差をつけてーのかぁぁぁ！」

「……昔だって染めてたわけじゃないし、今だってそうよ。私が『異能』に目覚めてから少しずつ色素が薄うすくなっていっただけで」

「ハイ来た。来ましたねコレ。能力に目覚めてから肉体に変化がってね。何かね、そういう感じがカッケェーみたいに思ってんでしょうね。ホント、やるせないよね」

「……どうでもいいわ、もう。さっさと本題に入りましょうか」

　唐とう突とつに切り出した魅神に対し、隆良が慌あわてて身構える。しかし魅神は特に襲おそい掛かかるわけでもなく、ため息を吐いてから言葉を続けた。

「Ｅランクストレンジャー、下野根隆良。アナタは今日より、学校では私の監かん視し下に入ってもらいます。アナタに拒きよ否ひ権はありません」

「……はい？」

「また、アナタが問題行動を起こした場合、私の判断によってはアナタを拘こう束そくした後、政府監視下のストレンジャー収容所に入って頂くことになります」

「んなっ！　テメーに何の権利があってそんな……」

「私の権限は政府によって公認されたものです。他ほかに質問は？」

「ぐっ……」

　言葉に詰つまった隆良が、魅神と睨にらみ合っていると──

「たのもぉーっ！　くふふっ、あなた達が新入りのストレンジャーね？」

　威い勢せいの良い声と共に女子生徒が一人、更さらにその後ろから男子生徒が二人、順番に教室へと入ってきた。

「くふっ、あたしはこの学校を取り仕切る、Ｃランクストレンジャーの久く遠どう郁ふみ、二年生よ！　後ろの二人はストレンジャーではないけど、あたしの従順な下げ僕ぼく。くふふっ……あなた達も、あたしの下につくことを特別に許してあげるわっ！」

　小さな背せ丈たけで臆おく面めんもなく述べる郁。隆良はそんな彼女を横目で見ながら、そういえばこの学校には他にも数名くらいストレンジャーがいるって聞いたなぁ、と思い出していた。

　しかし今の隆良は、それどころではない。

「テメー電動ミカン、監視がつくにしたって、何でお前なんだよ！」

「私だって、好きでやってるワケじゃないわ。上からの命令で仕方なく、よ」

「ほほー……上からの命令で、ねぇ。ふーん、へー……何その組織に携たずさわってる感。あまつさえ『私、仕事できますから』みたいな感じ！　電動ミカンの癖によぉ！」

「……いい加減、立場を弁わきまえなさいよ。電動ミカンとか呼ぶのも、もうやめて」

「おいテメェら二人っ！　郁ちゃんを無視してんじゃねーよ！」

　郁の後ろに控ひかえていた二人の内、背の高い男子生徒が無理やり話に割り込もうとした。

　が、しかし──

「立場を弁えろ、だ？　へっ、そっちこそでけー口叩たたいてんじゃねーぞ。あの頃ころの俺とは違ちがうんだよ。今の俺は……ストレンジャーなんだからな！」

「だからどうしたって言うの？　立場も実力も、私の方がずっと上よ」

「ちょっとアンタ達っ……いい加減にしなさいよ！」

　郁が言い争う二人を指差し、無理やり話に割り込もうとする。

　が、もちろん──

「ああん？　けっ、何が上だっての。なんだったら、今すぐ試ためしてみるか？　五年前にした勝負の約束……今ここで果たしてやんぞ？」

「……勝負の約束、ねぇ……」

「……く、くふふっ……いいわ、そんなにあたしを馬ば鹿かにしたいんなら、好きにすればいいじゃない。あたしを無視したこと、すぐに後こう悔かいさせてやるんだからっ……！」

　ツインテールにしている髪を怒いかりに揺ゆらしながら、郁が隆良達の方へと歩きだした。

　そんな郁を、控えていた気弱そうな男子生徒が遠えん慮りよがちに引き止める。

「ふ、郁ちゃん……なんか忙いそがしそうだし、また今度にしようよ……」

「アンタは黙だまってなさいっ！」

　郁と男子生徒がそんなやり取りをしている中、魅神が右手に着けていた長手て袋ぶくろを無言で外しながら、隆良に向けて言い放つ。

「そんな約束、覚えてないわ」

「あぁ!?　テメーが言い出したんだろが！」

「勝負なんて、無意味だもの。やる前から結果は見えてるし」

「……けっ、そんなこと言って、ホントは怖こわくなったんだろ？　そりゃそうだろうなぁ。お前の能力なんて、指先を電気に変える程度の微び妙みよう～な能力だもんなぁ」

「……はぁ」

　ため息を吐ついてから、魅神が長手袋を外した右みぎ腕うでを振り上げる。

　──と、ほぼ同時に、郁が二人に襲い掛かった。

「喰らいなさい──『秩序を守護する乙女ロウ・ガーデイアン』の『異能』を！」

「──はあっ！」

　魅神が右腕を振ふり下ろしたのと同時に、バチッ、という短い炸さく裂れつ音おんと、目を開けていられないような眩まばゆい閃せん光こうが室内を包み込んだ。

「おぉんっ!?　なっ、なんだぁ……!?」

　少し間を置いてから隆良が目を開くと、哀あわれにも黒コゲとなった机が真っ先に映る。その傍かたわらには魅神が直立しており、右手の指先から肘ひじの辺りまでが電気と化していた。

　バチバチと放電するかのように暴れていた電気がゆっくりと収束していき、やがて手の形を作っていく。魅神の白絹のような右腕は、何事も無かったように元に戻もどっていた。

「まっ、まさかっ、アンタ、いえ、アナタはっ……」

　黒コゲとなった机の横で腰こしを抜ぬかしていた郁が、恐きよう怖ふに震ふるえながら後ずさる。

「え、Ａランクの『雷らい神じん』!?　何で、こんなトコに……」

　その時、魅神が初めて郁の方へと視線を向けた。

「──ひっ!?」

　勢い良く立ち上がった郁が、取り巻きの二人の下もとへと素す早ばやく駆かけ寄る。

「く、くふふっ……きょ、今日のところは勘かん弁べんしてあげるわ。つ、次に会ったら……」

「会ったら？」

「……ご、ご、ごめんなさぁ～～～いっ！　ふみぃ～ん！」

　泣きながら教室から出て行った郁を、取り巻きの二人が慌てて追う。

「ま、待ってよ、郁ちゃん……あの、失礼します！　ごめんなさい～！」

「郁ちゃーん！　チクショーテメェら！　郁ちゃん泣かせやがって！　覚えてろぉ！」

「…………」

　怯おびえて逃にげていく彼らの背中を、魅神はなぜか少しだけ悲しそうな目で見送っていた。しかしすぐにその色は消え、厳しい視線を隆良に向けてくる。

「ストレンジャー対策課研究室所属、特別行使権所有Ａランクストレンジャー雷轟魅神。不本意だけど、周りからは『雷神』なんて呼ばれているわ」

「……ピッ」

　黒コゲの机から目を離はなさず黙りこんでいた隆良が、わなわなと震える口を開いた。

「ピカ○ュウの電気ショックがギガデインにクラスチェンジしとるぅぅぅ！　進化しましたおめでとうってレベルじゃねぇ！　ゲームが違うぞコレェェェ！」

「……何を言ってるの？　アンタ、人の話聞いてる？　ねえ、ちょっと」

「テメ、ふざけんなぁぁぁ！　なんだコレ、反則じゃねーか！　こんなん喰らったら一発で昇しよう天てんじゃ！　お陀だ仏ぶつじゃぁぁぁ！」

「……ふん、これで理解できたでしょ？　私とアンタじゃ、レベルが違いすぎるってこと」

「ぐむっ……」

　何も言い返せない隆良を見て、魅神が無表情のまま顔を背そむけた。

「だから、勝負の約束も無しにしてあげるって言ってるの。所しよ詮せんゲルを出す程度しか能の無いＥランクじゃ、私に勝てるはずなんてないんだから」

「だから勝負はテメーが言い出したんだろが！　しかも、何で俺の能力知ってんだよ！」

「……ストレンジャー対策課研究室所属、って言ったでしょ？　それくらい、嫌でも耳に入ってくるのよ。それにターゲットの能力くらい把は握あくしておくのは、当たり前じゃない」

「ターゲットとか言うな！　黒コゲにされる自分を想像してゾッとするわ！」

　憤ふん慨がいする隆良の顔を見ようともせず、魅神はそっぽを向いて教室を出ようとする。

「とにかくこれから先、その下品で微妙な『異能』を使うのは控えることね。問題でも起こそうものなら、私がすぐに処理してやるんだから」

「下品とか言うなマジで！　俺だって変に意識しないよう努力してんだぞ！」

「知らないわよ。ふん、せいぜい私の言うことを聞いて、大人しくしてなさい」

「ちょっ、おい……ちょっ、待てよっ、ちょっ！」

　呼び止める隆良には最も早はや反応すら見せず、魅神はそのまま立ち去ってしまった。

「……くそっ、チクショウ……！」

　隆良が床ゆかに膝ひざをつき、悔くやしそうにコンクリートへと拳こぶしを叩きつける。その悔しさの原因は、天と地ほどの圧あつ倒とう的てきな実力差を見せ付けられたから……ではなかった。

「ふざけんなよ『雷神』って……お前、漢字二文字ってそれ……意味の分からん英語と日本語とか組み合わせて必死に名前考えてた俺が、アホみてーじゃねーかぁぁぁ！」

　実際にアホであると思ったとしても、決して本人に言ってはいけないのだ。




　昼休みを終えた隆良は教室に戻ろうとせず、授業をサボって病院まで足を運んでいた。

　病院に赴おもむいた理由は、酷ひどく短たん絡らく的である。身体からだからゲルが出る能力が納なつ得とくできず、どうにかして取り払はらって貰もらおうという考えだ。しかもつい先刻、魅神の電でん撃げきとの差を思い知らされたばかりなものだから、感情ばかりが先走っている。

　そんな隆良だから、ちょっとした騒そう動どうを起こしてしまうのも当然な訳で。

「だから、身体からゲルが出るって言ってんでしょお!?　わっかんねーかなぁ！」

「いえ、ですから……それは生理現象と言いまして……」

「だからそういうんじゃねーんだって！」

　イマイチ要領を得ない受付の看護師に対し、隆良の苛いら立だちが悶もん々もんと募つのる。

「だからさぁ……なんつーかこう、白くてネバネバした液が出ちゃうんだって！　そりゃもうドバドバ大量に！　それを出なくなるようにして欲しいわけ！」

「で、出なくなるまで搾しぼり取れって……せ、セクハラですよ!?　あなたね、もう高校生なんでしょ!?　そういうことを言うのが犯罪って、充じゆう分ぶんに分かる歳としでしょ！」

「誰だれも搾り取れとか言ってねぇだろがぁぁぁ！　いい加減にしろよホント！　何だったら今すぐこの場で出してやろうか!?」

「ちょっ……イヤァァァ！　誰か警察呼んでっ！　変質者よーっ！」

「誰が変質者だぁぁぁ！　大体警察なんて呼んでどうすんだ！　アンタ、特とく殊しゆな能力に目覚めた主人公が変態容疑で警察に捕つかまるとか、聞いたことあんのかぁぁぁ！」




「うっ、うっ……違うんスよ、お巡まわりさん……本当に俺、身体からゲルが出て……」

「うんうん、分かる、分かるよ。でもね、そういうことを大声で人に言っちゃうのは、あんまり良くないんだよ。気持ちは解わからないでもないけどね」

　隆良は警察署の取調室で、物もの腰ごしの柔やわらかい中年の警官から取り調べを受けていた。

「警察なら解らないでもあれよ……てか、違うのに……本当に出るのに……」

「大だい丈じよう夫ぶ、信じてる。おじちゃん信じてるよ！　それで隆良くんはそのゲルが出た朝、お母さんかお父さんにそれが何か、ちゃんと聞いてみたのかい？」

「聞けねぇし言える訳ねぇだろぉぉぉ！　そんなん知られたら気まずくなるわ！　身体からゲルが出る息むす子こなんて白い目で見られるわ！　ただでさえゲルも白いのに！」

「大丈夫、大丈夫だよ隆良くん！　親おや御ごさんはキミのゲルが何なのかちゃんと解ってるから！　恥はずかしいのは初めだけだから！　帰ったら、勇気を出して聞いてみよう！」

「いやだからそういうアレじゃねーんだよ！　もっと別な意味でヤバいんだって！」

「うん……確かに、高校生になってようやくっていうのは、ちょっと遅おそ過ぎるくらいかもしれないし、キミが恥ずかしくなったり不安になる気持ちも解るよ。ふふっ……かく言う私もね、初めての時は戸と惑まどったもんさ。朝ごはん作ってた母さんの所まで行って、これなにー？　なんて……今になったら、恥ずかしい限りだけどね。ははっ」

「長いし聞きたくねーんだよ、そんな話！　ていうか、ちゃんと俺の話を聞けっつの！」

「オーケー、付き合うよ。青少年の明るい未来のためなら、おじちゃんいくらでも付き合うさ。殺さつ伐ばつとしたこの世の中で、むしろ微笑ほほえましい相談さ！」

「生暖かい目で見守るなぁぁぁ！　慈いつくしんでんじゃねぇぇぇ！　はぁ、はぁ……」

　息切れする隆良に、警官が更さらに一言投げかける。

「あとそういえば、病院で自分のことを主人公だなんだって言ってたらしいけど、そういうのも思春期の子には多いからね。心配しなくてもいいからね」

「ほじくり返すなぁぁぁ！　そういうのはサラッと流せ！　改めて言われるとこっちだって死にたくなるんだよ！　年若くとも忘れたい過去だってあるんだよぉ！」

「大丈夫。全部ひっくるめて、それもいつかは良い思い出に変わるからさ」

「変わるか！　既すでに背中がむず痒がゆいわ！　ああ、くそっ！　いいかおっさん、見てろよ！」

　隆良が何も無い床に目め掛がけて、人差し指を突つき出す。

「これが俺の『異能』……えーと……とにかくゲルが出る能力だっ！」

「……『異能』って、えっ、キミ、今なんて……」

　警官の言葉を遮さえぎるように、隆良が下品な音を包つつみ隠かくさずゲルを発射した。一応、念を押しておくが、人差し指からである。

「ふぅ……おっさん、どうだよ？　俺の言ってたこと、間ま違ちがってなんかなかっただろぉ？　……おい、おっさん、聞いてんのかよ！」

「……黙だまれよ、クソガキ」

　先ほどまで穏おだやかだった警官が、打って変わって鬼おにのような形ぎよう相そうで隆良を睨にらみつける。

「え、ちょっ……お、おっさん？」

「テメー、ストレンジャーだったのかい……変質者だっつうのも道理で頷うなずけるわな。ガキだからって、容よう赦しやしねぇぞコラ」

「あの、一いつ般ぱん人じんの味方の優やさしいお巡りさん？　何か雰ふん囲い気きが……ガボッ！」

　喋しやべろうとした隆良の口内に、拳けん銃じゆうの銃身が突っ込まれる。

「ガガッ、ガボッボ!?　ガンボボボーッ！」

「おら、吐はきやがれっ！　どうせ他ほかにも仲間がいるんだろうがっ！　何が狙ねらいだ、何を企たくらんでやがるっ！　吐かない限り、五体満足で帰れると思うなよっ！」

「モンゲロゴペッペ！　フンガッ！　ゴゲーッ！」

「そうかい……どうあっても吐く気は無いってんだな。それじゃぁ……」

「……ッ！　ゴパァッ！」

「なっ、何っ!?」

　警官の目つきが鋭するどくなった瞬しゆん間かん、隆良は口からゲルを発射し、銃口に流し込んだ。

「くっ、チクショ……銃が使い物にならなくなっちまったじゃねぇか！」

「はぁ、はぁ……うぷっ、口からゲル出すのは……色んな意味ですっげぇ嫌いやな気分……」

　一刻も早く口をゆすぎたい衝しよう動どうに駆かられる隆良を、警官はなおも激しく睨みつけた。

「テメー、クソガキッ……ふざけんじゃねぇぞっ！」

「けっ……吐けっつーから吐いたんだろが！　つーかな、口にそんなモン突っ込まれて喋れる訳ねーだろが！　何でそんな怒おこってんだよ、少しは落ち着けっつーの！」

「何で、だぁ？　ざけんなよ……！　ストレンジャーが俺の娘むすめにしたこと……俺は絶対に忘れねぇ……！　あの野や郎ろうは、あの野郎はぁぁぁ……！」

「！　まさか、娘さんに何か……くっ、待てよ！　だからって、それは俺がやったわけじゃないだろ！　そんなことしても……アンタの娘さんは、きっと喜ばねーよ！」

　隆良が宥なだめようとするも、怒いかりと悲しみを噛かみ鳴らす警官の口は止まらない。

「俺の娘と恋こいに落ちて、大恋れん愛あいの果てに結ばれやがったんだぞぉぉぉぉ!?」

「完全にアンタの私情じゃーん!?　祝福してやれよ、無理やりじゃねーんだろ!?」

「チクショウ……！　一日中、雨に打たれようと俺の家の軒のき先さきで頭を下げ続けた野郎の姿、絶対に忘れねぇ……！　妻は生暖かい目で見守りやがるだけだしよぉ！」

「普ふ通つうにイイ奴やつじゃん！　アンタだけが空回ってるんじゃん！」

「クソ、クッソォォォ……！　孫は目に入れても痛くないほど可愛かわいらしいし、今年の夏には第二子が生まれる予定だそうでしてぇ……！」

「幸せ絶頂じゃねぇかぁぁぁ！　そこまでいったら認めてやれよアンタもうさぁ！」

「うるせぇ！　それでもストレンジャーが俺の愛まな娘むすめを奪うばっていったことに違いはねぇ！　テメーだってストレンジャーなんだから……あの野郎の仲間みてーなもんだろ!?」

「いや、その理り屈くつはおかしい。……って、おっさん？　ちょっ……ちょっ、待って？」

　拳銃を逆さに持ってグリップ部分を突きつけてくる警官に、隆良はあからさまに動どう揺ようする。一応『異能』が使えるとはいえ、隆良自体は戦せん闘とうに関して全くの素人しろうとなのだ。

「とりあえず、この溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんが晴れるまで、痛めつけてやる……！」

「完全に八つ当たりじゃーん!?　ストップ、おっさんストップ！　あの頃ころの優しかったおっさんに戻もどって！　そんなバイオレンスなおっさんなんて俺、見たくねーよ！」

「うるせぇ！　ストレンジャーの分際でガタガタぬかすんじゃねぇ！」

「う、うぼぇー！　理り不ふ尽じんすぎる！　だ、誰か助けてくれーっ！」

「はい、そこまで」

　今まさに警官が襲おそいかかろうとした瞬間、隆良には聞き覚えのある声が割って入った。拳銃を振ふり上げた警官の右みぎ腕うでを、長身の美女が片手で軽々と制している。

「き、貴様、何者だっ！　いつの間に……どこから入ってきた！」

「政府公認ストレンジャー対策課研究室室長、アリア・来くる武む・エリノア・ヴァルターだ。名めい刺しいるか？　入ってきたのは、ついさっき。そこの扉とびらからだ」

「……くっ！　ふざけやがって！」

　掴つかまれていた右腕を振り払い、警官が距きよ離りを取る。対するアリアは相変わらず冷静だ。

「用件だけを簡潔に話そう。そこにいる下野根隆良くんは、私の管かん轄かつだ。彼の身み柄がらを引き受けにきた。上にも話は既につけてある。そういう訳だから、これで失礼するぞ」

「待ちやがれっ！　そう言われて、はいそうですか、とストレンジャーを易やす々やすと逃にがすとでも思ったか！　邪じや魔ますんなら、お前もタダでは済まさねぇぞ！」

「ふむ、仕事熱心といえなくもないが……しかしな」

　拳銃で殴なぐりかかろうとしてきた警官の懐ふところに、アリアが片足を寄せて一瞬で潜もぐり込み、下腹部に掌しよう底ていを叩たたき込んだ。目にも留まらぬ早はや業わざに、警官は一声すら発せず倒たおれ伏ふす。

「無む謀ぼうと私し怨えんが行き過ぎているな。喧けん嘩かを売るなら、相手の力量をよく把は握あくしてから。そして……娘さんを本当に想おもうなら、その相手とやらと、ちゃんと向かい合うことだ」

「……！　俺ぁ、俺ぁ間違ってたのか……!?　くっ、ううっ……！」

「……ふっ、娘想いも結構だが、素す直なおになるのも大事だぞ、パパさんよ！」

　アリアが何だかイイ笑え顔がおで決め台詞ぜりふを述べるまで──一連の出来事を目まの当たりにしていた隆良は、何も言えずに呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「…………」

「さて、帰ろうか……ん、どうした、隆良くん？　呆ほうけてないで、さっさと行こう」

「あ、はぁ……なんかもう、スンマセン……ホント生きててスンマセン……」

　囚とらわれのお姫ひめ様のごとく救い出された隆良は、騎き士しの如ごとく凜り々りしいアリアに促うながされ、何とも情けない気分で取調室を後にしたのだった。
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　黒服が運転する車の後部座席で、隆たか良らとアリアが並んで座っていた。

「私が運転してもよかったのに……ぶつぶつ」

　アリアは何やら不満げだが、隆良にしてみれば黒服に感謝してもし足りないくらいだ。

　それはともかくとして、何となく黙っているのが気まずくなった隆良は、アリアに雑談を持ちかけることにした。

「なぁ、アリアさん」

「アリアだ」

「へ？」

　いきなり出鼻を挫くじかれて戸惑う隆良に、アリアが微笑みかける。

「アリア、と呼び捨てにしてもらっても構わない。さん付けでは堅かた苦くるしいだろう」

「いやでも、昨日会ったばっかなのに」

「一日顔を合わせたら友人、二日連続で顔を合わせれば親友。それが私の持論だ」

「……じゃあ三日連続だと、どうなるんスか？」

「ふふっ、何だ、気になるのか？　随ずい分ぶんと積極的だな。嫌きらいじゃないぞ、そういうの」

「いや、毎日顔を合わせてるっぽい黒服の人とかは？」

「全員が同じような格好をしているから、見分けがつかん」

　運転席と助手席にいる黒服が同時に肩かたを落としたような気がして、隆良は心の中で同情した。しかしアリアは全く気にせず、あご先に指を当てて考え込んでいる。

「まあ、男性相手で三日目以降は考えていなかったな……ふむ、それならキミが試ためしてみるか？　ふふっ、意外とステディな関係になったりしてな」

「えっ……いやいや、まさかそんな」

「むっ、分からんぞ？　そんなに歳としも離はなれていないのだし、未来がどうなるのかなんて、そういうストレンジャーでもない限り予測はできないだろう？」

「まあ、それはそう……へっ？　歳はそんなに離れてないって？」

「ふむ、失礼だな、キミは。私は十八歳、キミは十五歳。たった三つの差だ」

「……オゥ……レアリィ？」

　奇き妙みような片言の英語でたずねる隆良に、アリアは大おお真ま面じ目めな表情で返した。

「マジもマジ、大マジだ」

　ふん、と腕うで組ぐみして胸を張るアリア。そんな彼女の強調された胸むな元もと、太ふと股もも、ヒップラインを順番に眺ながめた隆良は、どうにも信じられない気持ちでいた。

「む、信用していないな？　そうか、私がこの歳で研究室長なんてやっているからか。自分で言うのもなんだが、こう見えても私はな、そこそこの天才として名が通っているのだぞ。中学、高校、大学は飛び級。ついでにドイツで博士号も取っている」

　更さらにふんぞり返るアリア。隆良は再度、上から下まで彼女の身体からだをしつこいくらい眺めた後、やはり首を捻ひねった。

「ふむ、キミは意外と頑かたくなだな。まあ、意志が固いと言えなくもないが」

「いや……その上、さっきの警察署の時みたいな強さまで持ってるって、いくらなんでも説得力ないッスよ。もしかしたらアリアさんも、ストレンジャーなんスか？」

「アリアだ、次は返事せんぞ。それはともかく、私は残念ながらストレンジャーではないよ。格かく闘とう術に関しては、持って生まれた身体能力の上に積み重ねてきた、鍛たん錬れんの賜たま物ものだ」

「どんだけハイスペックなんスか。ちょっと分けてほしいんスけど」

「ふふっ……そう褒ほめるな。照れるだろう」

　包つつみ隠かくさず照れ笑いを浮うかべるアリアに、少しばかり疲つかれてきた隆良はそれ以上ツッコむことなく、別の質問を投げかけることにした。

「まぁいいか……で、アリアさん」

「…………」

「あれ、ちょっ、あの、アリアさん？」

「返事せん。ついでにその微び妙みような敬語もどきをやめるよう要求する」

「……おい、アリア」

「なんだ、ダーリン」

「ダーリンってそっちこそなんだぁぁぁ！　いきなりどんだけ飛ひ躍やくしてんだ！」

「おい、お前、みたいな熟年夫婦の如き呼び方をするからだ。ちょっとドキッとしたぞ」

「あんたハーフっぽい癖くせにどんだけ日本びいきの感性なの!?」

「で、何か質問でもあるのか？」

「……もういいッスわ……どうでもいいことだし……」

　どこまでもマイペースな彼女に、どっと疲れた隆良は大きく肩を落とす。しかしアリアは、逆に質問を投げかけた。

「じゃあ逆に教えて欲しいのだが、キミはなぜ警察に捕つかまっていたのだ？」

「……ギクッ！」

「リアルにギクッて言ったヤツ、初めて見たぞ。で、どうしてなのだ？」

　変質者と間ま違ちがえられて逮たい捕ほされたとは言いにくく、隆良が何とか誤ご魔ま化かそうとする。

「そっそそそそれは、アレっすよ、え～と……諸事情で」

「諸事情？　……ふふっ、何だ、言いにくいのか。よし、それじゃ私が当ててやろう」

「いやいやいやいや結構ッスよぉ！　放ほっといてくれよぉ！」

「まあまあ、そう言うな。ふむ……取調室で私が見た状じよう況きようを鑑かんがみるに……」

「ちょっ、お止やめなさい。お止めなさいな、アリアくん。知ったって何の得にも……」

「さてはキミ、その『異能』を使って一いつ般ぱん人じんを助けようとしたな？」

「……は？」

　アリアの思いも寄らぬ言葉に、隆良が目を見開く。

「ふふっ、とぼけるな。特に『異能』に目覚めて間もないストレンジャーは、その力を振るって人助けをする事例も多い。キミも大方、その類たぐいだろう？　しかしストレンジャーを毛け嫌ぎらいする人間も世の中には多いからな。例えば、キミを尋じん問もんしていた警官がそうだ。そういう人間によって通報された、といったところだろう。違うか？」

「…………」

　アリアの憶おく測そくを聞きながら、彼女は本当に天才なのだろうか、と隆良は思わず疑ってしまう。その前向きさ加減はツッコミどころ満まん載さいだが、しかし──

「ふっ……バレちまっちゃ、しょうがないよな。全部アリアの言う通りさ」

　隆良はその勘かん違ちがいに、せっかくだから乗っかることにした。

「ふふっ、やはりな。そういう熱い男、私は好きだぞ」

「ふっ、そんなに褒めるなよ……照れるだろうが」

「照れるのか？　なかなか可愛かわいいところもあるのだな。あ、そういえば」

　調子に乗り始めた隆良に対し、アリアが思い出したように付け足す。

「一部には、自分の『異能』が気に入らなくて、病院だの何だのに駆かけ込んで取っ払ぱらって貰もらおうと考えるアホもいるみたいだが、そんな心配はいらないな」

「…………」

「というか『異能』に目覚めたら、本人がどれだけ嫌いやがっても取っ払うことなんて出来るはずもないしな。ん？　隆良くん、どうかしたか？」

「……ああ、いえ、何でもないスよ……取っ払えるはず、ないスもんね……」

「うん、まあな。そんなことが出来れば、魅神みかんだってあんな苦労はしなかっただろうに」

「……ん？　魅神って、雷らい轟ごうのこと？　知り合いなのか？」

「ああ、五年来の付き合いさ。出会った時期だけ比べれば、キミより二年ほど短いが」

　言いながらアリアは自らの太ももに片かた肘ひじをつき、頬ほお杖づえをつくような体勢で微笑ほほえみつつ、隆良をしげしげと眺めた。

「んだよ、ニヤニヤして……」

「ふふっ、いやなに、魅神から聞いていた印象とは随ずい分ぶん違うと思ってな。初めて会った時はそうでもなかったのだがな……それこそ一目で分かるくらい」

「は？　あの電動ミカン、俺のこと話してたのか？」

「ああ。というか私と一いつ緒しよに施し設せつにいた頃ころは、もっぱら隆良くんの話ばかりだったよ」

「おいおい、何だそれ。アイツも意外と可愛いところあるじゃ……」

「底なしのバカ。空気が読めない。何言ってるのか、いつも意味不明。無む駄だにうるさい。無神経。夢見過ぎてて見ているこっちが恥はずかしい。まあ、いくつかは納なつ得とくできるが」

「スンマセン、前言撤てつ回かいしていいスかね？」

「それと……ふふっ、いつもちょっかい出してくる、鬱うつ陶とうしいヤツ」

「おお、何だこれ。いつの間にか握にぎり拳こぶし作ってるよ、俺」

「すごいな、隆良くん。普ふ通つうは毎日のように電でん撃げきを喰くらってたら、誰だれでも敬遠するようになると思うぞ。それでも毎日ちょっかいを出し続けたのだから、普通ではないのだな」

「ねえそれ皮肉？　普通じゃないレベルのアホって言いたいの？」

「そんなにしてまで魅神を放ほうっておけない理由が、何かあったのかな？」

「…………」

　言えるはずがない。ストレンジャーである魅神に嫉しつ妬とし、それで事あるごとに突つっかかっていたとは、隆良に言えるはずもなかった。

「……ふっ、さて、どうだったかな……」

　とりあえず誤魔化すことにした隆良に、アリアが少しだけ口を尖とがらせる。

「ふむ、恥ずかしがり屋さんめ。まあいい、これ以上この話を続けるのも、何だか妬ねたましい気分になってくるからな」

「ん？　どういう意味だよ」

「なんでもないさ、気にするな。それより……」

　真意が掴つかめず怪け訝げんな表情をする隆良に、アリアが威い儀ぎを正して別の話題に切り替かえた。

「これはちゃんと伝えていなかった私が悪いのだが……『異能』に関して、人目につく所で使うのは、極力避さけてくれ。魅神も言っていたとは思うが」

「……ああ、そういえば言われたような」

「キミも体験したから分かっているだろうが……『異能者ストレンジヒユーマン』は両手を開いて喜んで迎むかえられるような類ではない。先ほどの警官……まあ彼はちょっと変なケースだったが、とにかく悪性ストレンジャーによって、被ひ害がいに遭あった人間は確かに多いのだからな」

「……分かってるさ、そんなこと。『異能者』が世間じゃ良く思われてないことくらい」

「ふむ、分かっているならいいが……細心の注意は払はらうべきだ。場合によっては問答無用で収容所送りになることもあるからな。キミは一応、政府の管理しているストレンジャーではあるが、権限はほとんど無いに等しいし」

　そう言われて不満そうな顔をした隆良が、ふと魅神の言っていたことを思い出した。

「そういや雷轟のヤツ、特別行使権所有とか言ってたけど、どういう意味だ？」

「ふむ、それはだな……簡単に言うと、自身の判断に基づいて『異能』を使うことを政府から許可された、特別なストレンジャーだという意味だ。特に優ゆう秀しゆうで、なおかつ品行方正な者でないと認可は下りない」

「……あの見境なしの人間発電所が、品行方正ねぇ……」

「ふむ、隆良くんにしてみれば想像もつかないか。しかし魅神は、誰に対してもかなり遠えん慮りよがちだったのだぞ。私と出会った頃なんて、なかなか心を開いてくれなかったしな」

　遠慮がちな魅神を想像できないでいる隆良に、アリアが更に言葉を続ける。

「しかし特別行使権を所有している者には、その代だい償しようとして、政府から与あたえられる任務を遂すい行こうしなければならない義務も付いてくる。特にＡランクの魅神に与えられる任務は、それなりに難易度も高い。実際これまでにも、彼女は幾いく度どか危険な目にあってきたのだ」

「──任務？」

　任務という言葉の響ひびきで、隆良の中に羨せん望ぼうの想おもいが渦うず巻まいた。もちろんアリアはそんなことに気付くはずもなく、真しん剣けんな表情で話を続けている。

「魅神にしてみれば、好き好んで『異能』を使うわけでもないし、特別行使権など必要としていないはずなのだがな……組織も人手不足だし、無理やり押し付けた形で」

「その特別行使権、俺にも認可が下りる可能性はあんのか？」

　割り込むようにたずねた隆良に、アリアが驚おどろいて目を見開く。

「……！　まさか、たったこれだけのやり取りで気付いたのか？　察しがいいのだな。実はキミに今日会いにきたのは、その用件が本題なのだよ」

「えっ、マジ？　マジで？」

　棚たなからぼた餅もちというように目を輝かがやかせる隆良に、アリアが真顔で頷うなずいた。

「ああ。とはいえキミ一人に与えられる権限という意味では、無いに等しいモノだがな。第一、Ｅランクのストレンジャーというのは、政府にとってはさほど重要でもないし」

「…………」

　ぬか喜びして肩かたを落とす隆良に、アリアが含ふくみを持った笑えみを見せつける。

「しかし、塵ちりも積もれば山となる、と言ってな……まあ、詳くわしい話は後にしよう」

「なんだよ、気になるじゃねーか」

「そう言うな。ほら、ちょうど組織に着いたことだし」

　アリアの言う通り、いつの間にか車は、隆良が以前訪おとずれた建物に入っていた。

「積もる話は、集まった者達の前でするのが、一番手っ取り早いだろう」

「集まった者達？　……おい、アリア、それってどういう……おい！」

　聞く耳持たずウキウキとした足取りで歩くアリアを、隆良は慌あわてて追いかけていった。




「で、誰もいないじゃん」

　通された部屋で行ぎよう儀ぎ悪く椅い子すに座る隆良に、アリアは気にせず返事した。

「ふむ、どうやら二人は到とう着ちやくが遅おくれているようだな」

「二人？　二人来んのか？」

「ああ。しかも一人は隆良くんも知っている子だぞ」

「……え、知っている子って、まさか雷轟とかじゃ……」

「お、その子は今しがた到着したらしいな」

　携けい帯たい電でん話わに届いたメールを確かく認にんしたアリアが、扉とびらの方へと視線を向ける。釣つられて視線を扉に向けた隆良の鼓こ動どうが、嫌な予感で早鳴った。

　少しばかりの時を置き、金属質の扉が鈍にぶい音を立てて開かれる。

　その向こう側から姿を現したのは──

「ふっ、失礼……お待たせしたかしら？　アタシは炎ほのおを司つかさどる一族──焰ほむら熾おこしの名を受け継つぎし『紅くれないの乙おと女め』──」

　長くなりそうな口上を述べていた夜よ侘わびの視線が、室内で待機していた隆良を捉とらえる。

「ほむらおっ……よわ、あ、え？」

　ぱくぱくと不ふ明めい瞭りような声を漏もらす夜侘、無言で眺ながめている隆良。少しばかり見つめあった後──夜侘がそっと、扉を閉めようとする。

「……お邪じや魔ましました」

「待てぇい！　なんか言うことあるだろがっ！」

「にゃうっ!?　う、うう～っ……」

　隆良に怒ど鳴なられて、夜侘がオドオドとした様子で扉越ごしに半身を覗のぞかせる。

「……な、なんでゲル妖よう怪かいが、ここにいるのぉ……？」

「ゲル妖怪言うなぁぁぁ！　つか、そりゃこっちの台詞せりふだ！　なんでお前が……」

「それは、私が呼んだからだ」

　臆おく面めんなく手を挙げたアリアに、ようやく部屋へ入ってきた夜侘が涙なみだ目めで詰つめ寄る。

「アリアお姉さま、どういうコトなんですかぁ……何でまたゲル妖怪なんかとっ……！」

「まあまあ、そう言うな夜侘ちゃん。一度は拳を交えた仲ではないか。そう他人行儀にすることはないだろう」

「俺、一方的に殴なぐられただけなんスけどぉ」

　軽く手を拳げつつ茶々を入れた隆良に、夜侘が震ふるえながらも勇ましく睨にらみつける。

「ア、アナタとは話してないんだからっ、黙だまっててっ……！」

「ああん？　文句あんのか！」

「みっ!?　む、うう～っ……！」

　大人げなく睨みつける隆良に、夜侘も負けじと睨み返す──と、ここでまるで空気を読まないアリアが、思いがけないことを言い出した。

「もう一人は遅おそいな。ちょっと外まで見てくるから、二人で話でもして待っていてくれ」

「この状じよう況きようで言うんかいぃぃぃ！　明らかに険悪な雰ふん囲い気きだろーが！」

「まあまあ。二人とも似た者同士だし、すぐ仲良くなれるさ。それじゃ、また後で」

「お姉さま!?　ちょっ、まっ……む、無理っていうか、全然似た者同士なんかじゃっ……お、おねえさまぁ～……!?」

　夜侘の涙声の制止にも耳を貸さず、アリアは早足で退室していった。

「…………」

　取り残された二人の間に、気まずい沈ちん黙もくが横たわる。以前の出来事を思い出すと、どうにも気まずくて仕方ない隆良だが、思い切って夜侘に話しかけてみることにしたようだ。

「そういや、お前……」

「……な、なに？」

「今日は包帯、巻いてねーんだな」

「うなっ!?　い、言わないでぇ……！　あ、あんなの、若気の至りじゃないぃ……！」

　夜侘の大げさなリアクションに、隆良の目が鋭するどく光る。

「ところで、お前って炎を司る一族なのか？　前はそんなこと言ってなかったけどよ」

「ギクッ！　……そ、そうだよ……？　前は、その、隠かくしてたし……」

「それで『紅の乙女』さんは『蝋ろう燭そく程度の炎』まだ使ってるんスかぁ？」

「うみみゃぁっ！　やめてってばぁ……！　改めてツッコまれると、こっちだって死にたくなるんだからぁ……！　齢よわい十三にして忘れたい過去だって、あるんだからぁっ……！」

「ぷふーっ、そんな恥ずかしくなるんなら、言わなきゃいいのによ」

「うっ、くっ、こ、このっ……！　はっ、そういえばっ……!?」

　羞しゆう恥ちに悶もだえていた夜侘の口元が、にやりと歪ゆがむ。

「くすっ……風よ──吹ふき荒あれろ！」

「ふぐおぉぉぉっふ!?」

「あれっ、隆良さんって風使いだったんだぁ……？　知らなかったにゃあ～？」

「や、やめろっ……ほじくり返すんじゃねぇ……！」

「試ためしに吹き荒れさせて欲しいなぁ……？　ほら、風～、かぁぜ～♡」

「やめろってんだろぉぉぉ！　てゆーかテメー何で知ってんだぁぁぁ！」

「アリアお姉さまから聞いたんだもーん……ぷぷっ」

　攻せめる側に回った余よ裕ゆうからか、夜侘も調子に乗り始める、が──しかし彼女の嘲ちよう笑しように晒さらされ、今度は隆良の憤ふん慨がいが煽あおられてしまう。

「笑うなぁぁぁ！　つか、お姉さまって何だ、お姉さまって！　そういう趣しゆ味みか！」

「にゃっ!?　ゲル妖怪が人を変態みたいに言わないでよっ……！　アタシはただ、純じゆん粋すいに尊敬してるだけなんだからっ……」

「……ほぉ～？　尊敬、ねぇ？」

　夜侘の言葉に、隆良がニヤニヤと笑いながら納なつ得とくしたように頷く。

「ああ、なるほどな。アリアは確かにハイスペックだもんなぁ。憧あこがれる気持ちも解わからんでもないよ……お前のその凹おう凸とつに乏とぼしい身体からだを見てりゃあ、な」

「……にうっ!?　せ、セクハラぁ……！　そういえばこの前……アタシの裸はだか、じっくり眺め回してたしっ──へ、変態っ！　欲よつ求きゆう不ふ満まんが能力に現れてるのねっ……!?」

「だから人の『異能』をそういう目で見るんじゃねぇぇぇ！　てゆーか安心しろよ。お前くらいの体型じゃ、見た内に入らないからよ。大体、お前だって俺の見たじゃねーか」

「ッ、さ、最低っ……無理やり見せられて、見られてっ……責任取ってよ、今すぐ！」

「は？　お前、言ってること無茶苦茶だぞ」

「うるさい、うるさーいっ！　責任、取ってよぉ……！」

　取り乱したまま涙声でわめく夜侘を──しかし大人気ない隆良は一いつ喝かつしようとする。

「うるせぇ！　ゲルぶっかけんぞっ！」

「にゃうっ！　う、ううぅ……」

　なんとも下品な発言に、夜侘はびくりと肩を震わせ──そのまま泣き出してしまった。

「う、うえぇん……ひっく、ひっく……」

「なっ！　ちょっ、待て、いきなり泣くなぁぁぁ！」

　唐とう突とつに泣き出した夜侘を、そうした張本人である隆良が今さら宥なだめようとする。

「ひぐっ、あんまりだよぅ……酷ひどすぎるよぅ……」

「あぁもう！　悪かったっつの！　えーとハンカチは……俺持ってねーから、よっと」

「うにゃあっ!?　スカートのポケットにぃ……手、突つっ込まないでよぉ……ばかぁ……」

「はいはい、バカですよ。いいから泣き止やめって。拭ふいてやるからよ」

「それ、アタシのハンカチぃ……うっ、うっ……責任、責任取ってよぉっ……」

「分かった分かった。俺が悪かったよ。責任取るから」

「うぐっ……ほ、ホント？　ホントに、悪かったと思ってる……？」

「思ってる、思ってるって。ほれ、撫なでてやるから機き嫌げん直せっつの」

　乱暴に頭を撫で回されながらも、夜侘は徐じよ々じよに泣き止んでいった。

「むにゃう……じゃあ、許してあげる……今回だけ、特別なんだからね……？」

「おーおー、そりゃどうも」

「……私がいなかった少しの間に、一体何が起こったというのだ……」

「うぉあぁぁぁ！　あ、アリア!?」

　ある意味この状況を作った張本人とも言えるアリアが、いつの間にか戻もどってきていた。

「あ、アンタいつの間に俺の後ろに……気配でも消してんのか……？」

「夜侘ちゃん、どうした？　目が赤いぞ。元からだが」

「えっと、責任、取ってくれるって……隆良が」

「この状況で誤解を招く言い方はよせぇぇぇ！　何かやましい感じになるじゃねーか！」

　必死に弁解しようとする隆良を、アリアは横目で見ながら冷ややかに突き放す。

「この女泣かせめが」

「だから違ちがうっつってんだろが！　人聞き悪いこと言ってんじゃねぇぇぇ！」

「いいじゃないか別に、責任取れば。二人とも随ずい分ぶんと仲良くなったようだしな。それはもう、兄妹きようだいのように仲なか睦むつまじげだったぞ。ふん」

「何で機嫌悪そうなんだよ！　大体、責任っつっても、ただ事故で裸を見た件で言い争って、ちょっと泣かせただけで……オヤ？　フォロー出来てる気が全くしないぞぉー？」

「ふむ、乙女の裸を見て、その上……それは責任重大だな。全く」

「そもそも裸を見た件に関しては、アンタの責任でもあるだろがぁぁぁ！」

「……裸、裸って……連呼しないでぇ……」

　顔を真っ赤にして再び泣きそうになる夜侘を見て、さすがのアリアも少し動どう揺ようする。

「……私も責任取ったほうがいいか？」

「余計ややこしくなるから黙ってろ！　収拾つかなくなるだろーが！」

「……あの、まだ入っちゃダメなんですの？」

　不意に扉の向こうから、幼い女の子の声が聞こえてくる。その声に対して、アリアが冷静に謝罪した。

「あ、すまない。本気ですまない。完全に忘れていた」

「ひ、ひどいですの！　人がずっとドキドキして待ってるというのに！」

「ははは……ていうか、別にずっと待ってなくても、適当に入ってくればいいと思うのだが……まあいいか。とりあえず、どうぞ」

「全く……コホン」

　小さな咳せき払ばらいが聞こえた後、ゆっくりと扉が開かれる。

　部屋に入ってきたのは、隆良や夜侘と同年代ほどの少女。やや濃のう厚こうな黄緑色をしたセミロングの髪かみには軽くロールが掛かかって、見た目からしてお嬢じよう様さまといった雰囲気だ。

　周囲からは浮うきそうな濃のう緑りよく色しよくを基調としたワンピースを着込んでいることから、まるで上品な作りの人形のような印象を覚える。しかし同時に、右みぎ肩かたから左の腰こし周りにかけて下げられている珍ちん獣じゆうのような柄がらのショルダーポーチからは、どことなく幼さが窺うかがえた。

　緑黄色の大きくつぶらな瞳ひとみを輝かがやかせ、少女は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

「お初にお目にかかりますの。わたくし、ストレンジャーの水すい仙せん花か沙さ凪なぎと申しますの。雰囲気でお察し頂けたでしょうケド、とある財ざい閥ばつのお嬢様ですのよ。オホホホホ……」

「…………」

　自分で言うな、と思った隆良は、しかし無理に上品ぶった笑い方をしようとする沙凪に対して同情心が湧わき、何もツッコまないことに──

「自分で言うな」

　──することはなかった。

「なっ！　だ、誰だれに向かって口を聞いてるんですの！」

「自じ意い識しき過か剰じようのガキに、だな。無理にお嬢様ぶってないで、普ふ通つうにしてろよ」

「無理？　なにを言ってるんですのっ！　わたくしはこれが自然体ですのっ！」

「……おい、アリア。こいつ、そんなに言うほど大したお嬢様なのか？」

「ん？　まあ、財閥のお嬢様なのは確かだが……中の中くらいだな。超ちようがつくほどに」

　アリアの正直すぎる答えに、隆良は案の定と言うように首を横に振ふる。

「大でもなく、小でもなく、か……そりゃまた、微び妙みようだな」

「どこが微妙なのか分からないですのっ！　中の中でも財閥のお嬢様には変わりありませんのっ……！　むしろ、中の中ということは、お嬢様ど真ん中ってことですのっ！」

「なんだその頭悪そうな自分ルール……あのな、覚えとけよ？　中の、中は、微妙なの。び・みょ・う。アンダースタン？」

「し、失礼な庶しよ民みんですのーっ！　わたくしもはや、怒いかり心しん頭とう滅めつ却きやくですのーっ！」

「滅却してどーする。落ち着いちまってんじゃねーか」

「ふんぎぎぎっ……！　ゆ、許せませんのーっ！」

　じたばたと駄だ々だをこねるように暴れだした沙凪を、アリアが落ち着いて宥める。

「まぁまぁ、沙凪ちゃん、落ち着いて。隆良くんも、年下の子をそんなに苛いじめてやるな。まだ中学二年生だぞ。可哀かわい想そうだろう」

「中学生か……じゃあ夜侘と同じくらいで、十三か十四歳ってトコか。やっぱガキだな」

「こ、子供扱あつかいするんじゃないですの！　あなたさっきから失礼ですの！」

「だから、実際子供なんだろが。背もまだ低いし……でもまあ年の割には──」

　小こ柄がらな夜侘と比べても、同じ程度の背せ丈たけである。背が低めというのは確かだが、しかし十三か十四歳という割には随分と発育が良く──

「──はっ!?　こ、これはっ、そんな──ば、馬ば鹿かなッ！」

　刹せつ那な、己おのれが気付いてしまった事実に、隆良は凍こおりついた。

　沙凪の胸、胸部、バストは──夜侘の『それ』を、遥はるかに凌しのいでいるではないか──！

　年ねん齢れいや背丈は並んでいながら、そこだけ比するに値せぬ実情──途と方ほうも無い絶望感、突き抜ぬけていく戦せん慄りつ──その只ただ中なかにある隆良は、背中に嫌いやな汗あせが滲にじむのを鮮せん明めいに感じていた。

　誰に気を遣つかっているのかと問われれば、当然沙凪にではなく、夜侘にである。発育における絶対的な不利性を突きつけられた時、夜侘の悲ひ哀あいはいかほどの物か。

　しかも夜侘は、その事実にまだ気付いていない。それが隆良の焦しよう燥そうに拍はく車しやをかけた。
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「……沙凪ちゃん、中二なんだ。アタシも……」

「やめろ夜侘ぃぃぃ！　それは言っちゃいけねぇ！」

「にゃっ!?　急に何……？　アタシただ、同い年だね、って言おうとしただけで……」

「それを言うなってんだ！　後で惨みじめになるのはお前なんだぞ！　いずれその事実に気付いた時に枕まくらを涙なみだで濡ぬらすことになるのはお前なんだぞ！　分かってんのかぁぁぁ!?」

「にゃうっ。だ、だから、意味がっ……か、顔近いよっ。なに言ってるのっ!?」

「だからっ……いや、わかんねーならそれでいい。もう気にすんな。いいな!?」

「うにゃ……な、なんなのよぅ。もうっ」

　近づき過ぎていた顔を離はなし、夜侘は頬ほおを赤らめながら慌あわててそっぽを向いた。

　対して焦燥に駆かられた隆良は、取り急ぎ別の話に切り替かえようとアリアに話を振る。

「おいアリア、そろそろ本題に入ろうぜ。これ以上、余計な部分に目が向かない内に」

「ふむ……それもそうだな。隆良くんと夜侘ちゃんの紹しよう介かいに関しては、事前に私から沙凪ちゃんに伝えておいたから、省かせてもらうぞ。沙凪ちゃんも、それでいいか？」

「ええ、よろしいですの。平民の自己紹介なんて、さして重要でもないですの」

「うっせ、中の中」

「中の中って言うなですの！　ゲルなんてワケの分からないものを出す変人のくせに！」

「何てことまで紹介してくれてんだアリアァァァ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、沙凪ちゃんはお嬢様だからか世間知らずな面もあってな……よく理解していないようだし、そこまで過か敏びんにはならないだろうさ。変人っていうのも、何となくのイメージで言っているのだろう。下品とか汚きたないとか、分かっていないさ」

「だから俺のゲルはそういうアレじゃねぇぇぇ！　ていうか何でお前ら意識的に下品な方向に持っていきたがんの!?　お前らだって嫌なんだったら、もっと協力しろよ！」

「意識的にやっている訳じゃないぞ。生理的にだ」

「俺にとっては尚なお更さら辛つらいわ！　どうしようもないのかよ！」

「……さて、この話はもう、この辺でいいだろう」

「チクショウ……ついに答えることまで放ほう棄きしやがった……！　この、屈くつ辱じよくッ……！」

　打ちひしがれる隆良はスルーされた、が──そこで沙凪が、アリアを呼び止めた。

「ちょっと待つですの」

「ん？　沙凪ちゃん、どうかしたか？」

「……世間知らずとは聞き捨てならないですの。わたくし、ゲルがどんなものかくらい、きちんと存じておりますのよ？」

「ん？　さっき、ワケのわからないもの、とか言ってなかったか？」

「そ、それはその場の勢いですの！　本当は知ってますの。ゲルっていうのは──」

　人差し指を、ピン、と突き立て──沙凪が得意顔でゲルについて説明する。

「肩かたコリなんかに効くと奥様方の間で専もつぱら噂うわさの……その、ゲル、ゲルマ……」

「……沙凪ちゃん、まさか、ゲルマニウムと言いたいのか？」

「！　そう、それですの！　うふふ、わたくし、大正解ですの。ふふーんっ♪」

　アリアの補足を自分の手て柄がらにし──沙凪、渾こん身しんのドヤ顔である。

「うっふっふ、わたくしにかかれば、ゲルの正体なんて一発でお見通しですの！　恐おそれおののけ！　ですの～♪」

「……な？　隆良くん」

「……なにが、な？　だよ、アリア」

「沙凪ちゃん、全然分かってないだろう？　ていうかあの様子だと、ゲルマニウムのことだって良く分かってないぞ、多分」

「ああ……ていうか、まあ、うん……なんつーか」

　残念な子なんだな、と言いかけた隆良だったが、その言葉はさすがに飲み込んだ。

　しかしそれはそれ、コホン、とアリアが一つ咳払いをし、

「まあ、とにかく……いい加減、本題に入ろう。かなり脱だつ線せんしてしまったしな」

　真しん剣けんな表情に打って変わり、集まった面々の表情をも引き締しめた。

　全員の意識が集中したことを確かく認にんし、一つ頷うなずいたアリアが語り始める。

「今回キミ達に集まってもらったのは、これまでの政府にとっては前例の無い、ある重要な実験に参加してもらうためだ」

「……前例の無い、重要な実験？」

　重い響ひびきと特別性の込こめられたその言葉で、夜侘の目が俄にわかに輝く。

「そうだ。しかしその前に、説明しなければならないことがある」

　ここまで一いつ貫かんして冷静だったアリアの表情に、若じやつ干かんの苦々しさが浮かぶ。

「今の世の中には割と多数のストレンジャーが存在するが、その半数ほどは政府に所属していない違い法ほうのストレンジャーだ。検査から逃のがれた者。そもそも検査制度が確立されるより前に誕生し、ストレンジャーである事実を隠かくす者。検査によって発覚したが、政府に所属するのを拒こばんで逃とう亡ぼうする者。今まさに誕生している者もいるかもしれない、と仮定すれば、無所属のストレンジャーは半数どころでは済まないかもな」

　その途方の無さにため息を吐ついたアリアが、すぐに己を正して厳しい目つきに戻もどる。

「しかし違法とはいえ、大人しく生活している分にはそれほど問題ない。問題なのは『異能』を振るって悪事を働くストレンジャーがいるという事実だ。我々はこの悪性ストレンジャーのことを『無法者アウトロー』と呼んでいる。能力の低い単体のアウトロー相手なら現存する技術や戦力で対処できなくもないが、能力の高いアウトロー相手には、こちらも相応に能力の高いストレンジャーで対たい抗こうするしかないのだ」

「わたくし達ストレンジャーは、公認にせよアウトローにせよ、一いつ般ぱん人じんから見ればそれくらい驚きよう異い的な存在というワケですのね。オホホホホ……」

　自信満々で不自然な高笑いをする沙凪に対し、しかしアリアは素す直なおに頷いた。

「ああ。しかも能力が低くても徒党を組んで悪事を働く者もいる。これは少数派だがな。そして大たい抵ていのストレンジャーの犯罪には、今では政府公認のストレンジャーが対処するのが一般的になったという訳だ。こちら側は、そのほとんどが単独なのだが……」

「雷轟とかが、その例か？」

「その通りだ、隆良くん」

「……雷轟？　って、だぁれ？」

　怪け訝げんな表情でたずねる夜侘には、アリアが答えた。

「隆良くんの幼おさな馴な染じみの女の子だ」

「……ふーん」

「んだよ。その何か言いたげな目は」

「……べつに」

　不ふ機き嫌げんな様子でそっぽを向く夜侘に、今度は隆良が怪訝な表情をする。特に空気を読む気の無いアリアは、そんな二人は気にせず話を進めた。

「しかしアウトローは年々増加している。政府公認ストレンジャーも数を増してはいるのだが、アウトローに比べれば微び々びたるもの。そもそも、ストレンジャー自体が生まれにくいということもあるしな。しかも強いストレンジャーほど私し欲よくに走ってアウトローになる傾けい向こうがあるし、人手不足は否いなめない」

　よほど状じよう況きようは芳かんばしくないのだろう、アリアの表情はずっと曇くもりっぱなしだ。

「対アウトローの任務に当たれるのも、危険性や遂すい行こう率を考えれば、能力の高いストレンジャーのみに限定されるし……正直な話をすると、能力の低いほとんどのストレンジャーは飼い殺しの状態になっているというわけで」

「ちょっと待て、アリア」

　そこで隆良が手の平をかざしながら、話に割り込んだ。

「つまりその、能力が低いっていうのは、例えば俺や夜侘のことか？」

「……うむ、気に障さわったなら謝るが」

「いや、そうじゃねえ。でも飼い殺しってことは、俺達は政府にとって使い道の無い、つまり役立たずってことだろ？　でもアンタ、俺らに重要な実験に参加して貰もらいたい、って言ってたよな？　それで俺らが集められたってことは、まさか……」

「……ふむ、本当に察しがいいのだな、隆良くんは」

　あご先に指を当てたアリアが、久方ぶりの笑えみを浮うかべながら続けた。

「これまで政府公認のストレンジャーは、各おの々おのの性格や価値観の相そう違い、また互たがいのライバル意識などによって幾いく度ども衝しよう突とつし、満足に統とう率そつが取れた事例は一度も無かった。能力の高いストレンジャーほど、プライドも相応に高いからな。しかし……いや、だからこそだ。人材不足のここらで一発、ドカンと価値観を引っくり返す奇き策さくが必要なのだ」

　ぐっ、と握にぎり締めた拳こぶしを突つき出したアリアが、隆良達一人一人の顔を順番に眺ながめ、会心の笑みを浮かべる。

「ストレンジャーの、チームを作る──！　この実験が成功すれば、くすぶっている能力の低い大半の公認ストレンジャーにも活かつ躍やくの場が見み出いだせるし、何より単体で活動するのが当たり前の現状に終しゆう止し符ふが打てるはずだ。そのためにはまず成果を示し、上層部を納なつ得とくさせること。任務の成功率にせよ安全性にせよ、単独より複数人で臨む方が効率的なのは、目に見えているのだからな」

「……いや、待てよ。ちょっ、待てよ！」

　アリアの思おも惑わくを静せい聴ちようしていた隆良の脳のう裏りに、否定的な思いがよぎる。

「そもそも、大前提の！　俺らがチームとして上う手まく機能しなかったら、どうすんだよ？　はっきり言って俺ら、仲良し小こ好よしとは程ほど遠とおいぞ？」

「そうですの！　特にこの無礼で品の無いゲルマニウム男とは、絶対相あい容いれませんの！」

　声を荒あららげて主張する沙凪に、しかしアリアは口元に笑みを湛たたえて応こたえた。

「ふむ、そうかな？　既すでに息が合っているようにも見えるのだが」

「そ、そんなことはありませんのーっ！」

　大声で主張する沙凪を差し置いて、アリアは次に夜侘と向き合った。

「夜侘ちゃんは、どうだ？　隆良くんと組むのは嫌か？」

「にゃ？　……あ、アタシですか？」

「ああ。キミも下品なゲル男と組むのは気が引けるか？」

「下品なゲル男言うなぁぁぁ！」

　憤ふん慨がいする隆良は完全にスルーし、アリアは夜侘の返答を促うながす。

「遠えん慮りよすることはない。正直に言ってくれればいい」

「……あ、アタシは……」

　片手を自身の頭の上に置いた夜侘が、少しだけ何かを考えた後に答えを返した。

「ど、どうしてもって、いうのなら……組んであげても、いいですけどぉ……」

「言わねーよ。何で俺が下手に出なきゃいけねーんだ」

「……っ！　にゃっ、あっ、にゃ……あ、アナタじゃなくっ……！　アリアお姉さま！　アリアお姉様に言われたらっ！」

「俺の意見は完全無視かコラァァァ！」

「じゃあ、どうしても頼たのむ」

「完全無視なのかコラァァァ！」

「ていうか、わたくしの意見も聞きなさいですのーっ！」

　強引に割って入った沙凪を、しかしアリアはスルーすることなく対応した。

「しかしな、沙凪ちゃん。キミは任務に当たりたいと、前々から言っていたではないか」

「そ、それはそうですの……」

「完全無視なんですねコラァァァ！」

「だけどキミの『異能』では、単独で任務に赴おもむくのは危険過ぎる。しかしチームで当たるというのなら、話は別になるワケだ。解わかるな？」

「う、うう……でもですの……」

　それでも渋しぶる沙凪に、隆良が横から口を挟はさむ。

「なんだ、ガキ、お前の能力も微び妙みようなのか？」

「なっ！　げ、ゲルマニウムと一いつ緒しよにしないで欲しいですの！　わたくしはＣランクのストレンジャー！　Ｅランクとは格からして違ちがうんですのよ！」

「な、何ぃ!?」

　思いも寄らぬ言い分に、隆良は驚おどろきを隠せなかった。沙凪はといえば、腰こしに両手を当てて勝ち誇ほこるかのようにふんぞり返っている。

「ふふん……身の程を弁わきまえることですの」

「くっ……お、おい、アリア。コイツの言ってること、本当なのかよ？」

「ああ、間違いない。確かに沙凪ちゃんはＣランクのストレンジャーだ」

「……そうかよ。で、どんな能力なんだ？」

「えっ？」

　たずねられた沙凪が、なぜか驚いて目を丸くした。

「えっ、じゃねーだろ。そんなスゲー『異能』なら、是ぜ非ひお聞かせ願いたいんだけどな。それにもしかしたらチームとして組むことになるかもしれねーんだし、仲間の能力を知っとくのは当然だろ？　それとも、恥はずかしくて説明できねーような能力なのか？」

「だ、だから、庶しよ民みんの貧相な能力と一緒にするなっていうんですの！」

「じゃあ、説明してくれよ。ほれ、早く」

「ぐ、ぐぬぬですのっ……！」

　実のところ隆良は、ある程度の確信を秘めて追つい及きゆうしていた。

　沙凪の能力は恐おそらく微妙なのだろう──と。

　その根こん拠きよは、二つ。まず自じ意い識しき過か剰じようで自己主張の激しい沙凪が、自身のアピールポイントであろうＣランクの『異能』を真っ先に自じ慢まんしてこなかったこと。そしてもう一つは、単独で任務に赴けない程度の能力であるという、つい先ほどのアリアの言葉からだった。

　そもそも政府にとってあまり使い道の無いという前提の上で集まっているメンバーだ。それほど大層な能力だと隆良が思えなかったのも、ある意味では当然と言える。

　しかし言いよどんでいた沙凪が、ここで再びふんぞり返った。

「わたくしの『異能』は、どんな虫でも自由自在に操あやつれるという能力！　どうですの、無礼なゲルマニウム庶民！　これでも微妙だと言うんですの!?」

「……な、なにいっ!?　どんな虫でも、自在に、って……マジかよ……？」

「あったりまえですの！　今度こそ恐れおののけですの！」

　転びそうなくらいにふんぞり返る沙凪の横から、アリアが補足する。

「正確には、節足動物の昆こん虫ちゆう類と、例えばミミズなどといった環かん形けい動物なら、どんな虫でも自在に操れる、ということだ。同じ変温動物でも、は虫類などは無理のようだぞ。なんていうかこう、見るからに虫！　という感じのヤツだけだ」

「それでも充じゆう分ぶんスゲーよ……それでＣランクなら、それ以上はどんだけなんだ……？」

「ふふん、わたくしの実力、少しは理解できましたの？」

「チッ、まあな。例えば蜂はちなんかを大量に操られたりしたら、ひとたまりもねーよ」

「…………」

　先ほどまで勝ち誇っていた沙凪が、急に顔を背そむけて無言になる。

「おい、それで一度にどれくらいの虫を操れんだ？　……おい、ガキ、どうかしたか？」

「が、ガキって言うなですのっ！　大体、そう呼ばれるほど歳としも離はなれてないですのっ！」

「はぐらかそうとしねーで、いいから答えろよ。何匹びき操れんだよ？」

「……匹ですの」

「あん？　聞こえねーぞ。もっと大きな声で……」

「一匹っ！　で、す、のっ！　だったら何だって言うんですの!?」

「……んなこったろうとは思ってたけど、よりによって一匹かよ！　やっぱ微妙じゃねーか！　何でそんなんでＣランクになれんだよ！」

「うるさいですのーっ！　ゲルなんかに比べたら、よっぽどすごいんですのーっ！」

「まあまあ二人とも、落ち着きたまえ」

　興奮し過ぎて話が出来なくなった沙凪に代わり、アリアが説明役を務める。

「沙凪ちゃんの『異能』は、一度に一匹だけとはいえ、本当にどんな虫でも操れるからな。その汎はん用よう性と強制力の高さが評価されたのだ。しかも、操っている虫が視界に入っている限りは、半永久的に操作できるのだぞ」

「……だったら、俺のゲルだって……身体からだのどこからでも出せるし、量も……」

「残念、それを踏ふまえてもＥランクの判定だ」

「チクショォォォ！　納得いかねぇ！」

　うずくまって床ゆかを叩たたく隆良を尻しり目めに、アリアが沙凪と向かい合う。

「とにかく、沙凪ちゃん。対アウトローの任務に当たりたいというのなら、キミにはチームを組むという道以外は残されていない。どうしても彼らと組むのが嫌いやだというのなら、キミ以外の他ほかのストレンジャーを呼ぶことになるが……」

「む、むむ……不本意ですけど、仕方ないですの……我が慢まんするですの」

「そうか、ありがとう。沙凪ちゃんならそう言ってくれると信じていたよ」

　どうも話は纏まとまりつつあるようだが、隆良だけは相変わらず不満顔だった。

「結局、俺の意見は無視なんスよね。いいんスけどね、別に」

「ふむ……まあ、そう言うな、隆良くん」

　拗すねて床を転がる隆良に、アリアがしゃがみ込んで話しかける。

「私はキミに、ある意味では最も期待しているのだよ。意外と洞どう察さつ力りよくもあるようだしな。それに……キミからは他のストレンジャーには無い、特別な何かを感じるのだ」

「……ホントかよ？」

「ああ、本当だ。言っておくが、お世辞でも何でもないぞ。私はこれまで多くのストレンジャーを見てきたし、その分だけ見る目はあるつもりだ」

「……ふーん？　うーん、まぁ、そうかぁ……？　うん……そうだよなぁ！　そんなら、しょうがねえかなぁ！　確かにこいつらだけじゃ頼たよりねえし、俺がいねぇとなぁ！」

　あっさりと機き嫌げんを直した隆良を見て、夜侘が少しばかり表情をしかめる。

「……お姉さま、いいの？　あの人……隆良、すごく調子に乗っちゃってますよ……？」

「ああ、夜侘ちゃん。なに、期待しているというのは本当だしな」

「にゅう……なんか、微妙に納得いかないですケド……」

　ふくれっ面つらをする夜侘に苦く笑しようしながら、アリアは軽く手を叩いて全員の注目を集めた。

「よし、それじゃ決定だな。キミ達三人は、これから一いち蓮れん托たく生しようのチームとなって活動すること。まずは、そうだな……リーダーでも決めようか？」

　アリアの提案に、今しがたチームとなった三人の目が同時に光った。

「それなら当然、この中で最もランクの高い、わたくしで決定ですの！」

「は？　ガキが何言ってんだ。こういうのはな、年長者がやるモンなんだよ」

「年功序列とか、今時古いよ。こういうのはアタシみたいな正統派の、炎ほのお使いがやるべきなんだからっ。こんなの、当たり前なんだからねっ？」

「何言ってんだ。お前のは炎じゃなく、弱火って感じだろーが。風が吹ふいたら消えそうな癖くせしてよ」

「！　そ、そんなの関係ないよっ！　それにアナタだって、リーダーなんて向いてないでしょ。ゲル出すリーダーなんて……ゲルリーダーなんて、チームの品性が疑われるよっ」

「そうですの！　やはりその辺を踏まえれば、チームに箔はくを付けるためにも、Ｃランクのわたくしがリーダーになるのが一番……」

「ガキがリーダーになって何の箔が付くっつーんだよ。安物のメッキか？　だから、本当に舐なめられたくねーんなら、一番年上で、この中では唯ゆい一いつの男である俺がだな……」

「今度は男だん尊そん女じよ卑ひ？　古すぎるよ。却きやつ下か。ここは間を取って、やっぱりアタシが……」

「間を取る意味が分かんねーだろが！　素す直なおに俺をリーダーと認め……」

「一番ランクの高いわたくしを、素直にリーダーと認めればいいんですのっ！」

　三者一様、誰だれもかれもが似たようなことを主張しあい、話は一向に纏まる気配を見せない。全員が冷静さを欠いたまま、ただただ自分勝手な主張を繰くり広げている。

「だーっ！　俺がやるっつってんの！　認めろぉぉぉ！」

「炎使いが基本なのっ！　そっちこそ、譲ゆずるべきだよっ！」

「わたくしが適任ですの！　いい加減、認めるんですの～！」

「……はい、そこまで！」

　延々といがみ合う三人を見かねたのか、アリアが制止の声を上げた。

「統率を取るためのリーダーを決めようとしているのに、それで統率が乱れていては本ほん末まつ転てん倒とうだ。よって、臨時のリーダーは私が務めることにする。異論ないな？」

「んなっ！　お、おい、アリア……」

「文句は聞かんぞ、隆良くん。それに安心しろ。あくまで臨時のだからな。キミ達の中で最もリーダーに相応ふさわしい者がいると判断したら、私から改めて正式に、その者をリーダーとして任命しよう。それでいいか？」

「ん……ま、まあな……ここで揉もめてても、一生決まりそうもないしな」

「うむ、そうだろう。言いたいことがあるというのなら、仕事でだ。幸い、実力をアピール出来る現場には事欠かないしな」

　そう言って含ふくみ笑いを浮うかべたアリアが、一枚の資料を隆良達に見せつけた。

「それでは早さつ速そく、キミ達のチームに実力を示す場を与あたえよう。アウトローの捕ほ獲かく任務だ」

「なっ……い、いきなりかよ！」

「ふふっ、どうした隆良くん、怖おじ気けづいたか？　ま、当然だろう。ストレンジャー同士との戦せん闘とうとなれば、命を落とす危険もある。今なら尻尾しつぽを巻いて逃にげることも出来るぞ？」

「……おいおい、アリア、舐めんじゃねーよ」

　明らかな挑ちよう発はつに対し、隆良を筆頭としたチーム全員が過か剰じような反応を示した。

「むしろ、ラッキーだぜ。こんな早々にリーダーとしての実力を示せるんだからよ！」

「好都合だよ。我が炎の威い容よう──改めて識しるべしっ」

「わたくしに任せておけば安心ですの。Ｃランクの実力、お見せしますの！」

　頼たのもしく思えるほど自信に満ち溢あふれたメンバー達を見て、思わずアリアはこう呟つぶやいた。

「御ぎよしやすいなぁ……本当に」

「アリア、何か言ったか？」

「いや、何でもないさ、隆良くん。さあ皆みんな、早速現場へと赴おもむこうか！」

　扱あつかいやすいチームを率い、アリアが意い気き揚よう々ようと歩き出した──が、何か思い出したらしく、すぐに足を止める。

「あ、そうそう、沙凪ちゃん」

「？　なんですの？」

「ゲルはな、ゲルマニウムのことではないぞ？」

「…………!?」

　瞬しゆん間かん、驚きよう嘆たんに彩いろどられる沙凪の表情──が、しかしすぐに一転し、

「……ほ、本気にしちゃったんですの？　あ、あれはその……そう！　お嬢じよう様さま流のジョークですのよ!?　オーッホッホッホ！」

　明らかに動どう揺ようしながらも、高笑いのポーズへと転じていった。
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　街の死角とも言えるような夜の裏通りで、隆たか良らと夜よ侘わびと沙さ凪なぎの三人が身を潜ひそめていた。

　各自が耳元に取り付けていた小型の無線機から、通信でアリアの声が届く。

『キミ達の記念すべき初ターゲットは、二人組のアウトローだ。一人はＣランクのストレンジャー、通つう称しようゴリラさん。大おお柄がらな男で、自身の力を強くする異能の持ち主だ。もう一人はカエルさん。ゴリラさんとは対照的に小柄な男で、能力も自身のスピードを増ぞう幅ふくさせるというモノだ。カエルさんはＤランクだがな。まあ、分かりやすいコンビだろう』

　アリアの説明を受け、隆良は何となく脱だつ力りよくしながらも訊たずねた。

「……そいつらの通称、一体どこのどいつが考えてんだよ」

『私だ。可愛かわいくて親しみ易やすいだろう？』

「ターゲットに親しみ覚えさせてどうすんだぁぁぁ！　せめて呼び捨てにしろ！」

「……そういう問題なのかなぁ……？」

　隆良のツッコミに首を捻ひねる夜侘は差し置き、アリアの通信は続く。

『とにかく、彼らを捕獲するのがキミ達の任務だ。どのような手段を使っても構わない。あと、これは老ろう婆ば心しんだが……ゴリラさんには、特に気をつけろよ』

「ああ、Ｃランクだからか？　でもまぁ、能力が分かってれば……」

『甘く見るなよ、隆良くん。キミ達の持つ異能というのは、それほど単純なモノではないぞ。まあ、実際に体験するのが手っ取り早いか。では、通信を切ろう。健けん闘とうを祈いのる』

「なに？　おい、単純なモノではないって、どういう……おいっ！　くそっ、アリアのヤツ、ターゲットの特とく徴ちようも伝えず切りやがった。大柄と小柄ってだけで判わかるわけ……」

「あ、あの……ねぇ、隆良」

　不意に夜侘が、隆良の服の裾すそを引っ張りながら呼びかける。

「……アレじゃない？」

　夜侘の指差した先に、大柄な男と小柄な男がいた。それだけでターゲットだと断定できるはずがないのだが、彼らに関しては例外のようだ。

「ウホッホ、いい夜だなぁ、ウホッ」

　ウホウホと言いながらバナナを貪むさぼる男を見て、隆良はあんぐりと口を開けた。

「う……ウホウホ言ってバナナ食っとるぅぅぅ！　間ま違ちがいねぇ、アイツがゴリラだ！」

　更さらにゴリラの横にいた、通称カエルとおぼしき人物が、こくこくと頷うなずく。

「ゲコッ、ゲコッ、本当ゲコね、兄貴」

「ゲコゲコ言っとるぅぅぅ！　ゲコゲコ言う人間初めて見たわ！　気持ち悪いわ！」

　隆良はわなわなと震ふるえながら、自らが身を潜めているのも忘れてツッコんでいた。

「何なんだアイツラは！　どんだけ自分の通称に忠実なんだよ！　少しは自分達の言動を疑問に思え！　人としての尊厳をかなぐり捨ててまでキャラ作ってんじゃねぇぇぇ！」

「うぷっ……ハエ味のジュース、不ま味ずいゲコ……」

「キャラ作りのために無理してんじゃねぇかぁぁぁ！　んなゲテモノ口に合うハズないだろうが！　お前はカエルじゃねぇんだよ！　人間なんだよぉぉぉ！」

「なんか今日、やけにうるさいウホね」

「そうゲコね、兄貴。だけどなんだか心に響ひびくうるささゲコ」

「こんだけ騒さわいでんのに気付いてねぇし！　ああああもう！」

　気付かれていないのならそれで幸いのはずだが、隆良は歯は痒がゆい思いを噛かみ締しめて地団太を踏んだ。そんな隆良を諫いさめたのは、少しばかり怯おびえた様子の夜侘である。

「し、静かにしないと見つかっちゃうよっ。相手はＣランクとＤランクなんだから、ちゃんと作戦立てないと捕つかまえられないよっ……？」

「ちくしょー……まだまだ言い足りねーけど、確かにそうだな……」

「……ふん、随ずい分ぶんと弱気なことですの」
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　言い捨てた沙凪が、隆良達を押しのけて、少しだけ前に出る。

「やっぱり、わたくしだけでも充じゆう分ぶんですの。Ｃランクの実力、見せてあげますの！」

「おいおい、たかだか虫一いつ匹ぴきしか操あやつれないチンケな能力で、どうしようってんだよ？」

「ふんだっ、下品なゲル男の分際で、甘く見ないで頂きたいですの。要は、その一匹だけ操れる虫が強力であれば、なんの問題も無いということですの」

　自信満々に笑みを浮かべた沙凪が、得意顔で説明を始める。

「蠱こ毒どくの法──というのをご存知ですの？　毒虫同士を互たがいに喰くらい合わせ、その内に宿る毒を強めるというおぞましい法ですの。そうして──ちょっと一回、待つですの」

　唐とう突とつに説明を止めた沙凪が、ポケットからメモ帳を取り出し──説明を再開する。

「……そうして最後まで生き残った毒虫には、屈くつ強きような武人をも一噛みで屠ほふるという強きよう靭じんな毒が宿ると言われていますの。大昔に存在した陰おん陽みよう師じという──今で言うストレンジャーの一族のような者が使用したとされる術ですのよ」

「…………」

「ふふんっ、恐おそろしくて声も出ないようですのっ」

　得意顔を見せ、沙凪が今しがた読み終えたメモ帳をポケットへ収める。かなり出鼻を挫くじかれた隆良だが、耳慣れぬ術法への興味を何とか奮い立たせ、ごくりと喉のどを鳴らした。

「いきなりカンペ読み始めたのはともかくとして……おいおい、物ぶつ騒そうながら、なんか格好よさげじゃねぇか。まさか、ガキ……」

「ガキって言うなですの！　まあいいですの。御ご覧らんなさいですの！」

　沙凪がぶら下げていたショルダーポーチから、ガラス瓶びんを取り出した。その透とう明めいな密室の中で、見るもおぞましい大きなムカデが毒々しく蠢うごめいている。

「ひっ……!?　き、気持ち悪ぅいっ……」

　生理的な嫌けん悪お感かんを包つつみ隠かくさない夜侘を見て、沙凪はむしろ満足そうな笑えみを浮かべた。

「これこそ、わたくしが手塩にかけて育てた大おお百足むかでの『毒虫の憂鬱な片想いグルーミイ・センチピード』ですの！　普ふ段だんは呼びにくいから、グルちゃんって略してますの」

「やっぱ呼びにくいのかよ！　だったら普ふ通つうに名前つければいいだろが！」

「う、うるさいですの！　わたくしの使し役えきするモノに相応しい名前を付けたら、自然とこうなっちゃったんだから、仕方ないですのっ！」

「天然でやっとんのかそれぇぇぇ！　……いや、まぁ俺も自然体ですけどぉ～！　自然とカッケー名前とか思いついちゃうんですけどぉ～！」

「意味分からないこと言うなですのっ！　グルちゃんに噛ませますのよっ!?　三日三晩寝ね込こめですのっ！」

　噛み付かんばかりに隆良を威い嚇かくした沙凪が、しかしすぐに視線をターゲットへ移す。

「ふん、まずは先にあの二人を捕獲しますの。あなたと決着をつけるのは後回しですの」

　ガラス瓶の蓋ふたを開け、沙凪は指先で瓶底をつまむようにしながら軽く振ふった。

「ひ、ひぃ～……ぐ、グルちゃん、早く出るんですの……」

「お前も気持ち悪いんかぃぃぃ！　そういう能力持ってる身として、どうなんだそれ！」

「う、うるさいですの！　手が滑すべってうっかり触さわっちゃったらどうするんですの!?」

　そうこうしている内に、大ムカデことグルちゃんの全身がガラス瓶から這はい出てくる。

「ふう……よーし、それじゃ、そろそろ始めますの」

　一度深呼吸をして集中力を高めた沙凪が、念力でも送るように両手の平を突つき出した。

「行きますの……わたくしの華か麗れいなる『異能』──『女王に仕える働き蟻の従順マリオネツト・ワーム』ッ！」

　沙凪の合図と同時に──グルちゃんが、進み出した──！

　──のろのろと、ゆっくり地を這って。

「ぐぬぬっ……あ、小石ですの。避よけて、避けて……」

「……おい、ガキ」

「うるさいですのっ！　気が散りますのっ！」

「…………」

　取り付く島もない沙凪は諦あきらめ、隆良は夜侘に声をかけた。

「……アレ、虫の選せん択たくミスなんじゃね？」

「……しかも、なんていうか……地味だよね」

「なんつーか……能力の持ち腐ぐされっつーか、ぶっちゃけ……アホ？」

「そ、そんなこと言っちゃ、さすがにかわいそうだよっ……」

「む～……むっ、誰だれですの！　あんな所にタバコをポイ捨てしたのはっ！」

　白熱している沙凪とは対照的に、隆良と夜侘はあくびが出そうなほど退たい屈くつしていた。そうして傍はたから見ているだけでも、気が遠くなりそうな程ほどの歩みの遅おそさである。

　しかし沙凪の堅けん実じつかつ地味な苦労は実を結び、グルちゃんはゴリラの足元までようやく辿たどり着いた。胸を撫なで下ろして一安心した沙凪が、グルちゃんに指令を出そうとする。

「ふう……ようやく辿り着きましたの。さあ、グルちゃん、思い切り噛み付いて──」

「あ、兄貴っ！　あれを見るゲコッ！」

「ん？　どうしたウホ？」

「──あっ」

　不意にゴリラが振り返ったことで、その足元にいたグルちゃんは、無情にも踏ふみ潰つぶされてしまった。隆良達を取り巻く空気が、思わず凍こおり付いてしまう。

「…………」

「お、おい、ガキ……」

「……苦労して……育てましたの、に……」

「…………」

　打ちひしがれる沙凪に掛かける言葉が見当たらず、隆良は口をつぐんだ。

「……ま、まあ、とにかく今はターゲットをどうするかが重要だしな。うん」

　無理やり納なつ得とくした隆良が、視線をゴリラ達のほうへ移す。

「チクショー……これからどうすっかな」

　悠ゆう長ちように悩なやむ隆良とは対照的に、気の弱い夜侘は明らかな焦あせりを見せていた。

「た、隆良。今のでアタシたち……気付かれちゃったんじゃ？」

「……いや、そうでもねぇらしいな」

　夜侘の危き惧ぐが外れていたことを、隆良が人差し指で指し示す。

「ウホッ！　こんな所で、俺好みのカワイ子ちゃん発見ウホッ！」

「ふ、ふみっ!?　な、なんなのアナタ達！」

「ゲコゲコッ……ちょっと落ち着ける場所でお茶しな～い？　ゲコ」

「一昔前の絡からみ方ぁぁぁ！　って、ん？　あっちの女、どっかで見た気が……」

　ゴリラとカエルに絡まれているツインテールの女の子。どこで見たのか隆良が思い出そうとしていると、女の子は強がった笑みを浮うかべた。

「く、くふふっ……あ、あたしをＣランクストレンジャーと知っての狼ろう藉ぜきかしら？」

「……あ、思い出した」

　彼女は以前、学校で隆良に絡んできた、二年生の久く遠どお郁ふみだ。隆良にしてみれば非常に印象の薄うすかった彼女だが、その特徴的な笑い方だけはよく覚えていた。

「そんなの、知らんウホ。大体、俺もＣランクウホ」

「……だ、だったら何だって言うのかしら。悪いけど、あたし達は先を急ぐから」

　取り巻きの男子生徒を引き連れ、郁は早々と立ち去ろうとする。しかしゴリラはそれを許さず、その大きな身体からだで郁の進行方向に立ちはだかった。

「おぉっと、つれないウホね。こう見えても俺は優やさしいんだウホ。悪いようには……」

「おいっ、テメー、絡み方が古ふる臭くさい上にしつけーんだよ！　テメーみてーなウホウホ言ってる変人を、郁ちゃんが相手するわけねぇだろうが！　おとといきやがれ！」

　郁の取り巻きである威い勢せいの良い男子生徒が、自分より体格のあるゴリラに果か敢かんな牽けん制せいを仕掛ける。しかしゴリラは、微み塵じんも臆おくしていないようだ。

「ウホッ、もしかして……キミもストレンジャーウホか？」

「ちげぇよ、ゴリラ野や郎ろう。だけどなぁ、相手がストレンジャーだろうが何だろうが、関係ねぇ！　郁ちゃんはこの俺──明あき久ひさ様が護まもるんだからなぁ！」

「暑苦しいウホねぇ……そういうのは嫌きらいじゃないウホが、話が進まんゴリ」

「ついにゴリとか言い出したぁぁぁ！　どこまで行く気なんだあのゴリラァァァ！」

　隆良が身を潜ひそめたまま叫さけんだが、彼らはいっそ不思議なくらいに気付かない。

　と、その時、ゴリラが面めん倒どう臭くさそうに腕うでを振り上げ──

「──ウホんぬっ！」

　コンクリートの壁かべを、一いち撃げきで粉ふん砕さいした。

　さすがに固まってしまった明久を見て、ゴリラが口元をいやらしく歪ゆがめる。

「ウッホッホ。さあ、これで解わかったゴリ？　解ったら大人しく……」

「……知るかってんだよ」

「……ウホッ？」

　俯うつむき加か減げんでぽつりと呟つぶやいた明久に、ゴリラが丸々と目を見開く。対する明久は、顔を上げてゴリラを果敢に睨にらみ付けた。

「男がよぉ、か弱い女の子を置いて、尻尾しつぽ巻いて逃にげられるか？　舐なめてんじゃねえよ！　男、明久！　郁ちゃんを護るためならなぁ、いつでも命投げ出す覚かく悟ごは出来てんだぁ！」

「……昭和のノリだな、アイツ」

　背中に火が付いたように燃え上がる明久に、隠れて眺ながめていた隆良が冷静に呟く。

　──と、次の瞬しゆん間かん。

「……あ、あのっ！」

　明久とゴリラに割り込むように、郁の取り巻きの気弱そうな男子生徒が歩み出た。

「あの……僕がこの場に残りますから、ふ、二人は見み逃のがしてくれませんか？」

「……ふ、ふみっ!?　悠ゆう、何言ってるの!?」

「い、いいからっ！」

　身体と声をガクガクと震ふるわせながら、悠と呼ばれた男子生徒は言葉を続けた。

「な、何か気に障さわったなら謝ります。僕のことは、いくら殴なぐったって構いません。何でも……何でもしますから、二人だけは見逃してあげてください」

「……うーん、そうは言っても、俺はそっちの子がいないと意味ないウホけどねぇ」

「ゲコゲコッ……そうでもないゲコよ」

　カエルが悠の顔を舐めるように眺め回し、下げ卑びた笑みを浮かべる。

「こっちの子、結構な美少年ゲコ。はっきり言って、タイプゲコよ」

「……ひ、ひいっ……！」

「ふーん、そうウホか？　お前の趣しゆ味みは、よくわからんウホ。まあいいウホ」

　受じゆ諾だくしたような素そ振ぶりを見せたゴリラを、悠は青ざめた表情で見上げる。

「あ、あの……それじゃ、二人は見逃して……」

「じゃあお前はそいつの相手をするウホ。俺のダンスのお相手は、こっちの子ウホ」

「……なっ！　そ、そんなの、話が違ちがいます！」

「そんな話、最初からしてた覚えは無いウホ。最初から最後まで、俺はそっちの子に釘くぎ付づけゴリよ。なぜなら……」

　郁達を凝ぎよう視ししていたゴリラの目が、濁にごった輝かがやきを放つ。

「俺は……こういう頭の悪そうな体育会系のカワイイ男子が、大好きウホからねぇ！」

「……は？　俺？」

　呆あつ気けに取られる明久を差し置き、カエルが飛び跳はねながらゴリラを讃たたえる。

「ゲッコォゥ！　さっすが兄貴、吐はき気けを催もよおすくらい自分の萌もえに忠実ゲコッ！」

「ウッホッホ、そう褒ほめ……おい、それ褒めてるウホか？　おい、弟分」

　なにやら腑ふに落ちないゴリラに対し、郁が呆気に取られながら声を上げる。

「……えっ、ちょっ、アンタ達、あたしに絡んでたんじゃないの？」

「知らんって、最初から言ってるウホ。キミは別に帰ってもいいウホよ」

「……こ、この気持ちワリィ、ゴリラ野郎が……郁ちゃんになんつー失礼な……」

　ゴリラの熱ねつ烈れつな視線を一身に受けていた明久が、嫌けん悪おに震えながら悠に語りかける。

「ゆ、悠、郁ちゃんを連れてさっさと逃げろ。こここ、ここは俺が引き止めとくからよ」

「明久まで何を言い出すのよ！　ていうか、気持ち悪くて震えてんじゃないのよ！」

　悠が答えるよりも先に郁がツッコむが、どうやら逃とう亡ぼうは許されないようだ。

「おおっと、逃がさんゲコよ。そっちの子は、俺の獲え物ものゲコ」

「ふみっ!?　い、いつの間に……」

　先ほどまでゴリラの横にいたカエルが、いつの間にか郁達の後ろに回り込んでいた。しかし悠は即そく座ざに、郁を庇かばってカエルの前に立ちはだかる。

「ふ、郁ちゃん、早く逃げて！」

「あ、アンタ達ね、いい加減にしなさいよ！　何で『異能』も持たない一いつ般ぱん人じんを置いて、あたしだけが逃げなきゃいけないのよ！　大体逃げるのは、むしろアンタ達の方……」

「む、無理だよ……あんな風に壁を壊こわしたり出来る人に、いくら郁ちゃんだって勝てっこないよ……しかも、二人組だもん。お願いだから、郁ちゃんだけでも先に逃げてよ」

「アンタ人一倍ひ弱な癖くせに、なに言ってんのよ！　アンタこそ逃げなさいってば！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。僕だって郁ちゃんのためなら、いつでもこの身を投げ打つ覚悟は出来てるんだから……！」

「……いやだから、その身を狙ねらわれてんのはアンタ達でしょーが！　あたしだけ色んな意味で置いてけぼりにするのは、やめなさーいっ！」

「……さっきから、うるさいウホねぇ」

　それまで郁を蚊か帳やの外にしていたゴリラが、いきなり彼女に視線を集中する。

「先にお前から処理してやるウホ。そっちの子の相手は、それからウホ」

「なっ……！　ナメないでよねっ！　あたしだってＣランクのストレンジャー。アンタ達になんて負けないんだからっ……喰くらいなさい！　あたしの『異能』──」

「ウッホォンヌッ！」

「──ひゃんっ!?」

　果敢にも応戦しようとした郁の足元に、ゴリラの大きな拳こぶしがめり込む。恐きよう怖ふにへたり込んでしまった郁を見て、ゴリラは嗜し虐ぎやく性の強い笑みを浮かべた。

「おおっとぉ、怖こわすぎて、ついつい手元が狂くるってしまったゴリ……ウッホッホ」

「ひ、あ……ふ、ふみぃぃぃ……」

「さぁて、遊びはここまでウホ……邪じや魔ま者ものには、そろそろご退場願うゴリよ」

　そんなことを呟くゴリラの目からは、言葉通り容よう赦しやなど抜ぬけ落ちているようだった。

「くっ……郁ちゃん、早く逃げろ！　俺が時間を稼かせぐから！」

「郁ちゃん、早く逃げて！」

　明久と悠がそれぞれ大声を上げて促うながすが、腰こしを抜かしてしまっているのか、郁は地面に固められたかのように動かない。

「い、いやっ、こんなの……誰だれか、誰か助けてーっ！」

「……チッ！　一人くらい逃げろっつの！　ああもう、めんどくせぇな！」

　郁の悲鳴が上がるのと同時に、隆良が物もの陰かげから飛び出す。

「おい、お前ら、下がってなっ！」

　駆かけながら両手を突つき出した隆良が、ゴリラの進行方向に向けてゲルを噴ふん出しゆつした。

「ウホッ……ウ、ウホッ？　ウッホホーイ!?」

　足を思い切り滑すべらせたゴリラが、その巨きよ躯くで盛大に尻しり餅もちをついた。その隙すきに隆良は郁達の側そばへと辿たどり着く。

「ふ、ふみっ？　あ、あなたは確か、学校で……」

「おい、ここは俺らに任せて、さっさと逃げやがれ！」

「……！　は、はいっ！」

　隆良に言われた通り、郁は取り巻きを引き連れて早足で立ち去る。

「ありがとう……ありがとう！　ゲルの王子様ぁー！」

「なんだその粘ねん着ちやく質しつな王族はぁぁぁ！　もうちょっと他ほかに言い方ないんかい！」

　手を振りつつ去っていく郁に、隆良が追いかけて行きそうな勢いでツッコミを入れる。そんな隆良の足元で倒たおれていたゴリラの傍かたわらに、いつの間にかカエルが佇たたずんでいた。

「げ、ゲコォ……兄貴ぃ、大丈夫ゲコか？」

「う、ウホッ……ケツが痛いゴリ……」

　臀でん部ぶをさすりながら立ち上がるゴリラに、隆良は軽く舌打ちした。

「チッ……たまたま打ち所が悪かったりして、そのまま寝ねてりゃよかったのによ」

「そんな都合よくいかないよっ……ていうか、いきなり飛び出さないでよぅ」

　遅おくれて追いついてきた夜侘が、隆良を責め立てる。対する隆良は手をひらひらとバタつかせながら、面倒臭そうに答えた。

「あの時は、そうするしかなかっただろうが。まさか見捨てろっつーのかよ？」

「うっ……そ、そういう訳じゃないけどぉ……」

　それでも不満を残して口を尖とがらせる夜侘だが、二人の対話は立ち上がったゴリラに中断されることになる。

「……おい、お前ら、何で俺達の邪じや魔まをするゴリ？」

　威い圧あつを込こめて問いただすゴリラに、対する隆良は物もの怖おじせず向かい合った。

「ウホウホゴリゴリうるせーんだよ。テメーは黙だまってバナナでも食ってろ」

「なっ、何だとウホッ！」

　溜たまった鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、隆良がゴリラ達に悪態をつき始める。

「テメーもゲコゲコ言ってんじゃねえぞ、カエル野郎。大体な、ハエ味のジュースなんて飲んでんなよ。美う味まいわけないだろ。どこに売ってんだそんなもん。自作か？」

「げ、ゲコッ!?　何でそれを……」

「ったく、大体な、そんな珍ちん妙みような言動してりゃ避さけられるのも当然だろうが。少しは考えろっつーの。お前らはまず、自分自身を見直すことから始めやがれ。分かったか？」

「…………」

　あけすけに悪態をついた隆良は、そこでようやく一息ついた。

「ふー、これでちょっとはスッキリしたぜ。まだ言い足りねーくらいだけどな」

「……で、お前らは何者ゴリか？」

「あん？　……ふっ、そうだな、自己紹しよう介かいが遅れちまったか」

　余よ裕ゆうぶった笑えみを見せた隆良が、更さらに格好つけた立ち姿を取る。

「政府公認ストレンジャー、人呼んで『気まぐれ粘着王子バリアブル・ゲルプリンス』とは、俺様のことだ！」

「……あっ！　お、同じく政府公認ストレンジャー……通つう称しよう『紅炎の乙女プロミネンス・メイデン』！」

　やや怯えながらではあるが名乗りを上げた夜侘が、隆良に負けじと斜はすに構えたポーズを取る。

　二人して奇き妙みようなポーズで立ち尽つくしながら──違い和わ感かんを覚えた隆良が、ふと呟く。

「……なんか一人、足りなくね？」

　こういう場面で目立ちたがるはずの、お嬢じよう様さまぶった少女の姿が見当たらない。まさか逃げたのか──と思いきや、先ほどゴリラさんが転てん倒とうした場所に、彼女はいた。

「なんですの、これ……初めて見ますの……」

　水みず溜たまりのように広がっていたちょいとエグめのゲルを、沙凪が興きよう味み津しん々しんといった様子で眺ながめている。時々、手に持っている木の枝で突つついたりもしていた。

「きゃっ、なんかネバネバしてますの！」

「……おい、ガキ？」

「変なの、ですの……でもこれ、ちょっとおもしろ……」

「オイィィィ！　今、任務中だっての忘れてんのかぁぁぁ!?」

「……はっ!?」

　そこでようやく我に返った沙凪が、きょろきょろと周囲を見回し、「コホン」と一つ咳せき払ばらいして立ち上がった。

「わ、わたくしは『清浄なる緑の女王クリーン・グリーン・クイーン』ですの！　この名を覚えておくがいいですの！」

「今さらおせーんだよぉぉぉ！　ったく……」

　憤ふん慨がいそのままに叫さけんだ隆良が、気を取り直してゴリラ達のほうへ向き直る。

「ま、とにかくだ……この『逞たくましき隆良と愉ゆ快かいな仲間たち』が、お前らを取り締しまってやるぜ！　覚かく悟ごしなっ！」

「違うよっ。アタシ達は『可か憐れんなる夜侘とその他二名』だよっ」

「なに言ってますの！　『麗うるわしき沙凪と哀あわれな僕しもべ』ですの！」

　意見が真っ三つに分かれ、隆良達は仲間内で睨にらみ合う形になった。

「おい、ふざけんなよ！　リーダーの俺を差し置いて、何が……」

「リーダーはアタシっ。炎ほのお使いが一番妥だ当とうって、何度も言ってるでしょっ？」

「だから、リーダーは一番ランクの高い、わたくしですのーっ！」

「「「ぐ、ぐぬぬ～～～っ！」」」

　醜みにくくいがみ合う隆良達を見て、ゴリラが深いため息を吐く。

「……どいつもこいつも、全く聞き覚えが無いウホね。出たての芸人ウホか？」

「せめて新人とか言えぇぇぇ！　笑いを取る気なんて皆かい無むなんだよ、俺達は！」

「どうでもいいウホ。要するにお前らは政府公認ストレンジャー。俺達の敵ウホね」

　拳をコキコキと鳴らしながら、ゴリラが歩き出す。先ほど彼のパワーを目まの当たりにして恐おそれているのか、夜侘が震ふるえながら隆良の後ろに隠かくれた。

「た、隆良、作戦はあるんだよね？　こうやって敵の前に出てきたってことは」

「……ふっ、そんなん、決まってんだろ？」

　不敵な笑みを浮うかべた隆良が、堂々と親指を天に突き出しながらウインクした。

「……ノープランよぉ！」

「……にゃあ!?　ば、ばかぁ！　どうするのぉっ!?」

「えっ、作戦ないんですのっ!?　ホントにどうすんですのーっ！　……あっ！」

　隆良達からは少し離はなれた場所で慌あわてふためく沙凪が、視界の隅すみに何かを捉とらえた。

「あ、あれは……ええいっ！」

　縋すがるような思いで沙凪が操あやつったのは、一いつ匹ぴきの大きな蠅はえだった。操った蠅を巧たくみに旋せん回かいさせて、ゴリラの顔の周りを飛び回らせている。

「……ウホッ？　コイツ、なにウホか？　鬱うつ陶とうしい……ふ、フゴッ！」

　ゴリラの大きな鼻の穴に入ってしまい、蠅を視し認にんできなくなった沙凪がそのコントロールを失う。ゴリラは片方の鼻の穴を押さえ、異物を追い出そうと必死だ。

「フゴフゴ……フンッ、ブフンッ！」

「あ、兄貴ぃ……大丈夫ゲコか？」

「フゴッ……ぶ、ぶえっくしょーいっ！」

「────」

　ゴリラのくしゃみを頭から浴びたカエルの動きが、完全に硬こう直ちよくした。対照的に思い切りくしゃみをしてすっきりしたゴリラが、鼻水を啜すすりながら沙凪を睨む。

「さっきの虫を操ってたのは、お嬢ちゃんウホね？　ちょっと悪戯いたずらが過ぎるゴリよ」

「──ひっ！」

　自身の倍ほどもありそうな大男に見下ろされ、沙凪の身が恐怖に竦すくむ。

「そういえば、この中では一番ランクが高いとか言ってたゴリね。悪いけど、お嬢ちゃんから始末するウホ」

　野太い右みぎ腕うでを振り上げたゴリラを目の前にして、それでも沙凪は動けなかった。

「い、いや……こ、怖いですの……」

「おい、ガキッ！　くそっ、ビビってんじゃねーよ！」

「き、きゃあ!?」

　ゴリラが腕を振り下ろした、その瞬しゆん間かん──間かん一いつ髪ぱつ、駆け出していた隆良が沙凪へと飛びついて救出する。

「──うおあっ!?」

　直後、先ほどまで沙凪のいた場所から破は砕さい音おんが響ひびくのと同時に、微かすかに地面が揺ゆれた。

「危ねえ……あのままアソコにいたら、どうなってたんだよ……！」

　背中に冷ひや汗あせが流れるのを、隆良が鮮せん明めいに感じていると──その腕の中にいた沙凪が、目を丸くしながら唇くちびるを震わせる。

「は、はわわっ……あ、あの、ありが……」

「ちっ！　ここはひとまず、退くしかねぇか！」

「はうん」

　沙凪が何か言おうとしていたのには気付かず、隆良が夜侘へ声を掛かけようとする。

「おい、夜侘！　あのゴリラ野や郎ろうが体勢を崩くずしてる間に、一いつ旦たん退いて──」

「隆良……危ない！」

「──は？」

　焦しよう燥そう気味な夜侘の声で振り向いた隆良が、信じられない光景を目の当たりにした。

「誰だれが、体勢を崩しているゴリか？」

　ゴリラは直立不動で体勢など全く崩しておらず、隆良を真まっ直すぐ捕ほ捉そくしている。

「……ま、まさか、このゴリラ野郎ッ……！」

　アリアが『甘く見るな』と言っていた意味を、隆良は今になってようやく理解した。

　──体勢を立て直すのにも、パワーは要いるのだ──

　力を増ぞう幅ふくするゴリラの『異能』は、何も対象に攻こう撃げきを加えるためにしか使えないのではなかった。伸のび切った筋肉を引き戻もどすのも、肉体を稼か動どうさせるのも、力である。力を強める『異能』を持ったゴリラは、力を必要とする動作が常人よりも桁けた外はずれに速いのだ。

　しかし隆良がそれに気付いた時には、既すでに手て遅おくれだった。逃にげようとして崩れてしまった自身の体勢では、その腕で庇かばっていた沙凪を突き飛ばすのが精せい一いつ杯ぱいである。

「きゃっ！　な、何をするんですのっ……!?」

　沙凪の上げた抗こう議ぎの声に応こたえる余裕も、今の隆良には無い。今にも襲おそってこようとしているゴリラを、逆に崩れてしまった体勢で迎むかえ撃うつしかないのだ。

「なかなかイイ男でもったいないウホが……敵に容よう赦しやはせんゴリよ！」

　ゴリラが振ふり上げた拳こぶしを、隆良は両の腕でガードしようとする。

　──コンクリートをも破は壊かいする拳を、素す手でで？

「……チクショウ！　来るなら来いやっ！」

　腹を括くくった隆良が、思い切り歯を食いしばった。

　今まさに襲いくる衝しよう撃げきを覚悟し、隆良が目を閉じた瞬間──

「──ぎぇあぁっ!?」

　悲鳴が上がったのは隆良からではなく──ゴリラからである。

「……な、なんだ？　今、何か変な音が……」

　ゴリラの悲鳴と共に隆良がかろうじて耳にしたのは、バチッ、という短い炸さく裂れつ音おん。

　隆良が恐る恐る目を開けると──そこには右手に電でん撃げきを湛たたえる魅神みかんがいた。長手て袋ぶくろは身につけておらず、ミニスカートより下は素足で、靴くつ下したどころか靴さえも履はいていない。

「あっ……て、テメーは、雷らい轟ごう!?」

「…………」

　隆良の顔を見ようともせず、右手の電撃を落ち着かせた魅神が、耳元に取り付けていた通信機を使って話し始める。

「Ｃ級アウトロー『ストレングス』を確保。アリア、護送の準備をよろしく」

「おい、電動ミカン！　テメー、俺を無視してんじゃ……」

「ちょ、ちょっと待ちなさいですの！」

　詰つめ寄ろうとする隆良に割り込んだ沙凪が、魅神を指差す。

「まさかあなた……Ａランクの『雷らい神じん』ですの!?　何で、こんな所に……」
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「…………」

　沙凪の問いかけには応えず、魅神はカエルの方に集中していた。

「げ、ゲコッ……な、なんで『雷神』が俺達なんかを……」

「……大人しく捕つかまるのなら、手て荒あらな真ま似ねはしないわ」

「げっ、ゲコッ!?　ば、バカにするなゲコッ！」

　いきり立ったカエルが、四つん這ばいになって全身に力を込める。

「このっ……俺のっ……スピードにッ……！」

　瞬まばたきほどの一瞬で、隆良達はカエルの姿を見失った。

「ついてっ！　これるかっ！　ゲコォーッ！」

　カエルの一言一言が別々の場所から聞こえて、隆良は思わず困こん惑わくしてしまう。しかしこの常識外れのスピードを目の当たりにしても、魅神は相変わらず冷静だった。

「兄貴の仇かたきっ……ゲコーッ！」

「…………」

「お、おい、雷轟！　何ボーっとして……って、あれ？」

　威い勢せいの良いことを叫んだはずのカエルが、いつまで経たっても襲ってこない。隆良が警けい戒かいしていると、夜侘があらぬ方向を指差して叫ぶ。

「た、隆良ぁ……！　あそこっ！」

「へ？　……あ、アイツ、まさかっ！」

　カエルが逃げ出したのだと気付いたのは、その背中が遠く離れてからだった。

「何が兄貴の仇だ、あんのカエル野郎ッ……！　もうあんなトコに──」

　隆良が言い終えるより早く、その傍かたわらを一いち陣じんの疾しつ風ぷうが駆かけ抜ぬけた。

「ゲッゲッゲ！　逃げるが勝ちゲコ！　あんな化け物、相手にしてられ──」

　瞬間──なぜか自身よりずっと前にいた『雷神』を視認して、カエルが絶句する。魅神の膝ひざから下には、電気が迸ほとばしっていた。

「大したスピードだけど──」

　電気に変えていた脚あしを元に戻した魅神が、続いて手首から指先までを電気に変えた。

「音速ほどでは、ないようね」

「げっ……ゲコォッ──!?」

　魅神とのすれ違ちがい様ざまに、カエルが電撃により感電する。

「…………」

　カエルが失神したのを確認した魅神が、再び通信機を使って連れん絡らくを取り始めた。

「Ｄ級アウトロー『アジリティ』を確保。こちらの護送も、速すみやかにお願い」

　愛あい想そ無く言った魅神が通信を切りながら、どこから出したのか靴を履いた。




「電気怖こわい……電気怖いウホ……」

「うう……『雷神』に狙ねらわれるなんて、ツイてないゲコ……」

　武装した警護の人間に補導され、ゴリラとカエルが護送車に乗り込む。

　胸の下で腕を組んでそれを眺ながめていた魅神に、隆良がちょっかいを出した。

「ヘイヘーイ、電動ミカンさんよぉ。何でお前がこんなトコにいるんだよ、お？」

「アリアからの要よう請せいで監かん視しに来たのよ。状じよう況きよう次し第だいでは手を貸すようにと」

「チッ……アリアのヤツ、余計なことを」

「それはどうかしらね」

「……なにぃ？」

　不条理に凄すごむ隆良に対し、魅神はいつもの無表情を全く崩さず、淡たん々たんと続けた。

「あなた達の体ていたらく、見るに堪たえなかったわ。まず、身を潜ひそめておきながらあれだけ騒さわいでおいて、気付かれなかったのは奇き跡せきよね。しかも無計画に飛び出して、あろうことか無意味に相手の感情を逆さか撫なでて、終始隙すきだらけというみっともない有様──」

「ぶ、無礼ですの！　少しばかり名前が売れてるからって……」

「黙だまりなさい。あなた達、少しは理解してるの？」

　沙凪の反論を即そく座ざに抑おさえ、魅神は厳しい視線で告げた。

「私が割り込まなかったら、あなた達──今いま頃ごろ、こうして無事ではいられなかったわよ」

「……うっ」

　つい先ほど瀕ひんした危機的状況を思い出したのか、沙凪が軽く身み震ぶるいする。しかし最も危険な状況にあったはずの隆良は、相変わらず反はん抗こう的な姿勢を崩さなかった。

「だったらなんなんですかぁー。大体、俺は別に危険なんかじゃなかったでぇーす。何スかねー？　ご高名な『雷神』様は、そんなに手て柄がらを横取りしたかったんですかぁー？」

「……やっぱり成長してないのよね。助けて貰もらって、お礼の一つも言えないんだから」

「けっ、恩着せがましいんだよ。大体、誰も助けてなんて頼たのんでないしな。あんなゴリラとカエルなんざ、こう、ちょちょいっとだな……」

「……ゴリラとカエルって、なによ？」

「しらばっくれんなよ。お前が横取りした、俺達のターゲットだよ」

「……『ストレングス』と『アジリティ』のこと？　その変なセンス、まさか……」

「アリアァァァ！　なにファンシーな改変してくれやがってんだぁぁぁ！」

「やっぱりアリアなのね、全く……」

　呆あきれたようにため息を吐つく魅神を、いつの間にか夜侘が隆良の真後ろで凝ぎよう視ししている。

「……隆良。この人が例の……幼おさな馴な染じみ？」

「あ？　何言ってんだ、夜侘。こんなん、ただの腐くされ縁えんだっつーの」

「……ふうん、そうなの……」

　そんな二人のやり取りを見ていた魅神が、眉み間けんに軽く皺しわを寄せた。

「……何？　あなた、このバカ隆良と名前で呼び合ってるの？」

「……そうだけど、何か文句ある？　『雷神』さん？」

「おい、お前ら、人を挟はさんで何を言い争い始めてんだよ」

　文句を言う隆良だが、魅神も夜侘もまるで耳を貸さない。

「夜侘ちゃん、でよかったかしら。どこの誰だか知らないけど、バカと名前で呼び合ってるようじゃ、高が知れるわよ。止よした方がいいんじゃないの？」

「何それ？　意味分からないんですけど……あ、もしかして、羨うらやましいんですかぁ？」

「何が？　羨ましい？　そっちこそ、全然意味が分からないんだけど？」

「おい、俺の話題で俺を挟んで俺を置いてけぼりにしてんじゃねぇよ。何なの？　俺はこうやって無視されるのがデフォルトなの？」

　尤もつともな不満を漏もらす隆良だが、二人はもう耳を貸す気配も無い。

「ふう……『雷神』なんて呼ばれていい気になって、滑こつ稽けいだよ。アタシを……『灼熱の女バーニング・クイ王ーン』を知らず、井いの中の蛙かわずなんだからっ」

「聞いたこと無いわね。私は多た忙ぼうだから、新人なんていちいち気に掛けてる暇ひまは無いの。だけど、そうね。大海を知らないのはどちらか、先せん輩ぱいとして教えてあげようかしら？」

「お前ら、喧けん嘩かすんのは勝手だけどさ、とりあえず俺から離はなれてみねぇ？　それから存分にやり合えよ。何でお前らの喧嘩で俺が一番被ひ害がいを受けそうなポジションにいんだよ」

　一いつ触しよく即そく発はつの状況からそそくさと逃げ出そうとする隆良だが、実は虚きよ勢せいを張って震ふるえている夜侘に背中から抱だきつかれ、どうにも身動きが取れないでいる。

　魅神の目が一際鋭するどくなった瞬しゆん間かん、隆良は電撃で攻撃されるのを覚かく悟ごした。しかしそんな魅神を制止する声が、思いも寄らぬ方向から飛んでくる。

「それくらいにしておけ、魅神」

「……アリア？」

　突とつ然ぜんの来訪に驚おどろいた魅神が、夜侘と隆良に向けていた視線をアリアへ移す。

「どうしてここへ？　現場にまで来るなんて、珍めずらしいじゃない」

「なに、可愛かわいい部下達を労ねぎらってやろうと思ってな。もちろん、魅神もだぞ」

「要いらないお世話よ。それより今回の件、どういうつもりなの？」

「ふむ、何の話だ？」

「とぼけないで」

　視線を泳がせるアリアを、魅神が責めるように睨にらみ付ける。

「今回のターゲット……『ストレングス』と『アジリティ』の二人を、Ｅランクのバカ隆良まで含ふくめたメンバーに任せようなんて、無む謀ぼうが過ぎるんじゃないの？」

「ははは、まあ、そう言うな。それに魅神だって、彼らのサポートを頼んだら快く引き受けてくれたではないか」

「違うでしょ。私は急に聞かされて、仕方なく出動して来たの。もし私がいなかったら、政府公認のストレンジャーが三人も潰つぶされていたかもしれないのよ？」

「ふむ、それは確かにな。魅神の言うことも尤もだ……」

　あご先に指を当てたアリアが、申し訳無さそうに頭を搔かく。

「いや、本当にすまない。チームを組ませるというのは、いいアイデアだと思ったのだがな。今回の采さい配はいに関しては、完全に私の失態だ」

「……分かればいいの。それじゃ、もうこんな無謀な実験なんて」

「じゃあ、このチームに魅神が入ってくれれば、何の問題も無くなるな」

「……はぁ!?」

　アリアの思いがけない言葉に、魅神が目を丸々と見開く。しかしアリアは真ま面じ目めぶった表情を崩くずさず、淡々と続けた。

「確かに魅神の言う通り、隆良くん達だけでは心こころ許もとないかもしれん。それに、魅神だって一人よりは、仲間が居たほうが心強いだろう？」

「わ……私は一人で充じゆう分ぶんよ！　今までだって、ずっと一人でやって来たんだし……」

「それで、これまでにも何度か危険な目に遭あってきたな。それに関しては、キミが優ゆう秀しゆうなＡランクのストレンジャーであることに甘えてきた我々の責任でもある。だから、これからはチームでやっていくようにと……」

「……イ、イヤ。こんな奴やつらと組んだって、足を引っ張られるのは目に見えてるもの」

「ああ？　何か言ったか？　電動ミカンさぁ～ん？」

　隆良が横からちょっかいを出すと、魅神が露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな表情を作って応じる。

「だって、そうじゃない。アンタ達だけじゃ、さっきのアウトロー二人組すら捕ほ獲かくすることも出来なかったわ。私だったら、一瞬で終わらせられたのに」

「ああん!?　お前のは不意打ちだったじゃねーか！　俺らが注意を引き付けてたから、隙だらけのゴリラだかストレングスだかに、すんなり奇き襲しゆうかけれたんだろが！」

「ふむ、それに関しては、隆良くんの言い分にも一理あるな」

「なっ……アリア！」

　隆良の肩かたを持ったアリアに、魅神が怒いかりの視線を向ける。しかし同意を受けて勢い付いた隆良は、にやにやと笑いながら言葉で追つい撃げきした。

「ったくよぉ、自分がちょっとＡランクだからって、天てん狗ぐになり過ぎだっつーんだよな。少しは謙けん虚きよになれっつうの。子供じゃねーんだから……ぷふーっ」

　口元を押さえて笑う隆良の背後から、更さらに夜侘と沙凪がそれぞれ続く。

「不意打ちで手柄だけ持っていって、偉えらそうだよね。大体さっきのだって作戦だし。隆良が注意を引き付けて、アタシが援えん護ご。完かん璧ぺきな作戦だったのにね」

「わたくしだって、動けない振ふりでしたの。全く、作戦がオジャンですの」

　作戦などとは全くの口から出任せだが、魅神の癪しやくを逆撫でるのには充分のようだ。

「……面おも白しろいじゃない。そんなに言うんだったら──」

　魅神の眼光が鋭くなった瞬間、バチバチと電気を迸ほとばしらせる小さな球状の物体が、彼女の周囲に複数個形成された。結界の如ごとく張り巡めぐらされるそれに──沙凪が触ふれてしまう。

「──むきゅっ!?　ふ、ふにゅう……」

「……！　さ、沙凪ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ら、らいじょーぶれすのぉ……ふにゅにゅ」

　夜侘がその身を案じるが、沙凪は少し目を回しているだけで大事無いようだ。それほどの攻こう撃げき力りよくは持たない技わざらしいが、近づくことも困難なのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

「……アンタ達のチームワークとやらで、私を倒たおしてみせなさいよ。出来る物ならね」

「なっ……！　調子に乗りやがって。こんな技くれーで、ビビると思うなよっ！」

　自信を包つつみ隠かくさず仁に王おう立ちする魅神へと、隆良が無謀にも足を進めようとした時──横からアリアが間かん髪ぱつ入れず口を挟む。

「ふむ、魅神。それはなかなか面白いアイデアだな」

「……はっ？　アリア、何が面白いアイデアなのよ？」

　迸らせていた電でん撃げきの結界を収束させた魅神に、アリアは微笑ほほえみながら言葉を続ける。

「魅神と隆良くんのチームとで、勝負しようと言うのだろう？　ふむ、確かにそれが一番手っ取り早い。隆良くん達が勝てば、魅神は晴れてチーム入りという訳だな。では後日、お互たがいの準備が整い次第、決着をつけるとしよう。日取りは──」

「な、何を言ってるのよ、アリア！　私は別に、そういうつもりで言ったんじゃ……」

「おや、魅神ともあろう者が、まさか逃にげるのか？」

「誰だれもそんなこと、言ってないでしょ！」

　挑ちよう発はつするアリアとされる魅神の横から、更に隆良が不満顔で割り込んだ。

「ていうか別に俺らも、雷轟と組みてぇなんて言ってないんスけどー？」

「なんだ、隆良くん。魅神に勝つ自信が無いのか？」

「は!?　なに言ってんだアリア。あるっつーの、俄が然ぜんあるっつーの！　俺はただ、この自己中の人間発電機が『雷らい神じん』とか呼ばれて偉そうにしてんのが気に食わないだけで……」

「キミが魅神との勝負に勝ったら、その『雷神』をキミの下に置けるのだぞ？　もしかしたら、アゴで使うことも出来るようになるかもな」

「よし、やろう。是ぜ非ひともやろう。絶対やろう」

　急に手の平を返した隆良を、魅神が憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで睨み付ける。

「……甘く見るんじゃないわよ。いいわ、受けて立つわよ。ただし──」

　隆良を指差し、魅神は更にこう言い放った。

「私が勝ったら、二度と私に近寄らないで。アンタの監かん視し役も降ろさせてもらうから！」

「はっ、願ったり叶かなったりだっつーの！」

　隆良が吐き捨てながら、魅神の指先を素す手でで払はらいのける。すると魅神はなぜか驚いたように数度まばたきしてから、しかしすぐに気を取り直してそっぽを向いた。

「……ふんっ！　後こう悔かいさせてあげるわ。覚悟しなさいよ、バカ隆良っ！」

「何で俺が後悔すんだよ。勝っても負けても俺は別に……おい、聞けってーの！」

　隆良の呼ぶ声に耳を貸さず、魅神は早足で立ち去っていった。そんな彼女の背中を見送りながら、隆良が軽く舌打ちする。

「チッ……なんだアイツ。意味分かんねーよ」

「ふむ、魅神は素直じゃないな。勝って後悔することになるのは、自分だろうに」

「あ？　おいアリア、それどういう意味だよ」

「何でもないさ。さて、と……」

　はぐらかすようにして背中を向けたアリアが、そのまま護送車の方へと歩き出す。

「私は、ゴリラさんとカエルさんを収容所まで移送してくるからな。キミ達は先に組織に戻もどっていてくれ。また後でな」

　言い終えて運転席に乗り込んだアリアを見て、隆良の背筋が凍こおる。

「お、おい、まさか運転すんのって……」

　直後、護送車はその厳格さに似つかわしくない爆ばく音おんを放ち、走り始めた。

「う……ウホォーウ！　なんだゴリィー!?」

「げ、ゲコーッ!?　ゲ……おぼろろろろろろ」

「……グッドラック」

　ゴリラとカエルと、そして警護の方々の無事を祈いのり、隆良は背を向けて呟つぶやいた。
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　組織へと戻った隆たか良ら達は、さて魅神みかんにどうやって勝つか、と頭を悩なやませていた。とはいえ一向に良案は浮うかばない。夜よ侘わびなどは考え疲つかれて顔を洗いに行ってしまったくらいだ。

「あーあ……勝負っつってもなぁ、あんなチート級の能力に、俺らでどうやって勝てってんだ。手ぇビリビリさせるだけならまだしも、あんなスピードで動けるって……」

「……あ、あの、ちょっといいですの？」

　考え込んでいた隆良に、沙さ凪なぎがおずおずと語りかけた。先ほどまでと違ちがう、どこかしおらしい様子に、隆良が怪け訝げんな表情をする。

「んだよ、ガキ。なんか名案でもあんのか？」

「が、ガキって言うなですの！　……じゃなくて、あの……」

　もじもじと自身の両人差し指を擦こすり合わせてから、沙凪が意を決して続けた。

「さ、さっきは……危ないところを助けてもらって、その……ありがとうですの」

「あ？　さっきって……ああ、ゴリラの時のアレか」

　身を挺ていして沙凪を庇かばったことだろう。隆良にしてみれば無意識の行動だったし、忘れていたくらいの些さ細さいな出来事だったが、沙凪にしてみれば違うようだ。

「ちゃ、ちゃんとお礼言ってなかったですの……だから、気になってましたの。あの、えっと……その、あの時のアナタ、ちょっと……かっこよかった、ですの」

「……はあ、何言ってんだか、全く」

　俺が格好いいのなんて当然だろ？　と小こ憎にくらしいドヤ顔を決めていた隆良だが、ゲル男の自じ意い識しき過か剰じような反応に気付いていない沙凪は、頬ほおを赤らめながら話を進めようとする。

「だから、わたくしのこと……ガキっていうの、止やめてほしいですのっ！　ちゃんと名前で、呼んでほしいですの！」

「は？　おい、話が一気に飛ひ躍やくしたぞ。そんな話してたっけ？」

「い、いいから、呼ぶんですのっ！　早くっ！」

「……意味わかんねーよ。ったく、これだからガキはなぁ……」

「！　う、ううう～っ……！」

　再びガキと呼ばれ涙なみだ目めになる沙凪へと、隆良が続けて──

「まあ、あんま我わが儘ままばっか言ってんなよな──沙凪」

「！　い、今っ……」

「へっ、まあ、これから仲間としてやってくんだしな……ガキなんて呼び方じゃ、ちょいとばかしいただけねぇや」

　などとハードボイルドぶった口調で語る隆良だが、実のところ『かっこよかった』などと言われたのは初めてだったものだから、すこぶる嬉うれしかったらしい。

　とはいえ嬉しそうというならば、名前を呼ばれた沙凪のほうが上を行くようだ。

「にゅ、にゅふふっ、悪くないですの……」

「おいおい……それ、笑ってんのか？　変な笑い方だな」

「い、いいじゃないですのっ。だって、嬉しいんですの……にゅふっ、にゅふふっ」

「……はっ、たく、変なところで喜びやがって」

　妙みような笑い方をする沙凪を見て、隆良も思わず苦く笑しようしてしまう。

　喜色を隠さぬ笑顔のままで、沙凪が大きく口を開く。

「それじゃ、ゲルをわたくしに出してみてほしいですのっ！」

「ぶ───っ!?」

「きゃー!?　ツバじゃないですのっ！　汚きたないですのーっ！」

「さ、さっきから話がピョンピョン飛びはね過ぎだろぉぉぉ！　なんでそうなった!?」

「なんでって……だから、それはぁ」

　人差し指を立てた沙凪の、ウキウキと弾はずむような一言。

「ゲルって、なんだか楽しそうだからですの！」

「……は、あ？」

「あんなの、初めて見ましたの。でもさっきは、じっくり観察できませんでしたの……だから、改めて観察したいですの！　触さわり心ごこ地ちとか、気になりますの～♪」

「……汚いとか、思わねーの？」

「えっ？　あのゲルって、汚いモノなんですの？」

「いや、汚くねーよ！　俺の『異能』が汚いわけあるかっ！」

「そうなんですの？　なら安心ですの！　じゃあ、早く出してほしいですの！」

「え、あ、や、その」

　自分の『異能』は汚くない──隆良がそう思っているのは確かだが、素直にゲルを出すのはどうしても躊躇ためらわれた。なにせ夜侘やアリアなどは、基本的にゲルをエグいものとして扱あつかっていて、それこそ一いつ般ぱん的な感性だろうし、隆良もそれを完全には否定できない。

　が、しかし、今この時──

「早く早く～、ですの～！」

　ちょっとアホ──もとい世間知らずなお嬢じよう様さまは、無む邪じや気きにゲルをねだっている。それが世間知らずゆえの言動だというのは、隆良にも分かっている。

　だから、つまり──素直にゲルを出せない隆良の心情は、というと、

「あ、あああ……な、なんか罪悪感がぁぁぁ！」

　……というワケである。しかし沙凪のおねだりは、ゲルを出すまで止みそうもない。

「何を身み悶もだえていますの？　もう、いい加減にゲルを出してほしいですのっ！」

「くっ、こ、このっ……後悔しても、知らねーぞ!?」

「なんで後悔するんですの？　わたくしは、見たいんですのっ！」

「ち、ちくしょー……わかったよ！　見てやがれっ！」

「！　はいですのっ！」

　目を輝かがやかせる沙凪、葛かつ藤とうしながら『異能』を解き放たんとする隆良。

「い、いくぞっ……はぁ、はぁ」

「わくわく……ですの」

「出す！　出すぞぉぉぉ！　うおぉぉぉ！」

「あっ──きゃーっ！　ですのーっ！」

　飛び出したゲルに、その直ちよく撃げきを受けた沙凪が、喜びとも悲鳴ともつかぬ声を上げる。

「はぁ、はぁ……ふぅ」

「……あ、あの、隆良くん、賢けん者じやタイムを迎むかえているところで悪いのだが……」

「誤解の塊かたまりみたいなこと言うアリアがいつの間にか後ろにぃぃぃ!?」

　いつの間にやら背後にいたアリアに、隆良が飛び上がりそうなほど驚おどろく。

「どんだけ車飛ばしてきたんだよ、早すぎんだろ……つか、いつからいたんだよ！」

「……『い、いくぞっ、はぁはぁ……出す、出すぞ沙凪！　俺の溜たまったパトスをその身体からだで受け止めてくれぇ！　ああっ、出るぅぅぅ！』というところから……」

「脚きやく色しよくされすぎだろぉぉぉ！　んなこと言ってねーよ！」

「あ、すまないが、ちょっと近寄らないでくれるか……色々と、整理したいのだ……」

「…………」

　一気に開いた距きよ離り感かんに傷つく隆良だったが、アリアはとにかく真しん剣けんな様子である。

「……我々の中から、早くもアウトローが出ることになったワケだが……」

「待て、待ってぇぇぇ！　誤解だって！　これは、そういうんじゃないんだって！　だってそいつが言ったんスよぉ!?　ゲル見たいって言うからさぁ……言うからさぁ!?」

「……夜侘ちゃん。キミは、どう思う？」

「へぇあぁ？　よ、夜侘ぃ？」

　その名を聞いて、微び妙みように泣きそうになっていた隆良が辺りを見回すと──半分だけ開いた扉とびらの向こうから夜侘が覗のぞいていることに、ようやく気付いた。

「な、なんだよ、なかなか帰ってこねーと思ったら、途と中ちゆうでアリアと一いつ緒しよになったのか。ほら、そんなトコいねーで、早く部屋の中に」

「変態」

「…………」

「…………」

　──バタン、と音を立てて閉められる扉。

　一刀両断された隆良の悲ひ哀あいたるや、果たして如い何かほどのものか。

「ちくしょぉ……ちくしょぉぉぉ！　濡ぬれ衣ぎぬだっつうのぉぉぉ！」

　その悲痛な叫さけびが、全すべてを体現していると言えるだろう。

　ちなみに、再三にわたってゲルを要求していた張本人はというと、

「きゃーっ！　やっぱり、楽しいですのっ。ヌメヌメして、スライムみたいですのーっ！　にゅふふっ……ゲルゲル～ですの～っ♪」

　ゲル遊びに耽ふけり、ただ一人ご満まん悦えつの様子だった。




「──はっはっは、いや、スマンスマン。ついつい誤解してしまったよ」

　相変わらず悪びれていないアリアが、軽い調子で詫わびる。そんな彼女の横で、誤解を解いた功労者たる沙凪は、腕うで組ぐみしながら怒いかりを露あらわにする。

「全く──早とちりにも程ほどがありますのっ」

　ちなみに、ゲルをひとしきり堪たん能のうした後で一っ風ふ呂ろ浴びており、ぶっかけられた面おも影かげは窺うかがえない。ただ、ワンピースから浴衣ゆかた姿に変わってはいるが。

「……なんで組織に浴衣なんて置いてんだよ」

　ぼそりと元気なく呟つぶやいた隆良に気付かず、沙凪はそのまま言葉を続けた。

「大体、隆良様はそんなことしないって、少し考えればわかりそうなものですの！　全く……信じる心が足りませんの！」

「ははっ、それもそう──隆良、様？」

「あっ……い、いやですの、わたくしったら……！」

　やん、やん、と首を振る沙凪に、只ただならぬ何かを察したアリアが、隆良のほうを見る。

「……隆良くん、どういうことだ？」

「はあ、いや、俺も今言われたのが初めてだし……意味わかんねーよ」

「……へえ、ふーん、ほぉ～。なるほどなぁ？」

　合点がいったような素そ振ぶりを見せるアリアだが、その表情は明らかに冷めている。

「はーあっ……全くよくもまあ、そう節操なくあっちこっちにツバつけたものだ……いや、この場合、ゲルか？　逆に感心するよ。ああ、ホントすごいすごい。大したヤツだ」

「なんでいきなり不ふ機き嫌げん!?　どいつもこいつも意味わっかんねーんだよ！」

「ふん、知らぬは本人ばかりなり、といったところか。全く……夜侘ちゃんも、これほど不機嫌になっているというのに、鈍どん感かんにも程があるだろう」

「は？　おいおい、なんで夜侘が不機嫌になんだよ……なあ、夜侘？」

「《出う鼻ににや焰ー》」

「いきなりどうし鼻あっつぅぅぅ!?　何すんだ夜侘コラァァァ！」

「《再う来なせんしな焰ー》」

「だから熱いっつぅのぉぉぉ！　鼻ばっか狙ねらうな！」

　鼻先を弱火で執しつ拗ように炙あぶられた隆良が憤ふん慨がいするも、夜侘は不機嫌そうにそっぽを向く。

「知らない。ばか。鈍感。変態。ゲル妖よう怪かい」

「だから人聞き悪いんだっつの！　それに俺は変態じゃねぇ！　潔白だぁぁぁ！」

「……ゲルの色が？」

「こんな世界なんて今すぐ滅ほろんじまえよチクショォォォ！」

　夜侘の言葉で散々に打ちのめされた隆良が、うずくまって地面を両手で叩たたく。そんな隆良を、アリアは相変わらず不機嫌な様子でスルーした。

「ふん、ふーんだ。とにかく、こんなことをして……ゲルなんかで遊んでいる場合ではないだろう。お前達は、あのＡランクの『雷らい神じん』魅神に勝たなければならないのだぞ？」

「……んなこと言われてもさぁ、何の案も浮うかばねーんだよ。しかもさっきまでやたら慌あわただしくて、作戦どころじゃなかったしよ。まあ、黙だまって考えてても同じだろーけど」

　床ゆかに転がったまま弱音を吐はく隆良に、アリアがそっぽを向いて意見する。

「それは夜侘ちゃんと沙凪ちゃんと、無神経かつ鈍感で恥はずかしげもなく大量のゲルを撒まき散らかすエロい隆良くんが、魅神の能力の特とく徴ちようをよく知らないからじゃないか？」

「俺だけ酷ひどくね？　変なモン一いつ杯ぱいついてね？」

「だから、まずは魅神が『雷神』と呼ばれる所以ゆえんである、その能力について説明しよう」

「……ん？」

　隆良はスルーされながらも、アリアの言動に少しの違い和わ感かんを嗅かぎ取った。

「おい、アリア。お前、魅神に恨うらみでもあんのか？」

「……？　いや、全く無いが、どうしてだ？」

「なんかアンタ、こっちが有利になるようにばっか動いてねーか？　アイツが不利になる情報とか、進んで教えてくれるって言うんだろ？」

「……ふむ、まあ……」

　あご先に人差し指を当てたアリアが、言葉を濁にごして続ける。

「こちらにも、色々と事情があるのだよ。うむ」

「……ふーん、まあいいか。こっちとしちゃ助かる話だしな。それに……」

「うん？　どうかしたか、隆良くん」

「アンタも、ちょっとは機嫌が直ったみたいだしな」

　そう言われたアリアが微かすかに頬ほおを赤らめて、再び隆良からそっぽを向く。

「知らん。直ってないもん。だから隆良くんは、夜侘ちゃんや沙凪ちゃんばかりでなく、もっと私のご機嫌も取るべきだもん」

「いきなり子供みたいな駄だ々だこねんなぁぁぁ！　キャラ変わってんぞ！」

「年長者だからといって甘えてはならんというルールなど存在せんもん。時として責任者というのは誰だれかに甘えたくなるモノなのだ……もん」

「無理にもんもん言うな！　今は雷らい轟ごうの能力の話だろうが！　もんもん言うのは後！」

「ふむ、仕方ないな。甘えるのはお預けにしておくとしようか。チッ」

　軽く舌打ちだけ残してから、アリアがいつもの冷静さを取り戻もどす。

「さて、話を本題に戻そう。魅神の能力についてだったな。とはいえ──」

　腕うでと脚あしを順番に指差して、アリアは言葉を続けた。

「腕と脚を電気に変える。皆みんなも見ただろうが、大きく分けてその二つが魅神の能力だよ」

　簡単に言われて、隆良がしかめっ面つらを作る。

「でもそのたった二つがよ、力も速さも、あっさりと超ちよう越えつしちまってんだよ。片方だけでもキツイのに、反則だっつーの」

「ふふっ、そう不満そうな顔をするな。そうだな、もう少し詳くわしく説明しようか」

　自身の右腕を前に出したアリアが、白衣の袖そでを捲まくって説明を始める。

「まず、腕を電気に変える能力。昔は指先までしか変えられなかったようだが、施し設せつにいる間に魅神は己おのれの『異能』をコントロール出来るようになり、今では肘ひじまでを電気に変えることが出来るようになった。全力の電でん撃げきをぶつけられた対象は灰かい燼じんと化すだろう。魅神と私はこの能力を──『雷らい塵じん』と呼んでいる」

　以前、隆良が魅神に空き教室へ呼び出された時に見たのがそれだろう。黒コゲにされた机を思い出して身み震ぶるいする隆良を尻しり目めに、アリアは次の説明に移った。

「更さらに、膝ひざから下までの脚きやく部ぶを電気に変えることで、音速に近い速度で移動するのを可能にした『雷らい迅じん』──脚も電気に変えられるのに魅神が気付いたのは、教育施設に入ってから随ずい分ぶんと経たってのことだったかな」

「……音速に近い速度って、アイツよく無事でいられんな。電気に変えてない部分は生身だろ？　そんなスピードで移動したら、身体がズタボロになりそうなモンだけど。しかもそんなんで、身体の方は支えられんのか？　ずっこけねーの？」

「ふむ、隆良くんの言う通りだな。実際、初めて『雷迅』を試ためした時は大変だったらしいぞ。電気の速さは光速のそれだし、何も考えず無む制せい御ぎよで使えば、音速のリスクなど足元にも及およばないだろう。しかし、魅神はそれをキッチリ克こく服ふくしてきた」

　前に出した腕を、アリアが小さく旋せん回かいさせる。

「電気に変えた膝から下を、脚部に留めて回転させたのだ。車輪のようにと言えば解わかりやすいかな？　そうして速度を抑おさえて負担を軽減し、身体も支えられるようになったのだ」

「……器用だな、オイ。つか、そんなんで身体とか支えられんだな」

「それを言い出したら、なぜ電気に変わった部分を後から元に戻せるのか、なぜ放電しても霧む散さんせず手足の部分に留まり続けるのか、そもそもなぜ電気に変わるのか、そこから考えることになるぞ」

「まあ、そうだけどよぉ」

「身体を支えられるのは電気に変えた部分が高密度の質量を持つから、というのが現在の見解ではあるのだが……あくまで見解で、正解かどうかは判わからん。まあ今重要なのは、魅神を『雷神』と言わしめる二つの能力──『雷塵』と『雷迅』の存在だろう？」

「ああ、でも、それ以外にもあるだろ？　ほれ、最後に見せたあの……」

　隆良の曖あい昧まいな物言いに、しかしアリアはすぐさま答えを導き出す。

「ああ……電撃の結界のことだな？　アレは魅神の四し肢しではなく、身体からだのみを媒ばい介かいにしても扱あつかえるそこそこ便利な技わざだが……しかしまあ、それは当面、気にしなくていい」

「へ？　なんでだよ、アレだってアイツの技の一つなんだろ？」

「うむ、しかし電撃の結界は、どちらかと言うと防ぼう御ぎよ向きの技なのだ。相手を近寄らせないための手段で、とはいえ攻こう撃げき性も低いし、その割には長時間維い持じできるワケでもないし……今のところハッタリにしか使えない、魅神的には未完成の技なのだよ」

「みかんだけに……いや、何でもねぇ。とにかく要するに、格下の俺らを相手に威い嚇かく以外の目的では使わないだろう、ってことだな。チッ、相変わらずナメやがって」

　憎にく々にくしげに舌打ちする隆良だが、しかし実力の差が否いなめないことも感じてはいる。

　また夜侘と沙凪はアリアの説明に、それぞれ別の意味で落ち込んで肩かたを落としていた。

「……『雷塵』と『雷迅』って……どっちもたった二文字って……」

「しかも、未完成の技には名前さえつけない徹てつ底ていっぷり……クールですの……」

　打ちひしがれる二人に多少の親近感を覚えながら、隆良はアリアにたずねる。

「そんで、何か弱点とかねーの？　『雷塵』と『雷迅』だけに絞しぼって考えても、結局俺らには太た刀ち打ち出来る要素が見当たらねーんだけどよ」

「……明かすのも本当は気が引けるのだがな、あるにはある」

　その言葉通り言い辛づらそうにしていたアリアが、しかしすぐに私情を捨てて打ち明けた。

「まず一つ、魅神の『雷塵』と『雷迅』は、同時には使えないのだ。一応補足しておくと、電撃の結界もな。身体の一部を電気に変えるのには集中力がいるらしく、また電気に変えた部分を元の身体に戻すのには、それ以上の集中力がいるようだ。手首と足首までなら、無意識にでも戻せるらしいのだが」

　そしてもう一つ──とアリアが人差し指を立てる。

「もう一つの弱点は『雷迅』の特性にある。確かに『雷迅』を使えばカエルさんをも凌りよう駕がする超ちようスピードで動けるが、魅神の『異能』は身体を電気に変え、それを操あやつることだけ。反射神経や動体視力を強化する類たぐいの能力ではないから、自身の超スピードに魅神は対応できないのだ。だから『雷迅』を使う時の魅神は、両りよう腕うでを十字に構えて進行方向に突つき出してガードしている。更に移動後は状じよう況きよう判断のために少しばかりの時間を要するぞ」

「ふーん……つまりアイツが『雷迅』を使う直前に進行方向を予測して、そこに障害物でも置けば、アイツは自分の能力で自じ滅めつする訳か。でもまぁ、あんま現実的じゃねーな」

「うむ、隆良くんの言う通りだ。まず進行方向を予測するのが困難だからな。腕を十字に突き出すにしてもフェイントを入れるだろうし。そもそも魅神が『雷迅』を使う必要性を見み出いださなければ、使うこともないだろう。普ふ通つうに走って軽めの『雷塵』でジ・エンドだ」

「……そういやアイツ、昔から足とか素すで速かったからなぁ……チッ」

　電撃を浴び続けていた頃ころを思い出した隆良が、何度目かの舌打ちをする。そんな隆良の横で、ずっと黙って聞いていた夜侘が不安そうな声を上げた。

「結局、弱点を聞いても勝ち目が見えないよね……『雷塵』を使われたら近づけないし、『雷迅』を使われたら捕つかまえられないし……」

　何とも弱気な発言ではあるが、活路が見出せないのは隆良も同じだった。

「せめて『雷迅』でどこに移動するかを先読みできりゃなぁ……そうなると『雷迅』を使わせなきゃいけねーか。アイツが『雷迅』を使いたくなる状況……狭せまい道にでも誘さそい込んでみるか？　……玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで体当たりしてきたら、こっちもヤバそうだな」

「……さっきからライジンライジンって、ライジンがゲシュタルト崩ほう壊かいしそうですの」

　こめかみを押さえる沙凪はともかく、頭を悩なやませる一同に、アリアが口を挟はさんだ。

「まだ対決の日までは時間があるし、今日はここまでにしよう。いきなり色々と詰つめ込まれて、少し混乱しただろう。疲つかれた頭では、良案など浮かばないぞ」

「……そういや俺達はいつ頃ごろ、雷轟と勝負することになってんだ？」

「ふむ、魅神に電話してみたら、いつでもいいと言っていたからな……隆良くん達の準備が整ってから決めればいいのではないか？」

「ふーん、そうかよ……チッ、あの電動ミカン、余よ裕ゆうぶりやがって……」

「……ね、隆良。その……電動ミカン？　って、なぁに？」

　夜侘が隆良の袖を引き、率直な疑問をぶつける。

「あ？　ああ……ぷっ、ら、雷轟のあだ名だよ」

「そ、そんなの分かってるよっ。そうじゃなくって……何で電動ミカンなの？」

「聞きたいのか？　それはな……ぶふっ」

　隆良が笑いを堪こらえながら、電動ミカンのあだ名の由来を説明しようとする。

「アイツな、蜜み柑かんが大好物らしいんだよ。いやもう、魅神なのに蜜柑が大好物って、その時点でオチてる気もするけどよ……昔な、小学校ん時、給食に蜜柑が出てよ」

　少しだけもったいつけた隆良が、ニヤニヤといやらしい含ふくみ笑いを浮かべた。

「アイツ、蜜柑食おうとしてな……そ、そしたら、なんかテンション上がったんか、指先が電気に変わってバチッつって、み、蜜柑を弾はじき飛ばしやがっ……ぶわははははは！」

「……ぷっ」

　黙って耳を傾かたむけていた夜侘と沙凪が、思わず吹ふき出す。

「くうっ……ら、雷神様は、蜜柑でテンション、上がっちゃうんだぁ……ぷふっ！」

「な、なかなか可愛かわいい所が……ぶふぅっ！　あ、あるですの……ぶふぅっ！」

「ぶわははははは！　しかもその頃から格好つけてたから、よりウケるっつーの！」

　二、三回くらいは引っ叩ぱたかれても文句が言えなさそうな面々だが、アリアはなぜか納なつ得とくしたように頷うなずいていた。

「そうか、なるほどな……ふふっ」

「ぶわはは……ん？　アリア、何か言ったか？」

「何でもないさ、隆良くん。さあ、もう随分と遅おそくなってしまったし、解散しよう。いつも通り黒服に送らせるからな。今日は初任務で疲れただろうし、ゆっくり休んでくれ」

「ああ、そうだな……ぶふっ！　くそっ、思い出しちまったせいで笑い止まんねぇ……」

　いまだに笑いを引きずっている隆良達だったが、今日は素直に解散することとなった。




「……つって、鞄かばんとか忘れちまうんだよな、俺って」

　ぶつぶつと独り言を呟つぶやきながら廊ろう下かを歩いていた隆良が、先ほどまでいた部屋の扉とびらを開ける。するとそこにはアリアがいて、何やら物思いに耽ふけっていた。

「……ああ、なんだ、隆良くんか。どうかしたのか？」

「え？　ああ、いや、ちょっとな」

「まさか、甘えさせてくれるとでもいうのか？　よし、それでは存分に……」

「忘れ物を取りに来ただけぇぇぇ！　さっきから何で甘えたがるんだよ！」

「チッ、なんだつまらん……」

　心底落らく胆たんしたような表情を見せたアリアだが、すぐに何か思いついて微び笑しようを見せた。

「じゃあ、少し話でもしないか？　お茶くらいは出すぞ」

「あ？　まあ、別にいいけどよ……」

　そう言って素直に椅い子すに座った隆良に、アリアが手て際ぎわ良くお茶を淹いれて差し出す。

「どうぞ。ふふっ、美お味いしいぞ。かなり良質の茶葉を仕入れてだな……」

「ふーん、よくわかんねぇけど、頂きまーす」

「ところで隆良くんは、魅神のことが好きなのか？」

「ぶふぉーいっ!?」

　盛せい大だいにお茶を噴ふき出した隆良に対し、アリアは特に慌あわてた様子もない。

「おいおい、お茶は飲む物だぞ、噴き出す物ではない。その……ゲルではないのだから」

「あ、アンタが変なこと言うからだろが……あと、ゲルは放ほっとけ！」

「まあまあ、もう一いつ杯ぱい。で、どうなのだ？」

　隆良と向かい合うように座ったアリアが、好こう奇き心しん旺おう盛せいな少女のように目を輝かがやかせた。対する隆良は面めん倒どう臭くさそうに手をひらひらとさせながら、ぶっきらぼうに答える。

「いや、どうもこうもねーだろ。今までのやり取りで、俺が雷轟のことを好きって思うような要素が一つでもあったか？　質問からして成り立ってねーんだよ」

「むう、じゃあ、魅神のことは嫌きらいなのか？」

「……嫌いっつーか……ムカツクんだよ、アイツ。格好つけやがるしさー」

「ふむ、気になる娘こにちょっかいを出してしまう男の子の心境というヤツか……」

「全く聞いてねぇぇぇ！　ムカツクっつってんのに！」

「で、私にちょっかいを出してみる気は無いのか？」

「話の流れが全く読めねぇぇぇ！　何だこのもやもやした気持ち！　助けて誰だれか！」

　頭を抱かかえる隆良に、アリアが少しだけ怪け訝げんな表情をして首を捻ひねる。

「ふむ、よく分からんが混乱させたか。とにかく、魅神のことは嫌いではないのだな？」

「……まあ別に、ムカツクとこさえ除けばな」

「ふふっ、それを聞いて安心したよ」

「ふん、アイツは俺を嫌ってるだろーけどな」

「それは無いな。絶対に無い」

　あっさりと断言したアリアに、隆良が思わず戸と惑まどってしまう。

「教えておこうか。政府公認ストレンジャーを監かん視しする仕事なんて、魅神のようなＡランクの大物がする仕事ではない。それどころかＥランクに対してなど、ストレンジャーを使わず一いつ般ぱんの職員を使うのが妥だ当とうだ」

「なんか、微び妙みように傷つくんスけどぉー」

「しかし隆良くんの監視の仕事を持ちかけた時、魅神もそれなりに渋しぶっていたが断りはしなかった。しかもキミの『異能』に関しても、興味の無い振ふりをしながら、しっかりと耳を傾けていたのだぞ」

「へ？　でもアイツ、新人の能力なんて嫌いやでも耳に入ってくる、とか言ってたぞ」

「いや、隆良くんは特別さ。その証しよう拠こに、同時に説明した夜侘ちゃんの能力は覚えていないはずだ。仮に覚えていたとしても、曖昧にだろうな」

「……うーん、でもなぁ……」

　イマイチ納得できず悩み始めた隆良に、アリアが不意に真ま面じ目めな表情を見せる。

「……魅神は、素直じゃないだけさ。あの子は『異能』に目覚めた頃から、能力を持たない私などでは、到とう底てい理解しえないような恐きよう怖ふと戦い続けてきたのだ。それこそ周りの人間にも受け入れられず、ずっと一人で、な」

「……どういう意味だ？」

「……その前に、問題を出してもいいか？」

　問いかける隆良に、アリアは逆に聞き返した。

「魅神は昔からＡランクだった訳ではないが、ではどれほどのランクだったと思う？」

「あ？　いきなり何だよ……まあ指先を電気に変える程度じゃ、よくてＤくらいか？」

「違ちがうな、Ｃランクだったのだ」

「えええええ納得いかねぇ！　あれでＣなのに、何で俺がＥなんだぁぁぁ！」

「ふむ、ランク付けの定義については話したことがあるな。有能性と汎はん用よう性の高さ、強制力の高さや危険性など。さてこの危険性というのは、実は他者に対する物だけではない」

「……っつーことは」

「そう……自身に及およぼす危険性も含まれているのだ」

　頷いたアリアが、今度は悲ひ愴そうな様子で説明を始める。

「例えばだ──魅神が眠ねむっている時に能力を発動させてしまったら、どうなると思う？」

「え？　寝ねてる時でも能力が発動することなんてあんの？」

「まあ、人によるがな。寝ている時に『異能』が発動しないのは、意識しなければ能力が発動しないタイプなのかもな。しかし魅神は無意識に発動させてしまうタイプだ。普通に過ごしていても、少し感情が昂っただけで指先が電気に変わるくらいにな」

「あー、なるほどな。で、どうなるかって聞かれても……自分で感電するとか？」

「それくらいならまだ良いさ。少し前までは、四し肢しを失う恐おそれさえあったのだ」

「……は？」

　予想以上の答えに隆良が目を丸くしていると、アリアは沈ちん痛つうな面おも持もちのまま続けた。

「まず、眠っている時に魅神が腕うでか脚あしを電気に変えてしまったとする。ほとんどの場合は何事もなく元に戻もどる。指先くらいなら、起きている時も無意識で元に戻していたようだしな。だけどそれ以上となると不確定だ。電気に変えたままの状態で目を覚ましてしまい、しかもその時の魅神の精神が安定していなかったら？　四肢を元に戻すことをイメージ出来なくなっていたら？　どうなるのかなんて、その時が来ない限りは判わからん。しかし魅神は今でも、その恐怖と戦い続けているのだ。さらに──」

「なんだよ、まだ何かあんのかよ？」

「もしも四肢どころでなく、身体まで電気に変えてしまったら──変えている間、生命維い持じに必要な臓器などはどうなる？　心臓まで電気に変えてしまったら、その時点で即そく死しだ。本能的に変化させないよう抑よく制せいしている可能性はあるが、確実ではない」

　苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたようにしかめ面をするアリアを、隆良は黙だまって見つめている。

「皮肉な話だよ。電気に変えられる部分が指先から肘ひじまで、足先から膝ひざまでと拡大していくにつれ、Ａランクに認にん定ていされるほど能力は強力になったが、しかし魅神の恐きよう怖ふ心しんも同時に膨ふくれ上がっていくのだ。手足を越こえて身体からだまで電気になってしまったら、と──」

　深いため息を吐つきながら、アリアが椅子の背もたれに身を預けた。

「今では能力の暴走を抑おさえるために、魅神は四六時中、任務か風ふ呂ろに入る時以外は特とく殊しゆなラバー製の長手て袋ぶくろと、同じくラバー製のニーソックスを履はいている。眠る時でさえ、な。それを身につけている間は、無意識に手足を電気に変えずに済むのだ」

「はあ……アレ、ゴムだったのかよ。全然そんな感じには見えなかったけどな」

「……ふふっ、あれは私が特注で作らせて、魅神にプレゼントした品だ。魅神だって女の子なのだから、外観にも気を遣つかうだろう？　昔は、可愛らしい柄がらの手袋だったのだぞ」

　少しだけ表情を明るくしたアリアが、しかしすぐに威い儀ぎを正して続ける。

「つまり魅神は、ずっとそういう苦労をしてきたのだ。だから隆良くん、キミも──」

「ああ、雷轟に優やさしくしてやれ、とか言うんだろ？　でも悪いけどな、俺には俺なりの接し方ってヤツがあんだよ。それを簡単に変えろなんて……」

「キミも寝る時は、念のためコンドー」

「近こん藤どうさんがどうしたってぇぇぇ!?　おいおいイキナリ何の話しようとしてんだよぉ!?」

「……だから、寝る時にはコンドー」

「近藤さんの話はもういいだろぉぉぉ！　もうやめようぜ！　終わっちまうよ！　ようやく始めることが出来たと思ったのに、何もかも終わっちまうよぉ！」

「……コンドームをつけて寝ればいいのではないか？」

「なぜ頑かたくななまでに言い切ったァァァ！　俺がどんだけ気ぃ遣ってるか少しは察しろよ！　大体このゲル、別にあの……その部分からだけ出てる訳じゃねーだろうが！」

「……では全身をゴムで、か……卑ひ猥わいな怪かい人じんみたいになりそうだな……」

「無理やり卑猥にしてんのはお前だろが！　何でそうやって下品な方向に持って行きたがんの!?　それに俺は寝てる時に出したことなんて無いっつの！」

「ゲルを？　それとも……」

「ゲルだぁぁぁ！　それ以外の話はしてないからね!?　アンタ意識が下に行き過ぎ！」

　言い終えて激しく息切れする隆良に、アリアはなぜか清すが々すがしい顔を見せた。

「まあこの話は、もういいか。そうそう、言い忘れたが……魅神は自分自身の能力で感電したりはしないよ」

「……おお、雷轟の話が遠い昔のコトのように思えるぜ……で、なんで？」

「魅神の身体は『異能』の影えい響きようか、電気の性質が異常に強いのだ。普ふ通つうの人間でも、微び量りように帯電はしているモノだがな。ちょっと違うが、静電気などがソレだ。まあ、だからこそ身体の周囲に電でん撃げきの結界を張れるワケだしな。とにかくそういった性質が常人に比べて遥はるかに突とつ出しゆつしている魅神だから、少し触ふれただけでもビリッとくるだろう？」

「……いや、別に手とか電気に変えてない時のアイツに触さわっても、そんなん感じたこともねえよ。ガキの頃ころは触れるイコール電撃喰くらう、だったし、感じる暇ひまも無かったな」

「それはキミが鈍どん感かんかつ無神経なゲル男だからだ。普通の人はちゃんと感じるぞ」

「辛しん辣らつすぎんだろ！　これってもう軽く苛いじめじゃねぇ!?」

　激げき昂こうして抗こう議ぎする隆良を、やはりアリアは軽くスルーした。

「さて、昔話はこれで終わりだ。長々と付き合わせて悪かったな、隆良くん」

「……いや、別にいーよ。そんな興味無い話って訳でもなかったしな。それじゃ……」

「それじゃ、そろそろ甘えさせてくれないか」

「帰るんだよぉぉぉ！　何でそんな甘えたいんだよ！　抱だき締しめろとでも言うんかい！」

「……おお、それはアリだな。よし……来いっ！」

　椅子から勢いよく立ち上がったアリアが、目め一いつ杯ぱいに両手を広げる。

「……おいおい、アリア、あのな」

「キミが言い出したのだ。抱き締めてくれるまでは絶対に許さんぞ」

「いやあの……あ、いや、うん……ゴクリ」

　無防備なアリアを眺ながめて、隆良が思わず生なま唾つばを飲み込む。

「さあ、来いっ。来いっ」

　催さい促そくするようにアリアが身体を揺ゆらすたび、発育過か剰じようなバストがぷるぷると上下に揺れた。普段は冷静な彼女が見せる幼い仕草が、色気過多なその肢し体たいにはどこかアンバランスで、だけどやけに扇せん情じよう的な色合いを醸かもし出しているのだ。

　なぜか微妙にストイックな節がある隆良でも、これにはさすがに堪たまらない。

「……ヒュウ～ッ……」

　妙みような感かん嘆たんの呻うめき声を漏もらし、隆良は椅子から立ち上がった。

　無神経鈍感ゲル妖よう怪かいの隆良とはいえ──曲がりなりにも男の子である。

　そう、男の子なのだ。男の子ならどうするべきなのか、言わずもがなだろう。

「隆良くん、まだか？　甘えさせてくれんのなら、泣いちゃうぞ。それはもう、わんわんと人目もはばからず──」

「──『未来への抱擁ハグ・トウ・ザ・フユーチヤー』──！」

「んあっ!?　あ……う、んん……ううん……」

　何とも悩なやましげな声を上げるアリアを、隆良はただ黙って抱き締めていた。
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　──ただ黙って──まるで世界が二人のために沈ちん黙もくしているかのように──

　というか何で抱き締めることになったのか、隆良にもよく解らないのだが。

「…………」

　どれほどの時間が経たってからか、二人はようやく離はなれた。

　アリアは何も言わず、静かに俯うつむいている。彼女の肩かたが小刻みに震ふるえているのに気付いた隆良は、今までの経験を鑑かんがみて、これから降りかかるであろう災難を予測した。

　──あ、これ、理り不ふ尽じんに殴なぐられたりするパターンだな──と。

　しかし隆良は満足していた。だから同時に覚かく悟ごもしていた。これから自分がどうなろうと、甘んじて受け入れるという覚悟を──

　肩を震わせて俯いていたアリアが、ゆっくりと顔を上げて一言──

「……オウケィ！」

「……お、オッケーなんだな？　俺、殴られたりしないんだな!?」

「殴るってなんだ？　ナイスハグ、ナイスフューチャーだったぞ」

　少しばかり潤うるんだ瞳ひとみで称しよう賛さんを贈おくってくるアリアに、隆良は小さく胸を撫なで下ろした。満足そうにため息を吐いたアリアが、上じよう機き嫌げんな様子で身体を左右に揺らす。

「ふふっ、これで頭をナデナデしてくれていたら、もっと完かん璧ぺきだったのだがな。それもまた、次の楽しみとして取っておくとしようか」

「ふっ、まあ、次があったらの話だけどな。まあ今日の所はいい加減に帰るぜ」

「隆良くん……魅神のこと、よろしく頼たのむぞ……」

「お前は話題の革命家かぁぁぁ！　テンションの落差！　いきなり急変しすぎだろ！」

　上機嫌な様子から一転して視線を落とすアリアに、隆良は困こん惑わくの極きわみに達した。しかしそこはさすがのアリア、まるで気にも留めずに話を続ける。

「キミならきっと、魅神の心を溶とかしてやれる……少なくとも私は、そう信じているよ」

「……はあ、何のこっちゃ、って感じだけどな」

「解らないなら、別に構わないさ。キミなりの接し方というヤツに任せるよ」

「……結局、意味解んねーな。まあいいや、今度こそ帰るからな」

「ナデナデはお預けか？」

「キリが無いだろがぁぁぁ！　いい加減に帰らせろよ！　ていうか帰るわぁぁぁ！」

「むう、焦じらし上手さんめ……」

　不満そうな顔をするアリアから目を逸そらし、隆良は逃にげ出すように退室した。




「はぁ～～～……」

　黒服の車で自宅の近くまで送ってもらった隆良が、大きく長いため息を吐いた。

「今日は色々ありすぎて疲つかれた……さっさと帰って、風呂入って寝るか……ん？」

　ぶつぶつと独り言を呟つぶやきながら歩いていた隆良が、街灯の下で佇たたずむ少女を見つけた。夜の闇やみの中で街灯を反射した金きん髪ぱつが、月光のように煌きらめいている。

「雷轟じゃねーか。こんなトコで何してんだよ」

「……あら、偶ぐう然ぜんね、バカ隆良」

「偶然って、お前な……」

　明らかに待ち伏ぶせられていたような気がした隆良だったが、その想おもいは辛かろうじて飲み込んだ。魅神は仏頂面で、何も無い所を見つめながら口を開く。

「……勝負のことだけど、アンタ、本気なの？」

「は？　どういう意味だよ」

「アンタ達が何人束になったところで、私に勝てる訳がないでしょ？」

「はあ!?　なんなんだコラ！　舐なめんなっつっただろが！」

　激昂する隆良に対し、魅神は大した反応も示さず、相変わらず冷静だった。

「さっきは私も大人気なかったわ。アンタ達も相当最悪だったけど、私もアリアに乗せられた部分もあったしね。だから勝負のことは、水に流してあげる」

「……おい、ちょっと待て」

「私の話はそれだけ。アリアには私が言っておくから……それじゃ」

「待てっつってんだろがぁ！」

　隆良の怒いかりの声で、立ち去ろうとした魅神の身体がビクリと震える。

「な、何よ、いきなり大声出して……近所迷めい惑わくで」

「んなこたぁどうでもいいんだよ！　テメーな、一方的に話進めようとしてんじゃねーぞアホ！　パツ金！　何でもかんでも思い通りになると思ってんじゃねぇっつの！」

「べ、別にそんなこと思ってないわよ！　私は、アンタ達のためを想って……」

「はあ？　んだそりゃ。それこそ余計なお世話だっつーの」

　不自然なくらい斜はすに構えた隆良が、鼻につく言動で魅神を挑ちよう発はつしようとする。

「あ、それとも何スかぁー？　ご高名な『雷らい神じん』さんも、ホントはビビってんスかねー？　俺と勝負すんのが怖こわいなら、初めから素す直なおにそう言ってくださいよぉー」

「なっ……あ、アンタねぇ！」

「お、なんだよ、図星突つかれて怒おこんのか？　すぐ逆ギレするもんな、お前。ほれ、電撃だろ？　やれよ、遠えん慮りよなく。ほれほれどうぞ、電動ミカンさぁ～ん？」

「……ッ！　も、もういいわよ……分かったわよ！　アンタの……アンタ達のことなんて気に掛かけた私がバカだったわ！　勝負でも何でもして、思い知らせてあげるわよ！」

　勢いよく顔を背そむけた魅神が、長手て袋ぶくろで覆おおわれた右手で強く握にぎり拳こぶしを作る。

「絶対……絶対、後こう悔かいさせてやるんだからっ……バカ隆良ッ！」

　その言葉だけを吐はき捨てて──魅神は走り去っていった。

「……けっ、鼻声で吐くような台詞せりふじゃねーだろ。バーカ、お前のがバーカ」

　独り残されて呟いた隆良が、上着のポケットに手を突っ込んで夜空を見上げる。月明りを眺めて思い出していたのは、魅神のことを表したアリアの言葉だった。

「はぁ……素直じゃない、ねぇ？」

　ため息混じりに放った自身の言葉に、隆良は軽く苦笑いをする。

「さーてと、どうすりゃいいのかねぇ……」

　漏れ出た問いに月は何も答えてはくれないが、隆良の気持ちは既すでに決まっていた。




　翌日、組織に再び集められた夜侘、沙凪、アリアの前で──

「雷神ぶち負かし作戦会議！　始めんぞコラァーッ！」

　隆良が、声高に叫さけんでいた。

　やる気に満ち溢あふれたその様子に気け圧おされながら、夜侘がおずおずと声を掛ける。

「た、隆良……いきなりどうしたの？」

「どうもこうもねーっ！　アイツの鼻っ柱叩たたき折ってやんだよぉ！」

「そ、それは別にいいですの。でも、どうやって──」

「シャーラァァァップ！」

　弱気な声を上げようとした沙凪を、隆良が半ば強制的に止める。そしてすぐにアリアの方へと視線を向け、真ま面じ目めな表情でたずねた。

「おい、アリア。夜侘の『異能』に関して、雷轟は本当に何も知らないんだよな？」

「ん？　ああ……特別行使権所有者には新規のストレンジャーの能力を説明する決まりがあるのだが、その前に隆良くんの『異能』を教えたこともあって、心ここにあらずといった様子だったからな。せいぜい、炎ほのおを出すということくらいしか覚えていないはずだ」

「オッケ、むしろ好都合。今後、雷轟には夜侘の能力を詳くわしくは教えないでくれるか？」

「……残念だが、それは無理だ。特別行使権所有者に情報の開示を求められたら、私はそれに応じなければならない義務がある。それにそこまで片方だけの肩を持つというのも、フェアではないからな。まあプライドの高い魅神のことだし、可能性は低いと思うが」

「……しょうがねえよな、分かった。じゃあ決着つけんのは早い内にしたほうがいいか。アイツの気が変わらないとも限らねぇし」

「ふむ、何を考えているのか知らんが、そうだな……もし対決の日までに魅神が夜侘ちゃんの能力を知ったら、キミ達にもその件を報告するよ。互たがいに公認のストレンジャーとはいえ、私を通さず情報を得るのは違い法ほうに当たるから、魅神が私を介かいするのは確実だし」

「おー、そりゃ助かるぜ。頼むわ」

「見返りは要求するぞ。今度、ナデナデしてもらうからな」

「あー、分かった分かった。ナデナデでも何でもしてやるよ」

「何でも？　……その言葉、絶対に忘れんぞ？」

　鋭するどく目を光らせるアリアに隆良が戦せん慄りつを覚えていると、少しばかりムッとした様子の夜侘と沙凪が割り込んでくる。

「ちょ、ちょっと隆良、アリアお姉様だけなんて、ズルいよっ」

「そうですの！　わたくしだって、ナデナデしてほしいですのーっ！」

「……おう、二人とも」

　妙な主張をしてくる二人に向き合う隆良の表情は、真しん剣けんそのものだった。

「アイツとの勝負では、俺の言うとおりに動いてくれよ。後でナデナデしてやるからよ」

「むっ……い、言うとおりになんて、それじゃまるで、隆良がリーダーみたいじゃないっ」

「ま、全くですの。ナデナデはともかく、リーダーの話はまた別で……」

「夜侘、沙凪」

　反はん抗こうする二人に対し、隆良は今までにないほど真剣な表情で──

「──頼む」

　それだけ言って、大きく頭を下げた。

「うっ……」

　隆良の思いがけない行動に戸と惑まどいながら、まず初めに夜侘が答える。

「……アタシは、その……隆良がどうしてもっていうなら、まあ……」

「わ、わたくしも、まあ……いいですの。隆良様には助けられた借りもありますの……高貴なお嬢じよう様さまとして、借りっぱなしは癪しやくですの」

　二人の承しよう諾だくを得て、隆良がにやりと口元を歪ゆがませる。

「おーし、言ったな？　言ったからには、後で文句とか言うのは無しだ。ヤダっつっても俺の言うとおりにやってもらうぜ？　へっへっへぇ」

「な、ちょっ……さっきまでのしおらしい態度は、なんだったの!?」

「あーん？　なに言ってんだ、夜侘。やったモン勝ち、言わせたモン勝ちだっつーの！」

「……はっ、はうはう」

「……早まったかも……ですの……」

　絶句する夜侘と肩かたを落とす沙凪を尻しり目めに──

「ぎゃっはっはぁ！　首洗って待ってろよ、電動ミカンー！」

　隆良は感情に任せ、包つつみ隠かくさず大笑いした。








　06　第二次性徴を迎えた頃のオトコノコならちょっとは解るかもしれない







　世界から隔かく絶ぜつされたような深夜の廃はい工場に、魅神みかんは一人で佇んでいた。

「全く……こういうシチュエーションが好きなのよね、アリアは」

「ふふっ、まあな」

　独り言ごちる魅神に、今しがた現れたアリアが答える。

「随ずい分ぶんと遅おそかったわね、アリア。ところで、私の相手が見当たらないんだけど──」

「ふっ──どこを見ているの？　アタシはここよっ！」

　魅神とアリアからはかなり距きよ離りを置いた場所で、夜よ侘わびが自己の存在を主張する。対する魅神は特に動どう揺ようなどせず、無表情で答えた。

「夜侘ちゃん、だったかしら。アナタ一人だけなの？　バカ隆たか良ら達は──」

「ふっ……見くびらないで。アナタ、アタシの能力を知らないみたいね？　アナタ一人くらい、アタシだけで充じゆう分ぶんに対処できるの」

「……あら、随分と強気ね。だけどアナタの能力なら知ってるわ。炎を扱あつかうんでしょう？　だけどチームを組まなきゃならない程度だし──精々Ｃランクといった所かしら。チームを組む理由が、例えば応用力に欠けるだけだとすれば、Ｂランクとも考えられるけど」

　魅神の憶おく測そくに、夜侘は内心で『しめた』と呟つぶやいた。

　夜侘が隆良から託たくされた作戦、その一。

　──まずは魅神に、夜侘の能力の強さを誤ご認にんさせること──

　これには、魅神が実際に夜侘の能力をどれほど把は握あくしているか、という確認の意味も含ふくまれている。アリアの推測だけでは確実でないし、本人から直接情報を引き出すのが最も手っ取り早い。ぶっつけ本番ではあったが、この作戦は上う手まく嵌はまった。

　普ふ段だんから芝しば居いじみていた夜侘の言動が、確実に功を奏していたのである。

　ただ、夜侘は日ひ頃ごろから芝居がかった口調で喋しやべろうとするものの、本質的には気弱な少女だ。特にこのような本番の場面では、萎い縮しゆくしてしまう可能性は高いだろう。

　が、しかしその悪あく癖へきは、隆良が付きっ切りで夜侘と特訓したことで、抑おさえこむことに成功したらしい。強気に、声高に、魅神を騙だますため──夜侘は隆良と一日中特訓していた。

（お前の役目が一番重要だ。頼たよりにしてんぞ、夜侘）

　特訓の最中、隆良に言われた言葉を思い出し、夜侘の頬ほおが少し赤らむ。

「さて、そろそろ始めようか。二人とも、準備はいいか？」

　アリアが訊たずねると、魅神が軽く腕うでを鳴らしながら答える。

「準備も何も──私は、待ちくたびれてたくらいよ。バカ隆良達も、どうせその辺に隠れてるんでしょう？」

　言いながら魅神が、身に着けていた長手袋とニーソックスを脱ぬぎ、持参していた鞄かばんの上に放ほうり投げた。露あらわになった白魚のような手足の周りで、パチパチと電気が弾はじけている。

　内心では少し気圧されながらも、夜侘は強気な姿勢を崩くずさない。

「ふっ、アタシの力──『獄炎大砲ヘルズキヤノン』──見せてあげるっ！」

　両者の気勢が高まったのを確認し、アリアが二人から大きく離はなれる。

「最終確認をしよう。この勝負、どちらかが戦せん闘とう不能になるか、もしくは負けを認めるまで続けることとする。命に関かかわるような攻こう撃げきは原則禁止だ。分かったな？」

「ええ、構わないわよ」

　魅神があっさり承諾すると、夜侘も黙だまって頷うなずいた。それに応こたえるようにアリアも頷く。

「よし、それでは──」

　アリアが右手を挙げると、両者の緊きん張ちよう感かんが極限まで張り詰つめる。

　息の詰まるような空間の中で、アリアがついに──

「──始めっ！」

　かざした手を、思い切り振ふり下ろした。

「──ふっ！」

　開始の合図と同時に、夜侘がバックステップして距離を取る。対する魅神は既に前ぜん傾けい姿勢を取り、何かを推し量っているようだった。

　夜侘が隆良から託された作戦、その二。

　──初めに距離を取り、ゆっくり右手を前に出しながら『異能』を使う振りをしろ──

「喰くらいなさいっ！　これが私の力っ！」

　夜侘が叫んだ瞬しゆん間かん、魅神の目が切りつけるように鋭く光った。

　夜侘の能力を知らない魅神は、過か剰じようなほど自信に満ち溢れた彼女の様子を見て、それなりに強力な炎を扱えるのだと錯さつ覚かくするだろう。そして更さらに距離を取ったということは、夜侘の能力は遠えん距きよ離りでこそ効力を発揮する物だと考えるはず。

　その考えに至った魅神の選ぶ行動は、当然ながら──

「ふぅ……はっ！」

『雷らい迅じん』を使用し、一気に距離を詰めること──！

「うっ……！」

　改めて目まの当たりにすると、途と轍てつもないスピードである。一気に夜侘の左手側の前方にまで距離を詰めた魅神が、無表情のまま抑よく揚よう無く呟く。

「これでまず、一人目──」

　電気に変えていた脚あしを元に戻もどし、続いて腕を電気に変えようとする。その僅わずかな間かん隙げきを縫ぬって、夜侘は──

「……ふふっ」

　魅神から目を逸そらし、笑っていた。

「……何？　この状じよう況きようで、何が可お笑かしいの？」

　眉み間けんに軽く皺しわを寄せ、それでも構わず腕を電気に変えようとした魅神だったが、夜侘が既すでに取っていた思いがけぬ行動によって、攻撃を躊躇ためらうことになる。

　夜侘は、魅神から目を逸らしている──それどころか、右手の人差し指をあらぬ方向に向け、その指先からライター程度の炎ほのおを灯ともしている。

　──眼前に『雷らい神じん』の脅きよう威いが迫せまっているにも拘かかわらず──

　もしもここまでの展開で、少しでも計画に違ちがう部分があったなら、夜侘はそんな行動を取れなかっただろう。つまりここまで全すべて、隆良達の計画通りということである。

　夜侘が右手から『異能』を使う素そ振ぶりを見せれば、魅神はほぼ確実に夜侘から見て左手側に接近してくるはず。

　玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの体当たりは、まず有り得ない。夜侘一人と刺さし違えても、隆良と沙さ凪なぎは残るし、そもそも絶対的に高次元の力を持っている魅神が、あえてリスクを冒おかす必要も無い。

　そして隆良達の思おも惑わく通りに事が運んでいる今、夜侘は魅神に目もくれず、小さな炎で何かを指し示している。

　──十中八九、魅神の目はそちらに向くはず──

「一体、何を見て──」

　夜侘の指し示す方向に視線を動かした瞬間、魅神の動きが完全に硬こう直ちよくした。

「……えっ、あ……えっ？」

　そこにいたのは、アノ黒い虫──嫌きらいな虫ランキングなどがあれば、恐おそらくぶっちぎりのトップを突つき進むであろうアノ虫が、『やあ！』と言わんばかりに佇たたずんでいた。

「ご、ごっ、ごっ、ゴ、キッ……！」

　完全にその大きな黒い虫に、魅神は意識を囚とらわれている。その例のアノいやんな虫を操あやつっているのは、言わずもがな、見つからないように隠れていた沙凪である。

「ひ、ひい～っ……き、気持ち悪いですの～……で、でも、目を逸らしたら操れなくなっちゃいますの～……た、隆良様、お恨うらみ申し上げますの～……！」

　この作戦を立案した隆良への恨み言を呟きながら、それでも沙凪は任務を遂すい行こうする。

　とはいえこんな作戦で不安が無かったのかと問われれば、全く無かったとは言い切れない。もしも魅神が虫嫌いではなかったら──と危き惧ぐしていた隆良に対し、しかしアリアは淡たん々たんと告げた。

（女の子というのは虫自体よりも、虫を怖こわがらない自分自身を知られるのを怖がるのだ。特に人目につくような所では、ほぼ確実に怖がっている振りをするモノだぞ）

　アリアのその言葉で、夜侘も沙凪も目を逸らしていたのを、隆良は鮮せん明めいに覚えている。別に女の子に対して幻げん想そうを抱いだいていた訳ではない隆良ですら、それを聞いた時は複雑そうな表情を隠せなかったが、その話は今どうでもいい。

　問題は今この状況で、魅神がどういう行動を取るのか、だ。

「い、いやっ、あ、あっちに行きなさいよぉ……！」

　蒼そう白はくな表情で追い払はらおうとする魅神だったが、コントロールしているのは沙凪である。ダメ押しと言わんばかりに黒いアノ虫がその羽を開き、空中へ飛び上がった瞬間──

「──や、あっ──いやぁぁぁぁぁ！」

　魅神が後ずさりながら放った全力の『雷らい塵じん』が、大きなアノ黒い虫を一瞬で消し炭にした。可哀かわい想そうだけどコレ、戦いなのである。

「はっ──はぁっ、はあ……」

　大いに昂ってしまった感情を落ち着かせようとしている魅神が、荒あらい息を吐はいて電気に変えていた腕を元に戻そうとする。

　その瞬間──ほんの数秒程度の、瞬まばたきしている間にでも見み逃のがしてしまいそうな隙すきを──

「うおおぉぉらぁぁぁぁっ！」

　勢い良く飛び出した隆良が、これ以上は無いと言えるほどのタイミングで突いた。

「こっちだ電動ミカンーっ！」

　全力の『雷塵』を放った直後の魅神は、数秒ほど行動にディレイが生じる──隆良がアリアから事前に聞き出した、確かな情報である。

　とはいえ、隆良には一瞬で距離を詰めるような手段は無い。どれだけ必死で走ろうと、魅神の体勢が崩れている間に手が届くはずもない──のだが。

「このバカ隆良、甘く見な──って、ええっ!?」

　勢い良く振り向いた魅神の動きが、再び固まった。

　飛び出した隆良は上半身裸はだかで、更に全身から大量のゲルを放出していたのだ。

「ちょっ、ヤ、ヤダッ……！」

「おらっ、喰らえっ！」

「あっ……きゃんっ!?」

　左手で視界を覆おおいながら右手を電気に変えようとした魅神の足元に、隆良がゲルを噴ふん出しゆつする。足を取られた魅神が尻しり餅もちをついたのと同時に、電気化していた右手が元に戻った。
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「い、痛ぁい……」

「ケケケ……ヒャッハァー！」

「あっ……やっ、いやぁーっ！」

　頭の天辺から足の先までゲル塗まみれの──まさにゲル妖よう怪かいとなった隆良が、無防備に仰あお向むけで倒たおれていた魅神に思い切り覆いかぶさる。慌あわてて両手で突き飛ばそうとした魅神だったが、隆良を覆うゲルで手を滑すべらせ、それすら叶かなわなかった。

「ぎゃっはっはっは！　作戦通りだぁ！」

「くっ、この……『雷塵』──」

「くっくっく……させるかってんだ！」

　魅神の両りよう肘ひじより少し下の部分を、隆良が両手に持っていた柔じゆう軟なんなゴム板越ごしに押さえつけていた。魅神は肘までを電気に変えようとしているが、どうも上う手まくいかないようだ。

「コイツの素材が何か、分かるか？　アリア特注の超ちよう絶ぜつ縁えん体たい軟なん質しつゴムだぜ。お前の長手て袋ぶくろとかニーソックスと同じ素材だよ」

「くっ……このっ！　離しなさいよっ！」

「おっと！　へへっ……肘が曲げられなきゃ、電気も届かねーみてぇだなぁ。脚を電気に変えたって無む駄だだぜ。テメーの太ももの辺り、俺の下半身でキッチリ固定してるからよ」

「やっ……いや、離してよぉ……身体中、ヌメヌメして気持ち悪いっ……」

　ゲル塗れの隆良が馬乗りになっているのである。当然、魅神にも大量のゲルが降りかかっていた。さすがの魅神も涙なみだ目めだったが、それでも隆良を強気に睨にらみ付けている。

「くっ……何でよ。新人の癖くせに……バカ隆良の癖に……なんで、私をこんな……」

「……へっ、決まってんだろーが」

　魅神を押さえつけたまま、隆良が勝ち誇ほこった笑みを浮うかべた。

「新人とか関係ねぇ。この選ばれしストレンジャーである隆良様の天才的頭脳を以もつてすれば、テメーくらいは簡単に嵌はめられるんだよぉ！　ぎゃっはっはぁ！」

　──などと意味不明の供述をしているが、それは正確ではない。

　洞どう察さつ力りよく、頭の回転などが優すぐれているというのは、とりあえず間違い無いだろう。それはアリアも認めるところだし、夜侘達に有う無むを言わせぬ説得力を持っているのも事実だ。

　しかし、隆良の先見の明とさえ言える先読みは、それらだけでは決して成り立たない。隆良は常つね日ひ頃ごろから、ある力を培つちかっていたのだ。

　その力の正体とは──『妄もう想そう力』──である！

　組織の刺し客かくに追われ、命からがらそれらを打ち倒す妄想──！

　授業中に乱入してきたテロリストを、颯さつ爽そうと撃げき退たいする妄想──！

　あらゆる能力者を出し抜ぬき、勝利を手にする妄想──！

　もしかしたら、誰だれもが一度はするかもしれない妄想の数々。しかし通常よりも遥はるかにイタい子である隆良は、そうした妄想を数え切れないほど脳のう裏りに思い浮かべてきたのだ。

　頭の中で幾いく度どとなく繰くり返された多種多様なシミュレーション。それらをパズルのように当てはめ、綿密な作戦を織り成すことによって、絶対的な力量差を覆くつがえすのに成功した。

　長年の念願であった（にしては微び妙みような）『異能』よりも、ずっと強力な能力。

　──常人離ばなれした妄想力──それこそが、隆良の最大の武器である──！

　微妙に格好悪い、とか言ってはいけない。

「へっへっへ……おら、電動ミカン。勝負ありだぜ。さっさと降参しろよぉ」

「なっ……だ、誰がアンタ達なんかにっ……！」

「あ？　おいおい、この状況でそんな口聞いてもいいのかよ？　ほ～れほれ」

「やっ……ちょっ、か、顔にゲル垂らさないで……ん、んんーっ！」

　激しく首を振ふって嫌いやがる魅神を見て、アリアが思わずこう呟つぶやいた。

「……隆良くんは、なんと言うか、まるで悪党みたいだなぁ……」

　その言葉に、夜侘は無言で頷うなずいて同意する。

「おらおらぁ、まだまだ出せるぞ。水分はバッチリ補給してきたんだからなぁ」

「ん、んんぅ……ぷはっ！　こ、この変態……最低よっ！」

「おお～っと、まだ自分の立場が解わかってねぇみたいだな。お仕置きが必要かぁ？」

「なっ、そ、そんな……もう、やめっ、あっ、んぅ～っ!?」

　もはや魅神は、上から下まで完全にゲル塗れである。それでも隆良は容よう赦しやなく、更に満まん遍べんなくゲルを噴ふき出し、魅神の身体からだに降りかけ続けた。

「うわぁ……えげつないよぉ……」

　夜侘も思わずドン引きである。しかし勝利に酔よった隆良は、そんな視線も全く気にしない。身み悶もだえる魅神を責めるのに夢中だった。

「んぅ……けほ、けほっ……ふぁ、服の中まで、べとべと……もういやぁ……」

「けけけ……ガキの頃ころに喰くらった電でん撃げきの分も、今ここで返してやろうかぁ？」

「な、なによっ……あれは、変なちょっかい出してきたアンタが悪いんじゃない！」

「へっ、まだまだ元気じゃねぇか……ほ～れほれ、ゲ～ルゲル」

「い、いやあっ……何がゲ～ルゲルよぉ……もう、こんなのやだぁ……！」

　その惨さん状じようを目の当たりにしていた沙凪も、思わず──

「ゲル、楽しそうですの……『雷神』の人、うらやましいですの～」

　……一人だけ、少しズレたことを呟いていた。

　それはそうと、組み敷しかれていた魅神が、キッ、と鋭するどく隆良を睨み付ける。

「最低っ……バカ隆良なんて、一人じゃ私に勝てない癖にっ……こんなの卑ひ怯きようよっ！」

「ああん？　なぁに言ってんだ。あんだけ自信満々で勝負を受けといて、今さら……」

「うるさい、うるさぁい！　何よバカ！　アンタなんて、私の気持ちも知らない癖にぃ！」

　駄だ々だをこねるように暴れ始めた魅神を、隆良が必死で押さえつける。

「うおっ！　おいコラ、暴れんなっ！　いきなり癇かん癪しやく起こしてんじゃねーよ！」

「バカ、バカバカバカ、バカ隆良あっ！　私が今まで、どんな気持ちでいたと思ってんのよ！　いつもいつも好き勝手言って！　私は、私はずっと待ってたのに……！」

「……あのなぁ、そんなん当たり前だろ？　俺はお前じゃねーんだからよぉ」

　魅神の言葉を遮さえぎって、隆良は呆あきれたように呟いた。

「お前の気持ちなんて、俺が知るわけねーだろ」

「────」

　魅神は大きく目を見開き、絶句した。この世の終わりのように、微かすかに唇くちびるを震ふるわせて。

「大体そんなん言うなら、お前だってよ……おい、聞いてんのか？」

　半ば放心している魅神に、隆良が呆れ顔のままで言葉を続けようとした、が──

「……さい」

「……はぁ？」

「うるさい……うるさい、うるさい、うるさいうるさいうるさいうるさぁい！」

「おい、雷らい轟ごう、いきなりどうし……うおっ!?」

　隆良が押さえつけていた魅神の両りよう腕うでが、徐じよ々じよに電気に変わっていく。いや、両腕だけではなく──両りよう脚あしもだった。

「くそっ、何でだ!?　このゴム使ってりゃ、電気にならねーはずじゃ……」

「いかん……！　隆良くん、魅神から離はなれろ！　二の腕まで電気化しているぞっ！」

「なっ……う、うお、おああっ!?」

　隆良の持っていたゴムが、電気に変わった両腕に弾はじかれた。バチバチと炸さく裂れつするような音が行き交かう中で、魅神の声が不思議と鮮明に響ひびく。

「アンタなんて……アンタなんて、大だい嫌きらい！　いつもいつも、勝手ばっか言って……私の気持ちなんて、解ろうともしない癖にっ……！」

「お、い……雷轟、落ち着きやがれっ！　つか、最後まで聞けっつの！」

「うるさいっ、聞きたくなぁいっ！　アンタなんか、アンタなんか……」

　魅神の目から溢あふれているのは、涙だろうか。迫せまりくる電光に照らされて、隆良がそれを確認するのは不可能だった。ただ、ぐすぐすと子供のような鼻声が混じっているのだ。

「バカ隆良なんかぁ……！」

　バチリ、と一つ大きな音が立つと、隆良の表情が明らかに曇くもった。四方を電気に囲まれて動けずにいる隆良と、感情をコントロール出来ずにいる魅神。

　次の瞬しゆん間かん、魅神が叫さけぶのとほぼ同時に──

「死んじゃえばいいんだぁぁぁぁぁ！」

　──眩まばゆい閃せん光こうが、周囲を包み込んだ──




　縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回る電撃の中心に、隆良はいた。眩い閃光に包まれ、黒いシルエットでしかその姿を確認できない。

「魅神、落ち着け！　四し肢しを元に戻もどすのだ！」

　懸けん命めいに呼びかけるアリアにも、呆ほうけている魅神は何の反応も返さない。

「う、あぁ……たか、ら……？　何で、私、何で……ああ、あ、うあぁ……！」

　目の前にいる魅神でも、閃光の中には黒い影かげしか見えなかった。

「うあぁぁぁあっ！　嘘うそ、うそっ！　隆良、いやぁ！　いやぁぁぁぁ！」

　魅神が興奮すればするほど、電撃はより一層その勢いを強める。
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「くっ、待ってろ、隆良くん、魅神……！　うあっ！」

　隆良達に駆かけ寄ろうとしたアリアだったが、暴れまわる電撃に弾き飛ばされてしまう。そんなアリアを、沙凪が慌てて助け起こした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですの!?　あんな電撃の中に入っていくなんて、無茶ですの！」

「くそっ……くそっ！」

　コンクリートの地面に、アリアが思い切り拳こぶしを打ちつける。

「私の責任だ……私が付いていながら、こんな状じよう況きようを許してしまうなんて……！」

「……な、なにこれ……？　どうなってる、の……？」

　金魚のように口をパクパクとさせながら、夜侘が辛かろうじて呟いた。

　苦々しい表情のアリアが、夜侘に──もしくは自分自身で確かく認にんするように口を開いた。

「魅神の、能力の暴走だ……彼女は本来、四肢全すべてを同時に電気に変えることなど出来なかった。両腕だけ、両脚だけを元に戻すのでさえ、とんでもない集中力を要するのに……いや、それだけではない。このまま電気化が身体にまで及およべば、命を失う恐おそれさえ……」

「……た、隆良は……？　隆良は、あの中にいるんですよ……？」

「……残念だが、恐らくもう……」

　そう言って俯うつむくアリアを見て、沙凪が両手で口元を覆おおった。

「そ、そんな……そんなの、冗じよう談だんですの！」

「……くそっ、くそぉ……！　私がこんな勝負など、けしかけたばかりに……！」

　自責に苛さいなまれるアリアの横を、夜侘がふらふらと横切る。

「……嘘……嘘だよ、ね？　隆良……」

　身体から力の抜けた夜侘が、思わず地に膝ひざをついた。暴走する魅神と電撃に包まれる隆良に向け、それしか出来ないというように、夜侘は声高に叫ぶ。

「隆良っ……返事して、お願いっ……たからっ……！　たからぁーぁっ！」

「……くそっ、隆良くん……隆良くん！　頼たのむ、せめてどうか、生きていてくれ……！」

「隆良様、答えてくださいですのっ！　お嬢じよう様さまの……中の中の、お願いですのっ！」

　アリアと沙凪も、奇き跡せきに縋すがるような想いで叫んでいた。

「う、うあぁ……こんなの、ヤダよぅ……隆良ぁ……」

　自身の放つ電撃音にかき消されそうな涙なみだ声ごえで、それでも魅神は隆良に向けて呟いた。

　しかし、返事は無い。返事を求める叫びも、奇跡を祈いのる願いも、彼を想おもう涙なみだも──全すべては無情にも、荒あれ狂くるう電撃の嵐あらしに吸い込まれていった。

　返事など、ある訳がない。ある訳がない──はずだった。

「うるっ……せぇぇぇぇぇぇ！」

「────えっ？」

　暴れまわる電撃の中から聞こえた声に、誰もが目を丸くした。耳がおかしくなったのだろうか、と己おのれを疑う面々に対し、更さらに大きな声が飛び込んでくる。

「どいつもこいつもピーピーピーピー騒さわいでんじゃねぇ！　ヒヨコちゃんかお前らは！」

「……！　この声、隆良っ！　たからぁーっ！」

　隆良の名前を噛かみつつ呼ぶ夜侘の声に、真っ先に反応したのは魅神だった。

「隆良……？　う、うええっ……ホントに隆良だぁ……」

　両手で隆良に抱だきつこうとする魅神だったが、その両手は電気に変わっている訳で。

「あばばばばば！　ちょっ、待て雷轟！　おま……あばばばばば！」

「あっ、隆良っ……やだ、たからぁ……うぇぇん……」

「いや、落ち着けって……あばばばばば！　……言ってんだろ聞けコラァァァ！」

「ひっく、ひっく……」

「テメーな、最後まで聞けっつっただろアホ！　ってあばばばばば！」

「アホじゃないもん……」

「アホだろが！　いっつも人の話も聞かずに突つっ走って、挙句の果てにそうやって泣いてりゃ世話ないっつの！　あばばば！　つか、何回あばばば言わせりゃ気が済むんだよ！」

「うえっ……だって、だって隆良がぁ……私のコト、解ってくれないからぁ……」

　幼児退行してしまったように泣きじゃくる魅神の作り出した電撃が、依い然ぜんとしてコントロールを失ったまま暴れ回る。事態を重く見た隆良が、決意の表情で魅神を見み据すえた。

「……このアホッ！　解る訳ねーっつってんだろが！　さっきも言ったけどな、お前はお前！　俺は俺なんだからよ！」

「ふぇっ……ひ、酷ひどい……」

「酷くねーよ！　当たり前のことを言ってんだ、俺はあばば！」

　魅神の額を人差し指で小こ突づきながら、隆良は一つだけ確認しようとする。

「おい、雷轟。お前、自分の手足の形を覚えてるか？　覚えてなかったら、思い出せ！」

「え……？　な、なにそれ……そんなの、忘れるわけないよぅ……」

「よーし、分かった……じゃあよく聞けよ、アンポンタン」

　少しだけ憔しよう悴すいし始めている魅神を見て、隆良が思い切り息を吸い込んで──

「このアホ！　マヌケ！　電動ミカン！　お前はな、テメーの気持ちなんて全く言わねぇじゃねぇか！　そんなんで気持ちを理解しろなんて、言えるわけあばばばば！」

「うっ、うえっ……だって、そんなの、恥はずかしくて言えない……」

「だったら、なおさら解るわけねーんだよ！　口に出さなくても伝わるなんて、十年来の付き合いのウザいラブラブカップルでも怪あやしいわ！　そういうストレンジャーじゃねーんだからよ！　お前だって……お前だって、俺の気持ちなんて解らねぇだろ!?」

「……えっ？　隆良、の……気持ち？」

　疲ひ労ろうで精せい彩さいを欠いている魅神が、それでも必死に頭を働かせて考えようとする。

　隆良は、思い切り歯を食いしばって俯いていた。過ぎ去った過去に思いを馳はせているその姿は、自分に配られたカードを嘆なげいているギャンブラーのようにさえ見える。

「お前だって……お前だってなぁ……！」

　隆良が歯を噛み鳴らしながら、頭上に両手を掲かかげる。その両手に全ての力を集約し──

「ある日突とつ然ぜん、体中からゲルが出るようになった奴やつの気持ちが、解んのかよぉぉぉ!?」

　全身全ぜん霊れいのゲルを叩たたきつけながら、隆良は腹の底から叫んでいた──

「うあっ、あ、ぅ……ん」

　押し寄せるゲルの濁だく流りゆうに飲み込まれ、魅神が意識を失う。それと同時に電気化していた四肢が落ち着きを取り戻して収束していき、元の姿へと戻っていった。

「はぁ、はぁ……ったく、手間取らせやがって……」

　隆良が荒あらい息を吐はきながら、魅神の上に倒たおれ込む。ゲルで全身くまなくべとべとになっている二人を見ながら、アリア達は複雑な表情を隠かくせないでいた。

「…………」

　その場に居合わせた一同漏もれなく、隆良の魂たましいの叫びを耳にした瞬間、こう思っていた。

　ああ、そりゃ解らんわ──と。








　07　友達なんていらないとか言ってる奴に限って本当は寂しがりだったりするよね







　魅神みかんは、夢を見ていた。思い出したくない、しかし忘れ得ない過去の夢だ。

　魅神が『異能』に目覚めたのは、小学生になったばかりの頃ころだった。政府の人間が突然訪おとずれて、魅神にストレンジャーの資質があるなどと告げたのだ。

　指先を電気に変えるという能力。当時の魅神は自身の変化を、さして重大には捉とらえていなかった。明るく活発な子だったし、周囲には友達も多い。ストレンジャーになったことで離はなれていく者もいたが、特に親しい友人などは魅神を敬遠したりはしなかった。

　だからこそ、魅神はこれから先、きっと何も変わりはしないだろうと信じていたのだ。

　──そんな魅神をあざ笑うかのように、事件は起こった。

「ひうっ！」

　ある日、ちょっとした諍いさかいから友達と軽い小突き合いをしていた魅神が、無意識に指先を電気に変えてしまった。感電してしまった友達は、腰こしが抜ぬけて立てなくなる。

　魅神は慌あわてて、その子に駆け寄った。

「だ、大丈夫!?　ごめ……」

「……ひっ！　や、やめて……来ないでっ！」

「──えっ？」

　怯おびえて腰を抜かしたまま後ずさる友人を見て、魅神は呆あつ気けに取られた。

「来ないで、来ないでっ！　謝るから、あたしが悪かったからぁ！」

「ち、違ちがうよっ！　悪かったのは、私……」

「ひ、ひいっ！　う、うえぇぇぇん……」

　とうとうその友達は、恐きよう怖ふのあまりに泣き出してしまった。

　魅神にとっての彼女は、それまで最も親しかった友人である。しかしその一件を境に、彼女は魅神を見るだけで怯えるようになり、二度と話しかけることはなくなった。

　そして彼女以外の友達も、魅神から離れてしまう。

　──魅神の周りからは、友達がいなくなった──

　だけど魅神は、それでもすぐには諦あきらめなかった。

　人一倍の努力をした。勉強も、運動も、誰だれよりも頑がん張ばることで、きっと誰かに認めて貰もらえる。スポーツでも、男の子にだって負けなくなっていた。

「やった、やったぁ！　一番だよっ！」

　クラス対たい抗こうリレーで一番になって、魅神は無む邪じや気きにはしゃいだ。これできっと、皆みんなに認めて貰える。また昔のように、友達と一いつ緒しよにいられるようになるはずだ。

　そんな魅神の淡あわい希望は、だけどすぐさま打ち壊こわされてしまうことになる。

「……ずるいよな、ストレンジャーって」

「……えっ？　な、なに言って……」

「そーだよな。あんな『異能』とかいうのが使えるんだもんなー」

「ち、違うよっ！　私、そんなの使ってないっ！」

　そもそも当時の魅神の『異能』に、そんな使い道はない。必死で否定しながらも、感情を昂らせてしまった魅神の指先が、電気に変わってしまう。

「うわっ！　ほら、こんなコトできるんだぜ！　卑ひ怯きようだよな、先生！」

　いつの間にか魅神の後ろにいた女の先生に、生徒の一人が話を振ふる。

「せ、先生、違うよ！　私は『異能』なんて、使ってないもん！」

「…………」

　電気に変わった魅神の指先を見て、先生は少し怯えながら、諭さとすようにこう言った。

「……次からはもう、ズルなんてしちゃダメよ？」

　魅神の言葉は、先生には一いつ切さい届かなかった。

　──もう、何をしたって無む駄だなんだ──

　そう思った魅神は、自らの殻からにこもるようになった。誰にも話しかけず、近寄ろうともしない。そうしていれば誰も傷つかないのだから、それでいいと思ったのだ。

　そうやって過ごしていたある日、給食に蜜み柑かんが出た。魅神自身、冗じよう談だんかと思うような嗜し好こうではあるが、蜜柑は幼い頃からの大好物だったのだ。

　ずっと心を閉ざしていた魅神も、そういう時だけは素す直なおに喜んだ。普ふ通つうの子供と同じように、大好物を目の前にすれば当然のように喜ぶのだ。

　大好きな蜜柑を食べようと、魅神は手を伸のばす。だけどほんの少し──本当に、ほんの少しである。魅神の気持ちが昂ってしまったのと同時に──

「──あっ」

　指の僅わずか先せん端たんが電気に変わり、蜜柑を弾はじいてしまった。

「…………」

　人だけでなく、物にさえ拒きよ絶ぜつされたような気持ち──

　ころころと机の上を転がり、遠ざかっていく蜜柑。それを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた魅神の眼の奥に、熱い物がこみ上げてくる。

　こんな人目につく所で、こんな些さ細さいなことで泣くのは、嫌いやだった。だけど魅神は、転がっていく蜜柑に、離れていった者達の姿を無意識に投とう影えいしてしまう。

　泣きたくなんてない。泣いてしまったら、それこそ惨みじめで、酷く情けなくて、きっと何もかもが嫌になってしまう。こうして、ただ存在することさえも、嫌になってしまう。

　だけど魅神の心は、もう限界だった。魅神の感情が決けつ壊かいしそうになった、その寸前──

「ぶわはははは！　ミカンが電気で動いた！　ぶわはははは！　電動ミカンだ！」

　魅神の隣となりの席に座っていた男子が、包み隠さず大笑いし始めた。

「……あっ、えっ……なっ」

「何だそれ、ギャグかよ！　蜜柑でテンション上がってって……ぶわはははは！」

「う……うるさいっ！　笑うなぁーっ！」

「ぶわはは……あばばばばばば!?」

　大笑いした男子生徒を電でん撃げきで攻こう撃げきしながら、しまった、と魅神は思った。

　また、やってしまった──また、奇き異いの目で見られる──

　離れていった親友や、怯えた先生から受けた視線を、鮮せん明めいに思い出す。

　あんな目で見られるのは──もう嫌いやなのに！

　ふるふると身体からだを震ふるわせる魅神に、今しがた感電した男子生徒は、こう言い放った。

「何しやがんだこの人間スタンガン！　あばばば言っちまったじゃねぇか！」

「──えっ？」

　彼は怯えるどころか、電撃を喰くらわせた張本人である魅神に文句を言ってきた。

「このヤロー、ちょっと『異能』が使えるからって、調子に乗んなよ！」

「……な、なんで？」

「なんでもかんでもあるか、このヤローっ！　俺はなぁ、人よりちょっと違うからって、そうやって格好つけてるヤツがうらやま……ムカつくんだよぉぉぉ！」

「……い、意味分かんないわよっ！　変なヤツ……」

　そう言った魅神は、思わず視線を逸そらした。彼が何を言っているのか、魅神には本当に意味不明だったし、恐おそれられるどころか文句を言われたことに困こん惑わくしてしまったのだ。

　──それと同時に、泣きたい気持ちも、いつの間にか消え去っていた──

　彼はそれから、来る日も来る日も、魅神にちょっかいを出してくるようになった。そんな彼を鬱うつ陶とうしく思うこともしばしばあったというのは、紛まぎれもない事実だ。

　──だけど、どうしてだろう？

　彼に見つかれば、ちょっかいを出されるのは分かりきっていた。変なあだ名を付けられたり、妙みような言いがかりをつけられたりして、魅神は感情を逆さか撫なでられるばかりなのだ。

　それなのに魅神は──どうして彼の目に付くような所に、わざとその身を置いたのだろう。どうして彼の視界の隅すみで、声を掛かけられるのを待っていたのだろう。

「電動ミカンが格好つけてんじゃねーよ！　ぎゃははは！」

「う、うるさいっ！　電動ミカンとか言うなっ！」

「あばばばばばば！」

　変なあだ名で呼ばれるのも──

「おい、人間スタンガン！　あんま調子に乗ってんじゃねーぞ！」

「だ、誰が人間スタンガンよ！　この無神経っ！」

「あばばばばばば！」

　くだらない事で絡からまれるのも──

「あ、雷らい轟ごうだ」

「いちいちうるさいのよ、バカ隆たか良らっ！」

「いや名前呼んだだけじゃばばばばばば！」

　名前を、呼んで貰えるのも──

　──本当はただ、嬉うれしかっただけなのだ──




　魅神が隆良と別れ、ストレンジャー専門の教育施し設せつに入って間もない頃、一人の女性と出会った。三つ年上の、中学生には見えないようなスタイルを持った、色気漂ただよう女性だった。どうやら政府の高官の一人ひとり娘むすめなのだという。

「雷轟魅神ちゃん……ん、なんだ？　今日も機き嫌げんが悪いな。どうかしたのか？」

「……雷轟って呼ばれるの、嫌きらい」

「ふむ、どうしてだ？」

「ごっつくて、可愛かわいくないんだもん……」

「ああ、ミカンって名前の方が、可愛いからな。じゃあ、魅神と呼ぼう」

「……うん」

　少し素直になって頷うなずいた魅神に、年上の彼女は暖かい陽ひ射ざしのように微笑ほほえみかけた。

「私のことは、アリアでいいぞ」

「でも、まだ会って三日しか経たってないのに……」

「ふふっ、まあそう固いコトを言うな、魅神」

　アリアが微笑んだまま腰を落として、魅神の瞳ひとみを真まっ直すぐ見つめながらこう言った。

「一日顔を合わせたら友人、二日連続で顔を合わせれば親友。それが私の持論だ」

「……じゃあ、三日目は？」

「家族──さ。この場合、私は魅神のお姉ちゃんだな。ふふっ、一方的過ぎるか？」

「……そんなこと、ない……でも……」

　今にも泣き出しそうな顔で俯うつむいた魅神が、ぽつり、ぽつりと呟つぶやき始める。

「私の家族は……パパとママは……私のこと、怖こわがってたから……口には出さなくても、それが判わかったから……家族でも私のことなんて、解わかってくれないから……」

「私は魅神のこと、別に怖くなんてないぞ」

「っ……でもっ」

　魅神が顔を上げると、アリアが何かを差し出してきた。

「……これ、なぁに？」

「プレゼントの手て袋ぶくろさ。特とく殊しゆなゴム製のな。着けてごらん」

「う、うん……」

　恐る恐る手袋に手を通した魅神の表情が、にわかに明るくなった。

「手が……パチパチって、しない……？」

「ああ。さて、先日は出来なかったからな……はい」

　アリアの顔と差し出した手を、魅神が戸と惑まどいながら交こう互ごに見る。アリアは苦く笑しようして、あくまでも優やさしく言った。

「握あく手しゆさ。初めて会った時は、静電気のせいでロクに出来なかったからな」

「あ……う、うん……」

「ふふっ、これで気き兼がねなく、手を繋つなげるというモノだろう？」

「あっ……」

　手袋越しに繋いだ手が、魅神にはとても暖かく感じられた。それがどうしてだか、魅神は本当に嬉しくて──思わず、鼻の詰つまったような声を出してしまう。

「あ、ありっ……ありがとう、アリアっ」

「ああ、どういたしまして」

　魅神はその日、教育施設に来てから初めての──笑顔を見せた。




　それからしばらくして、アリアはストレンジャーの教育施設を去っていった。

　やらなければならないことがある、と彼女は言っていた。同時に、五年後には必ず戻もどってくる──ストレンジャー対策課の研究室室長にまで昇のぼり詰めて、とも。

　魅神はずっと、待っていた。

　教育施設でも、魅神はほとんど独りだった。希少なストレンジャーに同年代の子などいなかったし、その頃ころからランクを上げ始めた魅神は、それとなく敬遠されてきたのだ。

　それでも魅神は、口からついて出たような、そんな些細な約束を心の拠より所に待ち続けていた。隆良が本当にストレンジャーになったら勝負するという、一方的な約束。

　だけど本当は、もっと違ちがうことを言いたかったのだと、魅神は夢の中で素直に思う。

　ならば、何と言いたかったのだろうか。

　──あの日の魅神は、何と──




「……ここは……？」

　魅神のぼやけた視界に飛び込んできたのは、真っ白な天てん井じようだった。いつのまにか両りよう腕うでと両りよう脚あしには、特別性の長手袋とニーソックスを身に着けている。

　長い、長い夢を見ていたような気がする。まだ夢の中なのだろうか、と状じよう況きようを判断しかねている魅神の耳に、聞き慣れた声が飛び込んできた。

「……目が覚めたか、魅神」

　ベッドの横の椅い子すに座っていたのは、珍めずらしく沈しずんだ表情をしているアリアだった。

「……アリア、ここは……」

　アリアの方に顔を傾かたむけた魅神が、先ほどまでの出来事を思い出して、勢いよく上半身を起き上がらせた。

「隆良……隆良はっ!?」

「魅神、落ち着け。隆良くんは大だい丈じよう夫ぶだ。多少……いや、怪け我がはしているが、ついさっき目を覚ましたところだしな。『命には』別状ない」

　アリアの言葉には若じやつ干かんの含ふくみがあったが、しかし感情の昂たかぶった魅神は気付かない。

「……そう……よかった、よかったぁ……」

　両手で顔を覆おおう魅神に、アリアは相変わらず沈んだ表情で声を掛ける。

「……すまなかったな、魅神」

「えっ？」

「私が軽はずみに決けつ闘とうなどと言い出したせいで、こんなことになって……」

「ちょ、ちょっと待って。決闘に関しては、元々は私が……」

「それでも、けしかけたのは私だ。そのせいで、隆良くんと魅神を同時に失ってしまうかもしれなかったのだ。思い出すだけでも、恐ろしくて仕方がない……」

　少しだけ赤く腫はれた目を魅神に向けながら、アリアが頭を下げる。

「今さら言ったところで仕方ないが、それでも言わせてくれ……本当に、すまなかった」

「……それは、責任者としての謝罪？」

「いいや、姉としての、さ」

「……そう……そっか」

　少しだけ微笑んだ魅神が、下がっていたアリアの頭を両手で優しく支え上げた。

「いいの。私はきっと、アリアから沢たく山さんの物を貰もらってる。だからもう、気にしないで」

「……許してくれるのか？」

「許すも何も、私も悪かったんだってば。あんまり謝られると、罪悪感が湧わいてくるわ」

「……ふむ、そうか」

　数秒前まで沈んでいたアリアの表情が、あっという間にいつも通りになる。

「よし、なら気にしないことにしよう。うじうじと引きずるのも、私らしくないしな」

「……ちょっ、ちょっとアリア、立ち直るの早すぎない？」

「ふふっ、気にするな。私も、もう気にしないからな」

「……アリアって昔からそういうトコあるわよね。分かってたけど……」

　小さくため息を吐ついてから、魅神は思い浮うかんだ疑問を率直にアリアへとぶつけた。

「だけど、どうして隆良は無事なの？　あれだけの電でん撃げきを浴びて……」

「……ふむ、それはな」

　あご先に指を当てたアリアが、片手に持っていた資料を魅神に渡わたす。

「ついさっき、隆良くんのゲルを解かい析せきした結果が出た」

「……なに、これ……『強い不導体の性質を持つ』って……」

「私も驚おどろいたよ。ヌメヌメしているだけの何の取り柄えも無いただのエグいゲルかと思っていたら、こんな性質が隠かくされていたとはな」

「……じゃあつまり、このゲルのおかげで、隆良は無事だったっていうの？」

「いや、このゲルだけではない。このゲルを発射する隆良くんの身体からだも、このゲルほどではないにせよ不導体の性質を持っているのが判明した」

　手袋越しに魅神の手に触ふれながら、アリアは説明を続けた。

「隆良くんと直じかに触れ合っても、静電気で弾はじかれなかっただろう？　対決の時もそうだったし、もしも、まあ……それ以前に触れ合ったことがあったとしても、同じはずだ」

「……アリア、ちょっとだけ機嫌悪くなってない？」

「気のせいさ。とにかく、そうした隆良くん自身の身体の性質と、身体全体から強力な不導体の性質を持つゲルを大量に噴ふん出しゆつしていたという二つの要素がクッションになり、電撃によるダメージが大きく緩かん和わされたという訳だ。とはいえ完かん璧ぺきな絶ぜつ縁えん体たいという訳ではないから、無傷ではないのだが」

　それを聞いて心配そうな表情をした魅神に、アリアが軽く笑いかける。

「心配なら、見み舞まいにでも行ってみるか？」

「……えっ？」

「隆良くんなら、すぐ近くの病室にいるよ。今は夜よ侘わびちゃんと沙さ凪なぎちゃんが見ているはずだが……ここでこうして話しているより、直接見にいったほうが早いだろう」

「ちょ、ちょっと待ってよ、アリア。私、だって、あんなに暴走して……」

「ん？　なんだ、魅神ともあろうものが、怖いのか？」

「なっ……そ、そんなわけないでしょっ！」

「じゃあ、行こうではないか。さあさあ、早く早く」

「ちょ、ちょっと、待ってってば……！　じ、自分で歩けるから！」

　やや強引に手を引っ張ってくるアリアに、魅神が抗こう議ぎの声を上げる。長手袋に包まれた腕が震ふるえていることに関して──アリアは言げん及きゆうしなかった。

　魅神はこれから、向き合わなければならないのだ。

　自身の暴走が招いてしまった『結果』と──




「ぶわーっはっはっは！　完・全・勝・利っ！　だっつーの！」

　組織の病室で──全身に包帯を巻かれていた隆良が、大笑いしていた。

「た、隆良ぁ……アリアお姉さまから、大人しく寝ねてろって言われてたのにぃ……怒おこられちゃうよっ？」

　心配顔で諫いさめる夜侘に対し、隆良は何ど処こ吹ふく風というような風ふ情ぜいだ。

「なーに言ってんだ。んな大した怪我でもないのに、そうそう寝てられっかよ。んなコトよりも俺らはＡランクの『雷らい神じん』様とやらに勝っちまったんだぜ？　へっへっへ……」

「……確かにこれは大おお事ごとですの。無敵とまで言われたあの『雷神』を、わたくし率いる出来立てほやほやのチームで倒たおしてしまうなんて……にゅ、にゅふふ」

　妙みような笑い方をする沙凪の額を、隆良が即そく座ざに人差し指でつつく。

「いや、別にお前は率いてねーだろ。作戦立てたのも俺だしよ」

　呆あきれ交じりに言う隆良の袖そでを、くいくい、と夜侘が引っ張った。

「あ、アタシの名演技があったからこそ、でしょっ？　だ、だから、その……」

「ん？　なんだよ……なんか言いたそうな顔して」

「だ、だからぁ……ご褒ほう美び。あの、ナデナデ……」

「あー、おーおー、そうだったな。よくやったな、夜侘。ほれ」

「こ、心がこもってなぁっ……ふぎゅう」

　隆良に撫なでられて沈ちん黙もくしてしまった夜侘を見て、今度は沙凪が頬ほおを膨ふくらませた。

「ちょ、ちょっと隆良様っ！　わたくしだって例のアノ黒い虫をイヤイヤながら頑がん張ばって操あやつったんですのよ!?　その辺をちゃんと評価して……」

「はいはい、これでいいのかよ」

「む、むふぅ……まあなかなか、苦しゅうないですの……」

「いや、いいのかよ。お前ら安いのな……それにしても、くくく……ぎゃっはっは！　あんの電動ミカン、あんだけエラそうにしといてボロ負けって……ぶわっはっはっは！」

　バカ笑いを包つつみ隠さない隆良は──今しがた病室に入ってきた二人になど、まるで気付いていないらしい。その二人のうちアリアが遠い目をしつつ、魅神の肩かたに手を置く。

「さあ、よく見てごらん、魅神……あれが、あそこでアホみたいに笑っている彼の姿が、キミの暴走が招いてしまった、向き合わなければならない『結果』だよ……」

「……言わないで……なんかもう、ちょっと帰りたくなってきちゃってるんだから……」

　来たことを後こう悔かいしているような魅神ではあったが、しかしそんな彼女の姿を、目ざとい隆良は見み逃のがさなかった。

「おお？　ヘイヘーイ、見ろよお前ら。俺らに負けた『雷神』様のお出ましだぜぇ～？」

「くっ……このっ、ミイラ男みたいになってるくせに、なによエラそうにっ！」

「おおっとぉ？　それってだぁれのせいでしたっけぇ～？　確かどこのどちら様だったかが『暴走』しちゃったせいのような気がするんですけどねぇ～？」

「なっ……!?　わ、私だって気にしてるのにっ……この、このっ……バカ隆良ぁー！」

「ぎゃはは……って怪我人にまでまさかのあばばばば！」

　問答無用の電撃を浴び、もんどり打って倒れた隆良に、夜侘と沙凪が駆かけ寄る。

「た、隆良っ、大丈夫っ!?」

「こ、こいつはひっでぇですの！　怪我人に対して鬼き畜ちくの所業ですのーっ！」

「はあ、はあ……し、知らないんだからっ！　ふんっ！」

　怒いかり心しん頭とうのままそっぽを向く魅神、夜侘と沙凪に介かい抱ほうされる隆良。そんな彼らを眺ながめていたアリアは、「はあ」と軽く溜ため息を吐いた。

「全く……心配していたのが、バカバカしくなってくるよ」

「はあ？　なんだよアリア、何を心配してたってんだ？」

「……いや、取り越こし苦労なら、それで構わないがな」

　隆良の問いには答えず、アリアは意味深な呟つぶやきを放ち、首を横に振ふった。

「何なんだ……って、あぁっ！」

「きゃあっ！」

　急に大声を出して起き上がった隆良に、魅神が思わず驚いてしまう。

「い、いきなり何よ、バカ隆良……」

「けっけっけ……雷轟お前、俺らに負けてチームに入るんだよなぁ……？」

「…………」

　目を逸そらして沈黙した魅神に、更さらに隆良が追い打ちをかける。

「お前、俺らに完敗だったもんなぁ。しかもあんな暴走までしちまってよ。こりゃ、一言お詫わびのお言葉でも頂きてーもんなんだけどな？」

「なっ……だ、誰だれがっ！」

「あ……イテテテテ、くっ、再三にわたって喰くらい続けてきた電撃の傷が疼うずいてっ……！」

「うっ……」

　あからさまな隆良の演技に、それでも魅神は思わず怯ひるんでしまう。しかし隆良の顔はニヤニヤといやらしく笑っているものだから、魅神も素す直なおに謝るのは躊躇ためらわれるのだろう。

「っ……わ、わた、私が……」

「おうおう……どうした？　電動ミカン」

「……！　わ、私がっ──」

　顔を真っ赤にした魅神が、隆良を勢いよく指差す。

「私がチームに入ってあげるって言ってるんだから、アンタの方こそ感謝しなさいよ！」

「……はぁ!?　お前な、あんだけ完璧に負けといてなーにが……」

「うるさぁい！　隆良のばかぁーっ！」

「更なる追い討うちに心も身体もあばばばばば！」

「ちょっ……い、いい加減にしてよぉっ！」

　再度の電撃を喰らって崩くずれ落ちる隆良を見て、夜侘が勇ましくも魅神と対たい峙じする。

「ひ、酷ひどいじゃない！　隆良は怪我人なのにっ……幼おさな馴な染じみだからって、なにしても許されるわけじゃないよっ！」

「な、なによっ……文句あるのっ!?　ふんだ、あなただって、Ｅランクのくせにっ！」

「にゃっ!?　な、なんでそれっ……」

「ここへ来る途と中ちゆう、アリアから詳くわしく聞いたのよ。ふんっ……ライター程度の火しか出せないなんて、そんな『異能』に意味があるのかしら？　そんな程度の火が必要なら、普ふ通つうにライター持つっつーのよ」

「……むかっ」

　むかっ、と口で苛いら立だちを表現したのはさすがの夜侘も初めてだろうが、それはともかく負けじと彼女も言い返す。

「あれぇ？　そのライター程度の炎ほのおに気を取られて、隙すきを作っちゃったＡランク（笑）の人がいたような気がするんですけどぉ……？　気のせいですかぁ？」

「！　なっ、な、あっ……！」

「あっ、あたしったら……目の前の『雷神（笑）』さんでしたねっ。失礼しまし～たっ☆」

「…………」

　夜侘の挑ちよう発はつに、感情の読めない無表情で佇たたずむ魅神。なにやら不ふ穏おんな空気が漂ただよう──と、次の瞬しゆん間かん、夜侘の小さな両手と、いつの間にやら長手て袋ぶくろを着け直していた魅神の両手が、互たがいに取っ組み合う形になった。

「ライター程度の火しか出せないクセに、ナメないでよねっ……！　隆良がいなかったら、アナタなんて私の敵じゃなかったんだから……！」

「ライター程度じゃないですぅ～……！　チャッカマンくらいは出せますぅ～……！　ふんだっ、自分が素直になれないからって、あたしに当たらないでようっ……！」

「あ・た・る？　意味が分からないわねっ……！　ていうかそっちこそ、私が隆良の幼馴染だからって、嫉しつ妬としてるんじゃないのぉ～……!?」

「……！　そ、そんなことないもんっ……あたしなんか隆良に一日中、個人的に付き合ってもらったこともあるんだからっ！（特訓に）」

「んなっ……!?　なによそれっ！　こ、こんのぉぉぉ……！」

「にゃうっ!?　ふ、にゃぐぅぅぅ……！」

　手袋をしているから感電はしないが、それにしても魅神は少しばかり大人気ない。二人の様子を黙もくして眺めていたアリアも、つい溜め息を吐ついてしまう。

「……ああやって、いがみ合うために渡わたした手袋じゃないんだがなぁ……」

　まあそれでも、そうやって感情をむき出しに出来るだけ、魅神にとっては一歩前進かな──と、アリアは軽く苦く笑しようした。

　さて、そんな形でいがみ合う二人の間に、今度は沙凪が割り込んでいく。

「全く、見ていられませんの。これから仲間を迎むかえようというのに、気品が足りませんの」

「むっ……さ、沙凪ちゃん」

　手痛い指し摘てきを受けた夜侘が顔を紅あかくして手を離はなすと、魅神は逆に青ざめた顔で後ずさる。

「うっ……あ、あなたは確か、虫使いの子……だったかしら？」

「そうですの。例のアノ黒い虫をけしかけたのは、わたくしですのよ」

「……あ、あの、もう絶対にやらないでね？」

　演技でないとすれば魅神は本気で虫嫌ぎらいのようだ。しかし沙凪は意地悪な含ふくみ笑いを浮うかべ、魅神から目を逸らした。

「さぁ～て、どうしようかですの……」

「ちょ、ちょっと、冗じよう談だんなしよ？　本当に私、虫はダメで……」

「あら？　でも、実は既すでに、持ってきちゃってるんですの」

　そう言ってショルダーポーチから瓶びんを取り出した沙凪を見て、魅神が硬こう直ちよくする。

「じょ、冗談よね？　まさか、そんな……」

「うふふ……そーれですのっ！」

「い、いやっ！　……って、え？」

　ガラス瓶から舞まい上がったのは、一いつ匹ぴきの美しいアゲハ蝶ちようだった。

「……キレイ……」

　どうやら沙凪がコントロールしているようで、アゲハ蝶は魅神の周りをくるくると旋せん回かいしている。白と黒の鮮あざやかなコントラストに彩いろどられた翅はねは、透すけるほどに薄うすく儚はかなげにさえ見えるが、だけど力強くはばたいていて、その情景が美しさをより引き立てるのだ。

　沙凪が胸を張り、得意満面の笑みを浮かべた。

「にゅふふ、まあ高貴なるお嬢じよう様さまとしましては、そんなつまらない嫌いやがらせなんてしないものですの。わたくしくらいのお嬢様になると、優ゆう雅がに可か憐れんに麗うるわしく、新しい仲間をこうやって歓かん迎げいするモノですの」

「……あ、ありがとう、沙凪ちゃ……って、ダメッ！」

「──へ？」

　顔の前に近づいてきたアゲハ蝶から、魅神が慌あわてて離れようとするも、一瞬遅おそかった。パリッ、という乾かわいた音が響ひびくのと同時に、蝶がひらひらと力無く地に落ちる。

「ド……『華麗なるわたくしの分身ドツペルゲンガーオブマイン』ちゃーんっ！」

「……ド、ドッペ……？　って、あ、そ、そのっ」

　恐おそらく蝶の名だろうと思われる単語を叫さけびながら、沙凪が慌てて蝶に駆け寄った。横で見ていた魅神は手を出すこともままならず、慌てふためくばかりだ。

「ご、ごめんなさっ……私、帯電しちゃってるから、素す肌はだに近づいちゃうと……」

「……だ、大だい丈じよう夫ぶですの！　ピクピク動いてるし、何とかセーフみたいですの！」

「ほ、ホント!?　よかったぁ……」

　胸むねを撫なで下ろす魅神の足元で、沙凪がピクピクと痙けい攣れんするアゲハ蝶を瓶に回収する。アゲハ蝶入りの瓶をショルダーポーチにしまい込み、沙凪がゆっくりと立ち上がった。

「ちょ、ちょっとドタバタしちゃいましたケド……改めて、よろしくですの」

「よ、よろしくね、沙凪ちゃん」

「……ぷっ、にゅふふっ。なんか、おかしいですの」

「……あはっ、そうねっ」

　顔を見合わせて笑い合う魅神と沙凪に、しかし夜侘が呆あきれ顔で首を横に振る。

「……ふっ、見ていられないわっ」

「！　よ、夜侘ちゃん!?」

　急な横よこ槍やりに驚おどろく魅神だが、夜侘の口は止まらない。

「こんなドタバタしちゃって、気品も何もないよっ。やれやれだよっ」

「にゅっ!?　ちょっと夜侘、わたくしをディスってるんですの!?　ドタバタしちゃったのは、この『雷らい神じん』の人のせいですのよっ！」

「なっ……！　だ、だから、ごめんなさいって謝ってるじゃないっ！　夜侘ちゃんも余計なこと言わないでよねっ！　ややこしくなるでしょ！」

「「「ぐ、ぐぬぬ～～～っ！」」」

　三者三様、睨にらみ合いの三すくみで、本格的な言い争いを始めてしまった。魅神の電でん撃げきを喰らったまま転がっていた隆良は、ただただ呆れるしかない。

「は～……前ぜん途と多難だな、アイツら」

　彼女達からは少し離れた場所で立ち上がった隆良が──ベッドの横のテーブルに飾かざられている花か瓶びんへと、不意に視線をやる。

「…………」

　そして何を思ったのか、指で銃じゆうの形を作り、花瓶へと向け──

「バンッ」

　発はつ砲ぽう音を口にする──が、何も起こらない。

「……俺も人のコト言えねーか。ちぇっ」

「隆良くん」

「ん？　おお、アリアか、どうしたよ？」

「……キミの、『異能』についてなのだが」

「……気付いてたのか。いや、専門家の目は誤ご魔ま化かせないよな。当然か」

　隆良が苦笑いしつつ、自身の指先をジッと見つめる。

「目が覚めてからな、なんかちょっと違い和わ感かんあったから、変だとは思ってたんだけどよ。最初は怪け我がのせいかと思ってたんだけど……それだけじゃなかったみたいだ」

　何も発しない指先から目を逸そらし、隆良が視線を伏ふせる。

「俺の『異能』は……どうやら、消えちまったらしい」

　重苦しく呟つぶやきながら──隆良は続けて、アリアのほうを向いた。

「で、その見解っていうか……俺の『異能』は元に戻もどるのか、これからどうなるのか、ストレンジャー対策課の研究室室長様に、お伺うかがいしたいんだけどよ」

「……すまない。私にもどうなるのか、分からない。このようなこと、前例もないのだ」

　謝りながら、アリアは己おのれの考えを包つつみ隠かくさず述べる。

「キミがまた、元のように『異能』を使えるようになるのかどうか……使えるようになるとしても、それは一体、いつになるのか。もしかしたら明日あした、何事もなかったかのように使えるようになっているかもしれない。もしかしたら十年後かもしれない。もしかしたら、一生──使えないままかもしれない。そもそも、魅神の電撃の後こう遺い症しようが原因なのか、キミ自身が異能を使いすぎたためなのか……原因さえ、分からないんだ」

「……要するに一から十まで、完全に何も分からない、ってことか」

「……本当に、すまない」

　再び詫わびるアリアに対し、しかし隆良は責めたりなどしなかった。

「別にいいっての。そもそもあってもなくても変わんねーような微び妙みような能力だったし……まあ、ストレンジャーじゃなくなっちまったのは、やっぱショックだけどよ」

「そうか……不導体の性質が明らかになって、ＥランクからＤランクに上がると推測されるのだが……まあ、隆良くんがそう言うのなら、気にしないことにしよう」

「…………」

　今それ聞きたくなかったな、と微妙な心境で俯うつむく隆良に、アリアは質問を投げかける。

「なあ、隆良くん、差し支えなければ、聞いてみてもいいか？」

「……んあ？　なんだよ、急に改まって」

「キミはどうして、ストレンジャーになりたかったのだ？」

「……理由、か……」

　真まっ直すぐな眼まな差ざしと同時に問いをぶつけてくるアリアに対し、隆良は少しだけ間を置いてから、簡潔に答えた。

「カッコ良かったから」

「……なに？」

「カッコ良かったから、って言ってんの。何回も言わせんなよ、恥はずかしい」

「ふ、ふむ？」

「……昔さぁ」

　真意を測りあぐねて首を捻ひねるアリアに、隆良は寝ね返がえりを打ちながら続ける。

「テレビのニュースとかに、よく出てくるストレンジャーがいたんだ。その人はさ、スッゲー『異能』を持ってて、災害とか、事件とか、今でいうアウトローみたいなヤツの起こす犯罪とか……そういうの、全部解決していっちまうんだよ。それこそ、風のようにやってきて、風のように去っていく、ってヤツ？」

　そのストレンジャーを語る隆良の表情は、少し気恥ずかしげで、けれどとても誇ほこらしそうで──まるで宝物を自じ慢まんする子供のようだった。

「ストレンジャーなんてさ、その頃ころから世間じゃ嫌きらわれ者だよ。その人だって『異能』が使えるってだけで、いわれの無い顰ひん蹙しゆくを買ったりしてな。でもさ、その人はそんな形の無い批判で、振ふり返ったりなんてしなかった。振り返らず、強い信念みたいなモンを持って、人を助け続けて……結局いつの間にか、誰だれもが憧あこがれるヒーローになっちまった」

「……ふむ、そんなストレンジャーなら、もしかしたら私も知っているかもしれないな」

「へへ、きっと聞いたことくらいなら、あると思うぜ。俺はガキだったから、名前も顔もよく覚えてないんだけどな。でもさ、覚えてなくても……どんな困難にも挫くじけず、理り不ふ尽じんな誹ひ謗ぼうも顧かえりみず、最後にはどんな事件でも解決しちまう、そんな『カッコ良さ』に……俺は憧れたんだ。それが、俺がストレンジャーになりたかった『理由』……ってとこ」

「そうか……不ふ朽きゆうの魂たましいで困難を乗り越こえ、人々を救うヒーローになる……その気高き理想のために、キミはストレンジャーを目指したのだな」

「いや、ちょっとまた前向きに捉とらえすぎだろ……ってまあ、それはそれでいいか」

　アリアのポジティブ解かい釈しやくに妥だ協きようしつつ、隆良は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「まあそうは言っても、ストレンジャーじゃなくなっちまったし……結局俺は、そんな憧れのヒーローみたいには、誰かを救うことなんて出来なかったんだけどな」

「む？　おいおい、隆良くん。キミは何か勘かん違ちがいしているぞ？」

「……へ？　なんだよ、勘違いって。誰か救われてんの？」

「ああ、今回の件でな……魅神は確かに、キミに救われたよ」

「は？　雷轟って……どういう意味だよ。ちゃんと説明しろって」

　訝いぶかしげな表情で隆良が問い詰つめると、アリアは軽く微笑ほほえみながら話を続ける。

「魅神はこれまで、自身の『異能』のせいで四し肢しを失う恐れがあった、というのは知っているな？　しかし実は、感情がどれだけ昂っていても、波が過ぎれば電気に変えた部分は自動的に元に戻るらしい。対決の時のように気絶したりして完全に意識を失った場合も、元に戻るようだ。これらは、今回の件で明らかになったのさ」

「……なんだ、色々と取り越し苦労だったんだな」

「ああ、しかも取り越し苦労はそれだけではない。四肢を電気に変えることは出来ても、胴どう体たいまで変えるのは無理のようだ。これは本能的にというより、どれだけ暴走したとしても絶対に不可能らしい。これらが分かったのは、紛まぎれもなく隆良くんのおかげなのだぞ？」

「ほ～、そりゃ良かった。まあなんつーか……そんな成果があったんなら、俺が『異能』を失った甲か斐いも、少しはあったってもんだな」

「……うむ」

　隆良の言葉に、アリアが表情を曇くもらせながら小さく俯く。

「本当に、すまない。私も、そんなことになるとは思っていなかったのだ……」

「な、なんだよ。そんなつもりで言ったんじゃねーし……そう深刻になるなって」

「キミがまさか、ゲルを出せなくなってしまうなんて……！」

　強く、強く拳こぶしを握にぎったアリアが──その無念を口にした。

「これではキミの溜たまりに溜まった情じよう欲よくは……どう発散すればいいというのだっ！」

「だからちょい待てぇぇぇ！　俺のゲルはそういうアレじゃねーって、何度も言ってんだろーが！　いやもう過去形だけども！　って、自分で言ってて悲しいわ！」

「隆良くん、諦あきらめるんじゃないぞ！　キミ自身のために……延ひいては孫の顔を見たいであろうキミの親おや御ごさんのために！」

「だから失ったのはあくまで『異能』であって、そっちと関係ねーんですけど!?」

「……んっ？　そっちのほうは、異常なしなのか？」

「……えっ？　いや、俺もちょっと前に目覚めたばっかだし、よく分からんけども……」

「…………」

　わずかばかり沈ちん黙もくしたアリアだが──その瞳ひとみに、すぐさま炎ほのおが返ってきた。

「……やはりか！　事態は思った以上に深刻な可能性もあるということだなっ……これは楽観視しておれんっ！」

「うわああああ余計なこと言っちまったぁぁぁ俺のバカァァァ」

　しかしそんな隆良の自省はどこ吹ふく風、アリアはどこまでも突つっ走り続ける。

「全力でアフターケアはさせてもらうからな……！　とりあえず早急に、キミの自宅へマムシドリンクを一年分ほど送らせてもらおう！」

「ヤメロォ！　そんな壮そう絶ぜつな嫌いやがらせはヤメロォ！」

「そうだ、なんだったら私が自ら……おお、なんということだ。一石二鳥ではないか！」

「なにが一石二鳥!?　アンタの投じてる一石で全すべてがクラッシュしとるわ！」

「むう……マムシドリンク作戦は違うか。難しいのだな」

　そこで言葉通り難しそうな顔をしたアリアが、ぶつぶつと呟きながら悩なやみ始める。

「ふーむ……青春時代は勉学に明け暮れていたからな、男の子の機き微びというヤツは、さっぱりだ。……むう、どうしたもんか。エロ本でも送りつけてみるか……」

「……ったく、なんなんだよ」

　不ふ穏おんなことを呟くアリアに──しかし隆良は、それ以上は追つい及きゆうせず、唐とう突とつに俯いた。

「……人の気も、知らねーでよ……」

　アリアの注意が逸れ、魅神達は言い争い、集団の中で一人取り残されてしまうと──隆良の心中には、複雑な想おもいが押し寄せてくる。

　それもそのはず、隆良が求め、焦こがれ続けてきた『異能』──たとえそれが、隆良自身が言うように、あってもなくても変わらないような微妙で下品なゲル能力でも──それでも、『それ』は彼をストレンジャーたらしめるために、必要不可欠なモノだったのだ。

『それ』を失ってしまった今、どんなに強がっても、笑い話にしようとしても──割り切れない想いは、引いては返す波のように、幾いく度どとなく隆良を襲おそう。

「くっ……」

　幼い頃からずっと、何年も、何年も求めて、ついに手に入れたモノが、こんなにもあっさりと、指の隙すき間まから零こぼれ落ちていってしまった。

　俯く隆良の心中には、形容し得ない悲しみが渦うず巻まいているのだ──

「……く、ぷっ、くっ、くっ」

　──と、普ふ通つうならば思うところだろう。

「ぷっ、ひひっ……ふっ、ふくくうっ」

　しかし隆良が、まさか普通であるはずなどなかった。

　今なぜ隆良が、このように近寄りがたく──ちょっぴり変な感じで笑いを堪こらえているのか、その理由は至し極ごく単純である。

　隆良は今回『異能』がなくなってしまった件を──ゲームで言う『リセット』だ、と解釈している。要するに『自由自在にゲルを出せる』などという『微妙な異能』は無くなり、能力が目覚める前の『まっさら』な状態に戻ったのだと──

　つまり、再び『異能』に──それも今度は、ゲルなどより強力なモノに目覚める可能性がある、と隆良は勝手に思い込んでいるワケだ。

　もちろん、一人のストレンジャーが二つ以上の『異能』を持ち合わせたという例などないし、そもそも『異能』が消えた前例さえ、アリアが言うとおり存在しない。

　それでも隆良は、信じていた。何の根こん拠きよもなくとも──とにかく、信じていたのだ。

　そもそも実際に『異能』に目覚めるまで、同じようにして自身の『覚かく醒せい』を信じていた隆良だ。ここへ来て今さら、更さらなる可能性を疑う理由があるものか。

　新しい『異能』など、言ってしまえば愚おろかな妄想ドリーム。しかし隆良は本気も本気。

　挫けない男・隆良の、ちょっぴりおバカな信念は──いまだ頑かたくななままだった。

「うえへへへ……っと、やべぇやべぇ……」

　思わず漏もれ出る笑いを慌あわてて抑おさえる。少なくとも今、隆良は溺おぼれていたかったのだ。能力を失ったヒーロー（自じ称しよう）の悲ひ嘆たんに、その悲ひ愴そうなヒロイズムに。

「フッ……これもヒーローの運命さだめってヤツさ……イヒッ、おっと、フッ」

「隆良くん」

「!?　お、おう、なんだよアリア。マムシドリンクやらエロ本やらはいらねーぞ？」

「いや、そっちはそっちで考えておくとして……ずっと気になっていたのだがな」

　気づかれたか、と慌てて取り繕つくろう隆良だったが、どうやらそうではないらしい。アリアは魅神の方を指差しながら、何やら語りかけてくる。

「……キミはなんで魅神のことだけ、名字で呼ぶのだ？」

「へ、雷轟？　いや、なんでって……そりゃ、昔からずっとそうだったし」

「ふむ……なんかそういうの、ちょっと引っかかるな。差別みたいで」

「そんな気にするほどのことかぁ？　大体、俺がいきなりアイツのこと名前で呼んだって、あの電動ミカンのことだから『気持ち悪っ』とか言うんじゃねーの？」

「……ふむ」

　ピン、と何か思いついたように人差し指を立てたアリアが、にやりとほくそ笑む。

「なるほど……いや、うん。隆良くんの言う通りかもしれないなぁ」

　ふーむ、と軽く鼻を鳴らしながら、彼女はいかにも白々しく続けた。

「そういえば魅神は、キミにだけは絶対に下の名前で呼ばれたくない、気持ち悪いもん。とか言っていたような気がするしな。それじゃ仕方ないな。うん、止よしたほうが賢けん明めいだ」

「……はいぃ？　今、なんてぇ？」

「だから『バカ隆良に名前で呼ばれるのなんて気持ち悪くて吐はき気がする』と魅神が言っていたような（別に言っていなかったような）」

「…………」

　そこまで楽しい妄想に耽ふけって上じよう機き嫌げんだった隆良だが、水を差されたような気分になる。

「ひっひっひ……あんの電動ミカン、いい度胸じゃねーか」

　しかしすぐに何か思いついたのか、悪わる巧だくみするようにニヤニヤといやらしい笑みを浮うかべる。けしかけたアリアはといえば、「御ぎよしやすいなあ」とぽつり、誰だれにも気づかれない程度に呟つぶやいていたのだが。

　それはともかく、隆良は大おお股またでドカドカと魅神に歩み寄り、三人娘むすめの真正面で仁に王おう立ちした。夜侘達と言い争っていた魅神は、突とつ然ぜんのことに思わず狼ろう狽ばいしてしまう。

「けっけっけ……」

「な、何よ、バカ隆良。アンタも私に文句があるっていうの？　気持ち悪い笑い方しちゃって……ふんっ、まあ、いつものことだけど──」

「魅神」

「──ッ!?　な、あっ……な、なによ、いきなりっ!?」

　頬ほおを真っ赤に染めた魅神を見て、隆良がしてやったりと会心の笑みを浮かべる。

「魅神、み・か・ん～。けけっ、どうだよ、おい、魅神？　魅神さ～ん？」

「は、あ、ちょ、アンタ……な、なんでっ！」

「おー、いやがっとる、いやがっとる。けけっ、なんでって？　俺の勝手だろーが。これからは、耳にタコが出来るくらい呼びまくってやるぜ」

「……！　ばっ……バッカじゃないの!?　あ、アンタ、ふざけてるのねっ!?」

「ウィッス。当たり前じゃんスか。ざまぁ」

「……っ！　こ、こんのっ……！」

　ニヤけ顔に憤ふん怒ぬをぶち込んでかき混ぜたような表情をしていた魅神に、ムッと顔をしかめた夜侘が横から迫せまっていく。

「ちょっ……ちょっと、アタシを差し置いて、なにイチャイチャしてるのっ。二人とも、離はなれてよっ……今すぐっ！」

「は？　イチャイチャってお前、また意味の分からんことばっか言ってんなよ」

「そ、そうよ！　いきなりこのバカが、名前呼んできただけだしっ……ま、まあ、幼おさな馴な染じみとしては？　名前呼びとか、むしろ当たり前かもだけど？」

　憤怒よりもニヤけ顔が勝まさってきた魅神を見て、夜侘の嫉しつ妬とに油が注がれる。

「お、幼馴染だからって、なによぉ……！　調子に乗らないでよぉ……！」

「ふんっ、事実なんだから仕方ないでしょ。わ、私は不本意なんだけどね？　こんなバカの幼馴染なんて苦労するだけで……まあ夜侘ちゃんには、わからないでしょうけどぉ？」

「……！　な、なによ、幼馴染くらいっ……アタシなんて、アタシなんてぇ……！」

　と、反論しようとするものの──つい数日前に隆良と出会ったばかりの夜侘に、そんな武器は無い。しかしそれでも、負けたくない夜侘は必死で考え──そして言い放った。

「アタシなんて隆良の──『妹』なんだからねっ！」

「──────はぁ!?」

　ちなみにこの「はぁ!?」は、この場にいる夜侘以外の全員のものである。妹だとか、それが事実無根なのは当然だが、思った以上にぶっ飛んでしまった夜侘は止まらない。

「アタシと隆良は、前世で兄妹きようだいだったのっ！　互たがいに強く想い合ってて　強い因果で固く結ばれちゃってるんだからっ！　アタシは隆良の……『宿命の妹ソウル・シスター』なんだからぁ！」

「な、なに意味の分かんないコト言ってるのよ！　そんな根拠、どこにもないでしょ！」

　魅神の指し摘てきは尤もつともで、傍はたから見ているアリアと沙凪も、微び妙みような表情は隠かくせないでいた。

「夜侘ちゃんは……なんというか、普通には思いつかんことを言い出すなぁ……」

「全く、無茶苦茶ですの。それならわたくしだって、隆良様の妹宣言できますのっ」

　周りから呆あきれと非難に夜侘の頬も真っ赤に染まるが、それでも彼女は譲ゆずらない。

「む、無茶苦茶なんかじゃないっ……アタシ達、運命に導かれて、一いつ緒しよの日に『異能』に目覚めたんだもんっ。隆良だって『そんな運命も悪くない』って言ってたもんっ！」

「……あ、ああ？　いや言った気はするけども。でもそれ、その場のノリっていうか」

「だからっ……だからっ！」

　いつも通り主張をスルーされた隆良の腕うでに、少し涙なみだ目めになってきた夜侘が抱だきつく。

「あなたが幼馴染だからって……アタシ、負けてないんだもんっ！」

「おいおい、夜侘……俺、怪け我がしてんスけど。いきなり抱きつかれると、倒たおれるっての」

「……！　ちょっと、何してんのよっ！　離れなさいよ、アンタ達っ！」

「は？　おいおい、魅神まで、引っ張るなよ──って、うわっ!?」

　思いのほか強く引っ張られた隆良が、勢い余って魅神のほうに倒れこんでしまう。

「きゃ！　ちょっ……ひ、ひあっ!?」

「いてて……おい、何しやがっ────」

　倒れこんだ隆良が、完全に言葉を失ってしまう。それは、そうだろう。あの無神経ゲル妖よう怪かい（元）の隆良とはいえ──魅神の胸むな元もとに、顔面を突っ込んでしまっているのだから。

「い、いやっ……バカッ！　なにして……ひゃっ、あんっ!?」

　しかも隆良は、その両手で魅神の両胸をがっちりキャッチングしてしまっている。

　え、なぜって？　そりゃ、そこに夢が詰つまっていたからじゃないでしょうか。
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「た、隆良、ダメだよっ、離れてっ！　魂たましいで結ばれた妹的に、それは許せないよっ!?」

　夜侘が慌てて隆良の上着の裾すそを後ろから引っ張るも、複雑に絡からみ合っている二人は離れない。いや、隆良的には、引き離してほしかったことだろう。何しろこの状じよう況きよう、どう考えても電でん撃げきコース直行で──いや、電撃がくれば、まだ良かったのかもしれない。

「な、なにしてんのよぉ……バ、バカ隆良の……ばか、ばかぁ……」

「──────」

　魅神はいつもと違った様子で、顔を真っ赤にし、なおかつ涙目で力無く「ばか」と繰くり返してくる──彼女の胸元に顔面を突っ込んでいる隆良にしてみれば、その光景はあまりにも、あまりにも艶なまめかし過ぎて──居た堪たまれなかった。

「ちょ、ちょっとぉ……早くどきなさいよ、変態っ……こ、こんなトコで……」

「────ぶ」

「みんな、見てるじゃ……え？　ちょ、ちょっと、どうしたのよ、バカ隆──」

「ぶるぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　沸ふつ騰とうしそうなほど顔を真っ赤にした隆良が、苦し紛まぎれに雄お叫たけびを上げた──その瞬しゆん間かん。

「──えっ？」

　信じられない事が起こり、部屋中の人間が一いつ切さいの動きを止めた。

　簡潔に説明すると──隆良の真っ赤になった顔面と両手からゲルが噴ふき出し、そして、

「────」

　その全すべてが、目の前にいた魅神に……ぶっかけられた、ということで。魅神の顔面やら鷲わし掴づかみされていた胸元やらは、もはやドロドロという塩あん梅ばいだ。

　信じられないのは部屋中にいる誰もがそうだろう。至し近きん距きよ離りで見てしまった夜侘など、軽く引いてしまっている。しかしその中でも格別の意味を込こめて、信じられない、と目を白黒させていたのは、『隆良から異能が消えた』と思っていた隆良本人とアリアである。

「……ヘイッ？　アリアさァーん？」

　出すモノを出してすっきりしたのか、少しは落ち着いた隆良が説明を求めるが──

「……あれっ？」

　アリアも、首を傾かしげていた。つまりこれは『不測の事態』ということ。

　一応、念のため──隆良が指で銃じゆうの形を作り、人差し指の先に力を込めた。

「おりゃっ」

「ぶっ」

　なぜあえて魅神の顔面に向けたのか──それはまあ、ノリということで。しかしとにかく証明されたのは、ゲル妖怪復活──という事実である。

「……なぁんスかそれぇぇぇ……」

　隆良の悲ひ哀あいも尤も。あまりにも短い別れ、そしてあっけない再会だった。

　さてさて、そして──

「ちょっと……バカ隆良……？」

「……ひょえいっ!?」

　ノリでは済まされない想おもいが、ここにある（プライスレス）。

「アンタ……そんなに、死にたいワケェ……？」

「ちょ、ちょっと待て！　いや、違ちがうんだって！　出るとは思わなくって！」

「なに見え透すいた嘘うそついてんのよ……アンタの『異能』でしょうが。思いっきりこっちに向けといて、そんなのが通じるとでも思ってんのぉ……？」

「い、いや、マジなんだって！　おい、夜侘、沙凪！　助けてくれぇ！」

　と、二人に助け舟ぶねを求めるも──

「……さすがにゲルぶっかけちゃうのは、『宿命の妹ソウル・シスター』でも擁よう護ごできないよ……隆良、ちゃんと魅神に、謝ったほうがいいよ？」

「残念ですの。まあ次からは、わたくしだけにぶっかけるといいですの」

　事情を知らない二人の薄はく情じようさたるや、隆良の涙もちょちょ切れようて。

　とはいえ、事情を知っているアリアでさえも、

「ふふっ……やはり隆良くんが間に入ると、彼女らの息も合ってくるな。やはり私の目に狂くるいはなかったようだ」

「おぉぉぉい！　意味の分からんコト言ってないで、助けてくれよぉ!?」

「ははは、まあまあ、いつものことだし……グッドラック、ってか？」

　助け舟を出す気はゼロらしい。さすがにちょっと酷ひどくはないか。

　さてさて、ぷるぷると肩かたを怒いかりに震ふるわせる魅神に、隆良が後ずさりながら弁明しようとするも──そんなもの、もはや往おう生じよう際ぎわが悪いだけである。

「ままま待て、落ち着けぇ！　話を聞こう!?　ほら、そうしないと想いなんて伝わらないっつってね!?　言ったじゃん、ね!?」

「一回持ち上げといて、こんな風に落とすなんて……陰いん険けん、最低、変態っ……！」

「は？　持ち上げるってナニを!?　意味わかんねーよ！」

「うっさいこのバカ隆良ァ！　アンタなんて……死んじゃぇぇぇ！（二回目）」

「えええ……なんで、なんでこんなことに……ああ、あああああっ！」

　全力の『雷らい塵じん』が、隆良を容よう赦しやなく襲おそった──










『あばばばばばぁー！』

　暗い室内で唯ゆい一いつの明かりを放っていた映像に、一際大きな雄叫びと閃せん光こうが走るのと同時に──ぶつり、鈍にぶい音が響ひびいて映像が途と切ぎれ、室内がブラックアウトする。

「──アリア・来くる武む・エリノア・ヴァルターより、以上が今回の報告となります」

　アリアの声が響いた瞬間、暗転した室内で数個のスポットライトが灯ともる。薄はつ光こうに照らされた場所には、名だたる政府の高官達の姿が──しかしその場に居るわけではなく、映像と音声のみが届いているのだった。

『ご苦労、我が娘むすめよ──お前に任せたのは、やはり間違いではなかったようだ』

「……もったいないお言葉です、お父様」

　映像の男に向けて頭を下げるアリアに、他ほかの高官からも声が掛かかる。

『謙けん遜そんすることはないでしょう。キミの手引きがあったからこそ、今回の実験は成ったと言えるのです。胸を張りなさい』

「はっ、とはいえ齟そ齬ごはありましたし、かなりのリスクも伴ともないましたが」

『なに、終わりよければ全すべて良し、ですよ』

「……そうですね、お父様」

　こちらの高官もお父様などと呼ぶアリアの表情は、下を向いているため窺うかがえないが──そんな彼女には構わず、高官達は互いに映像越ごしでの会話に没ぼつ頭とうし始める。

『これで我らの例の計画は、形を成し始めた』

『左様。回り始めた歯車は、もう止まることもない』

『我らの悲願を、そして達成を──そう！』

　高官達が口を揃そろえて吐はく、その計画こそまさしく、政府の描えがく大いなる陰いん謀ぼう──！

『《政府所属・美少女ストレンジャー・アイドル化計画》を──！』

　──と呼ぶには、あまりにも微妙な計画であった。が、彼らはどことなく高こう揚ようした様子で会話を続ける。

『まったく──やはり美少女戦士は最高ですな！』

『左様。百年の時を越えようと色あせぬ、美しき偶ぐう像ぞうの輝かがやきですぞ！』

『ゲルの彼は余計だが──計画のためだ。致いたし方あるまいて』

『ええ。それにゲルも、ちょっとした趣しゆ味みとしてはアリ──おっと、何でもありません』

『はっはっはっ、貴き殿でんもなかなか、良い趣味をしていらっしゃる』

　傍から聞いていれば、単なる変態トークだ。これが政府のトップがする会話だと思うと国民も悲しくなるだろう。というかこんなシチュエーションの中でするような話か。

『いっそ水着姿で戦わせてみる、というのはどうか？　やはり少しは露ろ出しゆつも──』

「急せいては事を仕損じる、と申します。どうか全ては、私にお任せを……お父様」

『むっ……まあ、それもそうか。そもそも、キミに任す約束ではあったしな』

　気に障さわったのか少しだけ顔をしかめた高官だが、すぐに持ち直す。アリアはといえば、まだ頭を下げたままだった。

『なに、アリアくんに任せておけば、何も問題はないでしょう。アリアくんの言う通り、徐じよ々じよに段階を上げていけば良い。なにはともあれ、今回は──』

　高官の一人が、楽観的に結論を出す。

『めでたし、めでたし──と言ったところですかな』

「……ふふっ、全く、その通りです」

　従順に肯こう定ていするアリアに、彼女を最初に労ねぎらった高官が、締しめくくるように言葉を紡つむぐ。

『うむ──それでは、我らが娘よ。引き続き、彼女らの観測とマネジメントを頼たのむぞ』

「はっ、承りました。どうか全てお任せを」

　頭は相変わらず下げたまま、アリアはただただ、彼らへの忠誠を口にする。

「全ては政府最高評議会《眺める者イデイン》の──お父様達の、意のままに」

『うむ──』

　満足そうに頷うなずいた高官が、ニヤリと口元を歪ゆがめ──

『それじゃ、ワシらはこれから打ち上げにキャバク』

　ぶつり──そこで全ての映像と音声は、強制的にシャットアウトされた。




　静せい寂じやくと暗くら闇やみに閉ざされた室内で、いまだ頭を下げ続けているアリアの口から──

「……くっ、ははっ……はははっ！」

　不意に、愉ゆ快かいそうな笑い声が漏もれ出る。

「くっ、くくっ……道楽老人共め、少し従順を演じるだけで、こちらの意のままに動いてくれる。子供達よりも、よほど御ぎよしやすい……」

　先ほどまでお父様と呼んでいた面々を蔑さげすむように吐き捨て、アリアは口元を軽く歪める。

「めでたし、めでたし、だと？　ふっ、せいぜい能天気に眺めていろ。これで終わりなものか──なあ、そうだろう？　隆良くん、魅神、夜侘ちゃん、沙凪ちゃん──」

　ここにはいない彼らの名を呼びつつ、アリアは心底から愉ゆ悦えつの笑みを浮うかべた。




「ここからが本当の──始まりさ」




　──誰だれもいない室内にこだまする、アリアの甲かん高だかい笑い声。

「ふふ、ははは……はーっはっはっは！　はっは、ふえ、えふ!?　げ……げほ、げほっ！　けほっ……んう、慣れない笑い方なんて、急にするもんじゃないな……」

　たとえその場に誰がいようと、彼女の真意を知ることは出来ないだろう。出来ることといえば精々、なぜむせるような無理な笑い方をしたのか、ツッコむことくらいだ。

「ふっ……まあいい。全ては私の、思うがままさ」

　けれど、ただただ渦うず巻まくその不ふ穏おんな空気は──確かなことを示していた。

「さあ、創つくろう──我々の《箱庭リトル・ガーデン》を」




　──賽さいは、投げられたのだ──








　あとがき
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　いやまさか、そんな多大な栄誉を賜たまわるとは夢にも思っていなかったので、受賞のお電話を頂いた直後は、小一時間ほど無意味に自室を練り歩きまわるという挙動不審な男になってしまいました。まあ普段から脳内で色々と妄想しつつ「ぐふふ」と呻うめいている私ですし、挙動不審なのは今さらなので別に良いと……え、キモチワルイ？　そ、そんな!?

　とはいえ、そんな挙動不審な妄想男の描いた拙作をお選び頂けたこと、選考委員の皆様には、いくら感謝しても足りません。

　最終選考委員の賀が東とう招しよう二じ先生、鏡かがみ貴たか也や先生、四し季き童どう子じ先生、編集部の皆様、そして読者選考委員の皆様──改めて、本当にありがとうございました！

　そして何より今この時、拙著を手に取ってくださっている皆様には、絶大なる感謝の念を禁じえません。本当にありがとうございます。皆様のおかげで明日を生きていけます！




　本作はそもそも、カッコイイ異能やシチュエーションに憧あこがれる少年が『残念異能』に目覚めてしまったらどうなるのか、という妄想から始まりました。

　そんな『残念異能』に目覚めてしまった少年が、打ちひしがれ、傷つき倒れ、けれど這はい上がり、仲間との絆きずなを深め、いつしか勝利を手にするに至る。微妙な能力でも、弱くても、『ヒーロー』になれる──そんな物語をお届けしたかったのです。

　ですがそんな『残念異能』──少しフェチ的なのですが、それはなぜかといいますと。

　そこは、私の趣味です、はい。そういうフェティッシュな話が、大好物なので。




　──いろいろ台無しだよ！　「そんな物語をお届けしたかったのです」じゃないよ！

　お届けしたかったのは、まさかのフェチ話だよ！




　……我ながら酷ひどい変態っぷりに、つい取り乱してしまいました。お見苦しい有あり様さまをお見せしてしまい、申し訳ないです。

　いやしかし、しかしながら、そんな酷いフェチや妄想を内包した本作を、こうして形にして皆様のお手元にお届けすることが出来たという夢のような現実……拾う神は本当にいるのだと思うと、思わず興奮してしまうのも無理からぬこと。

　しかも私、ＧＡ文庫さんでも受賞させて頂き、『優等生以上、フリョー未満な俺ら。』という作品を去年（二○一一年）の十月に出版させて頂いているのですが、そちらも私の『ラブコメ』への妄想やフェチが突っ走っている作品でした。

　こんなエブリデイ妄想人間の執筆したフェチの突っ走っている作品達に、こうして日の目を見せてくださったという、表現しきれないこの多幸感……。

　フェチは捨てたものじゃないんだと、天に向かって声を大にして叫びたい──！

　……実際にお外で叫んだら不審者扱いされてしまうので、ここで叫ばせてください。




　それにしても、自分で描いた物語が認められ、形になっていく──こんなに嬉うれしいこと、幸せなことって、他ほかにないと思うのです。

　しかしもちろん、私だけの力では『ライジン×ライジン』は完成しませんでした。幾度となく相談に乗ってくださり、多くのアドバイスをくださった担当さんを始めとし、更さらに多くの方々に支えられたことで、こうして形となったのです。この恩を忘れては、初美陽一に生きる資格なし。生涯忘れ得ぬ大恩でございます。




　そして何より、私の未熟かつ拙つたない描写から、数々の魅力的なキャラクターを描いてくださったパルプピロシさんには、感謝を通り越していっそＬ・Ｏ・Ｖ・Ｅをお届けしたいほどで……え、迷惑？　もはや承知の上ですよ！　届けマイ・ラァァァヴ！




　さて、こうして様々な方々に支えられ、いざ進み始めた『ライジン×ライジン』は、もはやただの『残念系主人公の織り成す異能バトル』ではなくなりました。

　血潮の燃え滾たぎるような熱いアクション！

　物語の裏に隠された壮絶なる陰謀！

　果て無き戦いの最さ中なかに生まれる、ラブ・ロマァンス！

　もしかすると……ポロリもあるかもよ!?

　刮かつ目もくせよ──これが生まれ変わった『ライジン×ライジン』だッッッ！

　……フゥー、自分でハードル上げまくるのは、なんというかお腹なかが痛くなりますねっ☆

　ごめんなさい、ごめんなさい、ホント言い過ぎました、盛り過ぎました。いえ、熱いアクションも、壮絶なる陰謀も、ラブ・ロマンスも、あるとは思います。でも私、実際はそんな自信満々に言えるような人間じゃないんです。超が付くほど小心者なんです。ビビリなので、「ホントにあんのかよ～？」程度に半笑いで見守って頂けるのが幸いです。

　──あ、でも、ポロリは間違いなくあります（自信満々）。




　そんな（どんな？）『ライジン×ライジン』ですが、私個人としては、おバカな隆たか良らが中心となって巻き起こすドタバタに、ほんの少しでも笑って頂ければ幸せだったりします。

　笑ってもらえるのが、好きなのです。

　応募原稿を執筆している段階から、この作品で笑ってもらえたら、「バカだな～」と失笑してもらえたらと、私お得意の妄想で読者の皆様の笑顔を思い浮かべていたものです。

　この作品を読んで、楽しい気持ちになって頂けて、ちょっとでも笑顔になってくださったのなら──それが私にとって、一番の喜びです。

　そして最終的には、一人でも多くの人が──私のフェチ嗜し好こうに共感してくださったら、「計画通り──！」みたいな。

　……あれ？　ちょっとイイ話風に終わらせるつもりだったのに、最後の最後で本音が!?

　こ、コホン、えーと……『ライジン×ライジン』を、何なに卒とぞよろしくお願いしますネ☆

（ああっ、冷たい視線を感じるっ!?）




　さて、終わりが近づいてきましたところで、告知を一つ失礼致します。本作と同日に発売するドラゴンマガジン２０１２年３月号にて、恐れ多くも『ライジン×ライジン』の短編を載せて頂いております。隆良や魅神みかん達の、本編とはまた違った活躍のほど、ご観覧いただければ恐悦至極でございます。




　そして最後にもう一度だけ、この本を手に取ってくださった皆様に、感謝の言葉を述べさせてください。何度言っても足りませんが──本当に、ありがとうございました。

　願わくは、一人でも多くの読者様に、本作を楽しんで頂けますように──。

　まだまだ未熟者ではありますが、また再会するその日までに頑張って研けん鑽さんを積んでまいりますので、よろしければ応援してくださいませ～！
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